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肘関節 の24時 間副子固定が指尖部末梢循環 にお よぼす影響

白石 聖1、 佐 々木 泰 介2、 嶋 木敏 輝3、 山本 好 弘4

大 澤正 美5、 佐 野 裕 司6、 片 岡 幸 雄7
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5日 本 大学
、6東 京商船 大学、7千 葉大学

EffectsofUpperExtremityImmobilizedfor24hoursonPeriPheralBloodCiiculation

Kiyo曲iSHIROISHI1,TaisukeSASAIく1ユ,Te川toshiSHIMAKIs,

Yo呂hihi拍YAMAMOTO4,Ma5amiOSAWAs,YujiSANO6andYukioKATAOKA'

「κo伽zawaロhiveisity
,2SasakiSei止o加Office,」Sh加akiSekzkotuClin止,4MotO-osakaSeldヒo擢 αfnf`,

5NihonUn'vers軌tiTokJ/eVniversityefMc… 姐 副 εM酊nqア α1'加Vnivers晦 疋

Abstract

Th¢purposeofthisstudyw且sIoex且mine出 已effectsof吐heupperext皿}mi重yimmobilizationfbr24houlson

P¢ripheralbloodcirculationusin呂AcoeI已mtedPlethysmography(APG)・Seven且PPa陀ntlyhealthymen(40・52

yS}with賦opreviousup匪r唱xl爬mityi【 巾 「yhadtheie丘armimmobilized(immobilizedsid¢ 言IS)usingaClamer

splinI,2bandagesandatゴangu且arbandage.Thε 罷mgefbrimmebilizationwas1130ftheupperpa1tofthe

brachiumto山ewri部joi皿t,a皿dth¢allgleofeachjointwasfixedasfOllows=90degreesatth¢elbowjei皿t,30

degreesatthewTistjointandmid-positiononth弓 責b皿}alm.TheAPGwasrneasuredo皿 山 ¢ISand出eri呂htside

(co皿tl旭1呂i"¢;CS)boforヒ,during,a皿dafterimmobilizationfbr24hours.Th¢subje¢tswe罵r¢ 帥ri¢t瑠dinb・ehaviors

甜ch且8exerd5¢s,岨kingabath,etc・Pulserateandbloodpre呈5ロ 祀w¢ 爬notsignifica皿tlyohang¢dthrongheutthis

experim¢nLIh血eEd面ngimmobi1セationblaincreased,andola,d/a,an"APGindexdec肥asedsignifica皿1y・

丘omΨalu¢sobtainedbe丘}爬immobilization.Bothb/aalldAPGindexoftheBweresignificantlylowerthanthe

CS.These血ndingsindioateth且timmobilizatio皿of出ellpperextremityf{}r24hoursdec爬asedpehphe皿lblood

ci祀ulatien.

Keywards'1伽ob'li且 且tion個 脚,P盟p加 副Circulatien傑 梢'翻,Aceele用tedPYethysmosralNh倣 ロ鰍 溺

{J.SportSci、Oste{LThera.1(2):97-103,March,2000)

目 的

外傷などの治療における関節の固定は、最 も基本

的な治療法 として古 くから行われている。とくに骨

折の治療で行われる固定 においては、骨折部の再転

移 を防止するなどの目的から圧迫の強度、関節の固

定範囲や固定肢位(関 節の固定角度)の 点である一

定以上の固定強度が求められる。しか しながら、組

織への過度の圧迫や関節 の屈曲および伸展 などの

肢位は阻血を助長、または発生させ る危険があるの

で 職、臨床の場面では固定部より遠位の動脈の触診、

皮膚蒼白の状態や感覚テス トL」)、爪の圧迫テス トに

よウて、その血流状態や圧迫力を推察 しているのが

現状である。これまで固定の影響に関する報告はヒ

トを対象 として行 うのが非常に困難 であることか

ら動物実験による報告が多い。中で も筋線維の萎縮

や関節の硬直 に関する報告が多い ものの血液循環

一97一
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に関す る報告 は少 ない 副 。

そ こで 本研 究 は 日常行 わ れて いる肘関節 の副 子

固定(24時 間)が 末梢循環 に及 ぼす影響 を、 臨床

の場 で 測 定 で き る指 尖 の加 速 度 脈 波(accelerated

plethysmograph;APG)を 用 いて検討 した。

対象 と方法

1.対t象{Tablel}

被検者 は上肢 に症 患 お よび過 去 に大 きな既往 歴

の ない健常 な男性7名 である。被検 者の年齢 、身長、

体重はTable1に 示 した。実験 に先立 ち研究 目的 ・

実験方法 などを説明 し、実験へ の参加 の同意 を得 た。

2.固 定材料 と固定 方法(Photo)

固定 に使用 した副子 の作成 は輻約7cmの 金属 副

子上 に綿花 を敷 き、包帯 で巻 き一体化 させ た。固定

対象肢 は全例左腕(非 利 き腕)と し、固定範 囲は上

腕 の上IBか ら手関節 まで とした。固定肢位 は肘 関

節90度 屈 曲位、手関節 は30度 背屈位 、回内 ・回外

中間位 とした。上肢 への副子 の装着は3裂 の綿包帯

(9cmXgm)を2巻 使用 して著 しい圧 迫 を加 えな

い よ うに各被 検者 に対 して同様 な方法 と強 さで 巻

くよ う留意 し、三角筋で肘 吊 した。

3.実 験 のタイムスケ ジュール(Fig.1)

実験 は2日 間 にわ たって行 われ、破検者 は全員同

様 の 日程 で 生 活 をお く った 。 固 定 は1日 目 の

11:00(AM.}か ら2日 目の11=CO(AM.)ま でであ ったc

4.脈 拍 、血圧お よび末梢循 環の測定

脈拍 数 は右 手か ら測定 された 加速 度脈 波計 に記

載 され た ものを採用 した。

血圧は 自動血圧 計(オ ム ロン社 、HEM・705CP)

を用い て右腕 の収 縮期血 圧 と拡 張期 血 圧 を測定 し

た。

末梢循 環の指 標 としてのAPGの 測定 は、加速度

脈波計(ミ サ ワホ ーム総合研 究所、APG-200)を 用

い て、固定側(immobilizedside;以 下IS)で あ る左 手

とコン トロール側(controlside;以 下CS)で あ る右

手の それぞれの第2指 指尖か ら測 定 した。

各パ ラメーターの測定 はFi呂.1に 示 した スケジュ

ー ルに従 ってお こなった。固定前の測定 は安静5分

Table1.CharacteriSticsofsubjects
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目お よびle分 目に行 い、その平均 値 を採用 した。

固定 中の測定 は、1時 間後、3時 間後、6時 間後、

19時 間後、22時 間後 、24時 間後 に同様 の方 法で行

った。固定除去後の測定 は除去5分 後 、10分 後 に

行 った。全 ての測定 は仰臥位 にて安静5分 間の後に

行 った。測定時の肢位 はCSが 固定 前の安静5分 か

ら回復10分 目までのすべて上肢伸 展位 で行 ったc

ISは 固定中 を除 くすべて の測定のみ伸展位で お こ

なった。

5.APGの 分析 方法(Fig.2>

a--e波 の うちa波 に対 す るb-h-d波 のそれぞれ に

ついての比 率(bla×100、e/a×IOO、d/aX100)お

よび、それぞれの波 を総合的指標 と したAPGindex

=(-b+c+d)ノa>qOO)に ついて求めた12,1s}。

a

十

base"ne

b

b/a比 ・c/a比 ・d/a比 ・已ノa比

AP6index=←b+c+d)/a)く100

Fig.2Comp皿ents(a-e)ofacceterated

ple晦smograph{APG)
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6.統 計学 的検 討

デー タを処理 した結果 は平均値 と標準誤差(mean

±SE)で 表示 し、その差 の検定 はpairedt-testを 使用

した。固定 前に対す る各測定時の変化量(ム)を 分

析 した 。統 計的 有意 性の基 準値 は危 険率5%未 満

(PくO.05)と したe

結 果

1.脈 拍 と血圧(Fig.3)

脈拍数 と収 縮期お よび拡張期 血圧 は固定前値 と

比 較 して 餌 時 間の固定期 間お よび回復 期 におい て

ほぼ変化 な く推移 し有 意 な差 は認め られ なか った。

2.APG「{F旭.4)

a)△bla比

CSで は固定前 と比較 して3時 間後 に有意に低下

した(PくO.05)。 一方、ISで は固定 前 と比較 して固定

6時 間後(P〈O.05)、 固定24時 間後(Pく0.05)、 回復5

分後(pくO.05)N回 復10分 後(pくO.05)に 有 意に高値 を

示 した。

CSとISの 比較 では、すべ ての測定 にお いてE

はCSよ りも高値 を示 し、 固定1時 間後(p〈O.05)、

24時 間後(pくO.001)、 回復5分 後{p〈OO5)、 回復IO

分lk(PtO.Ol)にCSに 比較 してISが 有 意に高値 を示

した。この ことは固定 に よる末梢循環 の悪化 を示 し

ている。

b)△cla比

CSで は固定前 と比較 して、固定6時 間後(PくO.05)

に低値、 回復期10分 後(pくOO5)に 逆 に有意 に高値

を示 した以外 は有意な差は認め られ なか ったφ

ISで は固 定前 と比較 し3時 間後(PくO.05)、6時 間

後Φ〈O.OS)に有意な低値 を示 し末 楕循環の悪 化が 示

唆 された。 回復期 では回復10分 後(p〈O.05)に 有 意

に高値 を示 し回復 した。 すぺての測定 においてIS

はCSよ りも低値 で推 移 したが有 意な差 ではな か

った。

c)△dla比

CSは 固定前 と比較 して、固定3時 間後(P〈O.⑪5}

に有意な高値 を示 した。

CSとISの 比較で は、ISが やや低値 を示 した もの

の有意 な差は認め られ なかった。
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d)△APGindex

CSは 固定前 と比較 して、全体 を通 して有 意 な差

は認 め られなか った。

ISは 固定前 と比較 して、固定6時 間後(P<O.05)、

固定24時 間後(pくO.05)}に おいて有 意な低下 を示 し、

固定全 体 を通 して低値 を示 し末 梢循 環 の悪 化 が持

続 した。 回復5分 後、10分 後 において も十 分 な回

復 を示 さなか った。

CSとISの 比較で は、ISは 固定1時 間後(P<0.01}、

24時 間後(pくO、Ol)で有意 に低値 を示 した。

考 察

骨折や脱 臼などの治療 において関節の 固定がお

こなわれている。関節の固定は骨折部における再転

移の防止や患 部の安静を目的におこなわれている

ため、ある一定の固定強度が加わることや、筋が骨

におよぼす牽 引力 を考慮 した固定肢 位の保持を し

なければならない。しかしながら強すぎる固定は血

液循環を阻害する危険があることから、従来から日

常の診療においては固定部より遠位 における動脈

の触診 ロ」や、爪の圧迫によって指尖 を虚血状態にせ

しめ、その後圧迫を解放することによって再開する

血流によって変化 する爪の色に よってその状態 を

評価 しているのが現状である。 固定に関 しては人

間を対象 として実施する ことが 困難 であることか

ら動物 を対象 とした研究が多い 価 。

里吉 と谷嶋9〕および里吉1。〕はラットの1週 間か ら

4週 間のギブス固定によって筋の毛細血管の口径が

一100-一
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細 くなるが、この状態において血流が低下 している

か否かについては今後の課題であると述べている.

このように筋断面積からみた萎縮 と関連づ けた血

管径の狭小の報告は多いものの、固定材料および固

定肢位 が末梢循環 に与える影響 についての報告 は

み られない。また、身体の各部の体積は心拍動に伴

って変化することか ら、固定材料の身体への密着お

よび種 々の圧迫強度の末梢循環への影響 も臨床 上

重要であると考えられる。この様な末梢循環動態を

従来か らある指尖容積脈波 を2回 微分 したAPG

indexが 指尖における血液の流入か ら減退 までの過

程の変化を示 していることから、APGに よってそ

の状態を評価できると報告されている12・13}。

そこで本研究は臨床の場で 日常的にお こなわれ

ている上肢の肘関節の固定が末梢循 環にどの程度

影響をおよぼ しているかについて、臨床でおこなわ

れているのとほぼ同様な方法で固定 し、末梢循環動

態の指標であるAPGを 用いて検討 した。

本研究における固定の強度は、被験者すべてに同

様な強さで固定するよう十分に留意 した。さらに実

験中に著 しい圧迫 による しびれなどによって固定

の除去 を余儀なくされた被験者や、これとは逆に固

定材料の緩みによる脱落がなかった。このことは臨

床における固定を想定 した本実験において、固定強

度の点である一定の範囲内であったといえる。

脈拍数 や収 縮期お よび拡張期血圧 が測定期間を

通 してほぼ安 定して推移 したこ とは実験中の各被

検者の運動や入浴 などの脈拍数 や収縮期お よび拡

張期血圧を大 きく変化 させるような行動を禁止 し

安静 をとらせたことが原因と考えられる。

加速度脈波の総合評価であるAPGindexはCSの

変化に比 して、ISの変化量は固定初期から著 く悪化

し、固定中 もその傾向が持続 した。このことは固定

が明 らかに末梢楯環の動態を悪化させる方向にあ

ウたことを示す ものと考えられる。

平田と吉田mは 前腕をIOか ら4CimmHgで 圧迫 し、

いずれの圧迫強度 において も指血流量が低 下す る

ことを報告 している。著者らもこれまで指尖の血流

量を減少 させると考えられる上肢の挙 上テス ト14)

や肘関節の静 的および動的屈腕運動Is,16}によって

APGを 著 しく低下 させたことを報告 してきた。 こ

れらの ことか ら考 えると本実験 における固定材料

の圧迫や、固定肢位、関節運動の制限などの様々な

要因を含んだ固定 によって固定部に対 して血流 を

阻害す る何らかの要因が影響を与えたことが考 え

られる。固定が固定部における上腕動静脈などの大

血管に与える影響も重要ではあるが、とくに組織で

直接ガス交換 をお こなう毛細血管を含めた末梢 で

の血管への影響は損傷組織の修復 に直接関わる こ

とが考えられることから固定に際 して十分 に考慮

しなければならない問題である。極端な例ではある

が、これまで長期臥位 によって褥創が発生すること

はよく知られている事実である。包帯の巻行や固定

材料の装着 に伴 う圧迫 もしくは1回 の心拍動に伴 う

容積変化の制限に よって組織での微細循i環に対 し

て影響を与えると考えられる中本研究においては24

時間の固定によって明 らかに末梢循環は悪化を示

したものの、その代償的変化 としての血圧の上昇ま

でには及んでいない。しかし毛細血管部循環におけ

る血圧は著 しく低いことか ら考えると、固定が長期

間に及べぱ何 らかの代償的変化 が表 れてくると考

えられる。八百板 ε〕は白鼠を用いた実験で膝関節の

固定に よって固定 日数が増加するほ ど関節包や軟

骨の病変が強 く固定除去後の関節可動域の 回復 も

遅いこと、60日 以上の固定では軟骨の壊死が発 生

したと述べている。このことは、すべての組織の代

謝が毛細血管によって直接 ・間接的に行われている

ことから、里吉 と谷嶋91および里吉1。〕の血管径の狭

小および本研究における固定直後か らの末梢循 環

動態の悪化、その固定期間中の持続をリンクさせ て

考えれば、触診可能な血管 での脈拍の喪失 ・減弱や

皮膚の蒼白に至 らない循 環への影響であったと し

て も、早期に固定の影響による末梢循環を評価する

ことは臨床上極めて重要であると考える。

外傷や障害直後の急性期の炎症や組織 における

血管からの出血時はべつ として、損傷組織の修復期

においても血液循i環が良好であ ることが好 ましい

ことは言 うにおよばない。もし治療 を目的とした固

定であったとしても、固定による血液循環の阻害が

起こす 可能性 があるならばそれ を評価 し対策を と
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る必要があ る。外傷 な どの治療 にお ける関節 の固定

の重要性 と血液 循環の維持 ・改善 は二律背反す る関

係 にあ る と考 え られる。著者 らはAPGに おい て低

値 を示 してい る ドケルバ ン病の 患者 に対 して運動

療法 による全身の血液循環動 態の改善 に伴 って、患

部の圧痛 やFinkelstein-test、i握 力が 改善 し患側 の

AP〔}も 同時に改善 してい くことを報告 してい る:7)。

この こ とか ら全身 の循 環動 態の 改善 が患 部 の改善

に寄与 してい るもの と思われ る。これ らの ことか ら

考える と、固定 に よって低下 した局 所の末梢循環 が

全 身循 環 の向 上に伴 って 改善 され る可能性 が考 え

られる。これ まで全 身の末梢循環 の改善 は有酸素 運

動 であ るwalkingやjoggingな どIZIS'1■の特定 な運動

様式 によって改善す るこ とが報告 されているので、

今後 、局所 的患部の 治療 を目的 とした固定期 間にお

いて も固定部 を含 めた全 身運動 に よる血液 循環 を

改善す る対策等 を考 えてい く必要があ る。

結 論

本研究 は臨 床でお こな われて いる副子 に よる肘

関節固 定が末 梢循 環 にお よぼす 影響 を加速 度脈 波

を用いて検討 した。年齢が40--52("9±4.5:mean

±SD}歳 の健常 な男性7名 を対象 と した。金属副子

を用 いて左肘関節の固定 をお こなった。固定の範 囲

は上腕上lt3か ら手関節 まで とし、肘関節90度 、

前腕 回内 ・回外 中間位 、手闘節30度 背屈位 でお こ

なうた。加速度脈 波 は固定側 の左腕 とコン トロー ル

側 と しての右腕 の測 定 をお こなった。その結果 は次

の通 りである。

1)脈 拍 と血圧 は、固定前 、固定 中、回復期 を通

して変化が少 な く安 定 して推移 した。

2)固 定側 の加速 度脈波 の 各指数は 固定 中 △b/a

が著 しく高値 を示 し.△cla、 △dla、 お よび △Apd

indexが 有意 に低値 を示 した。

3)固 定側 とコン トu一 ル側 の問では固定 中、固

定側 は△blaと △APGindexに 有意な低 下を認めた。

4)以 上 の結果 か ら加速度脈波 を指標 か ら24時

間の 固定 に よって末梢循 環動 態 は悪 化す る こ とが

明 らかになった。
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ドケルバ ン病患者の長期運動療法が主観 的痙痛、

握力お よび末梢循環 に及ぼす影響

可動域 、

佐 々木泰介1、 佐野裕司2、 片 岡幸雄3

1佐 々木 整骨 院、2東 京商船大学、3千 葉 大学

EffbctofTherapeuticExerci呂eProgr駐mfbrDeQu¢rvainDiseaseenSu.切ectivePain,

RangeofMotions,GripStrengthImdP弓ripheralBloodCh℃ulation(acasestudy)

TaisukeSASAKIi,YロjiSANO㌔ndYukioKへTAOKA3

'S4SAi[1血dot冊e岬 ツ α 加fo
,2TokyoUnゴversityofMercantile.Mi痂`aηd」 α1iわaUniversity

Abstract

Toinvestigatethee茄 ¢ctofathelap弓ut童oexerciseprogramandphysicalthclapytreatmentsona65「yearold

wom乱nwithD巳Q皿ervaindi呂e且seof旦 己丘hand,P乱insoale,PainArea,Fink己1st巳inAngle,GTips櫨ngthand

AcceleratedPle山ysmography(APGin由x)鴨 祀measuredthrou呂houta1-year重Teatme皿tperiod.Th日 山erapeutic

exerciseprogramconsisledofexercises$uch且 曲andgゆ,sq岨t,且rmrotation,andwalking.Physical山 ¢mpy

treatrnentswereicing,a皿dpa呂sivestr'etchingof曲ould¢r,hand,andfb爬alm.PainSca1¢andPainA爬aimproΨ ¢d

significantlyWithtreatm帥t.FinkelStdnAngleandGripSt爬ngthintheirゆ 爬dhandincre乱scd5ignifioantly,to

thcsamelevelofth¢uninju爬dhand,whilelh己APGindexwasnotsignificantdifferent血 〕mtheinitialΨa丑ues.

Th号seresultsindic巳tethataI-yearpro呂ramofther乱peuticexercise乱ndphysioaltherapywereeffeetiΨein重 祀ati皿 呂

D巳QuervainDisease.

Kcywcmis:恥QervanDisease(ド ケノU/fン 病),冊erflpeuticE)terciseltogiTvn`鰍,

Pen"Ptaralα 囮甜緬 ㎝`聯 環),AcoeJeratedPlethysmogTap血 〔加 速蹴 波}

(J.SportSci,Ostco.Th¢r乱1(2〕1105-111,March,2000)

は じめに

ドケルバ ン病は母指の摘み動作 と手関節の動きが

悪化 し僥骨茎状突起に起こる手の第1コ ンパ・一トメ

ン.トの狭窄性腱鞘炎である。その症状は痔痛性不快

感及び圧痛が主訴であり、一般的に保存療法が行 わ

れているi'3)。しか しなが ら、これらの一般的治療で

一時的に痺痛が消失 したとしても
、再発するケース

が多 く帽、 著者 らもその経験 を有 している。また、

痺痛の消失が困難な場合には外科的な手術 の行われ

る場合 もあるが.そ の予後は決 して良好 とはいえな

い 砺,自

これ まではその診 断 についてはFinkelstein-testが

(十)、G血ding-testが(一)の 場 合 には ドケル バ

ン病 と一判 断する とされている。 しか し、著者 らは そ

の ような症例 に、頚肩腕症候群 の 自覚症状 を有す る

者 が多 い ことを経験 して きた。 この ことは ドケルバ

ン病、或 いはそれ に似 た症状が頚肩腕症候群 に関 連

して発生 している可能性が あるこ とを考 え させ る も

のである。

一・方 、最近の多・くの腰痛症 と頚肩腕症候群が運 動
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不足病の一つとして提唱 されるようにな り運動療法

で改善するとの報告が数多 くなされている 蜘 。 こ

のことは運動療法によって全身状態 を良好にするこ

とが局所障害である ドケルバン病 にも良好な影響 を

与える可能性を示唆する ものである。

そこで、本研究は ドケルバン病に対する運動療 法

の効果を検討するために、特に規則的継続的運動 を

実施 していなかった一症例 について従来の治療法 に

加えて各種運動療法 を併用 し、主観的痔痛及び生理

学的な指標 に及ぼす影響について検討 した。

方 法

A.患 者の初検時 の状 況 と判 断

患 者 は規 則 的 運動 を実 施 して い な か っ た 身 長

156cm、 体重49kg、 年 齢65歳 の専業主婦 であった。

患者 は左手 の手指第1コ ンパ ー トメン ト部 に痺 痛

性不快感 を訴 えて来院 して きた。患者 は多忙 な 日常

生活が続 いてお り、本症が発症す る4日 位前 か ら左

僧帽筋部 に強 い痺痛 も訴 えていた。患者 は10年 前 に

も右手 の ドケルバ ン病 で保存療法の治療経験が あ っ

た。

初 検 時 の 検 査 で 、Finkelst¢in-testが(十)、

Gri皿ding-test(一)で あ り、ドケルバ ン病 と判断 され

た。患者 に対 して本症 は再発の可能性が高 いので 、

治療 方針 と して根本療法 として運動 療法 の必要性 を

説明 し、治療 開始の インフ ォーム ドコンセ ン トを得

たe

B.患 者の当院への通 院歴

1.右 膝関節捻挫1負 傷年月 日1994年7月9日 、初

検 年月 日1994年9月8日 、終了年月 日1995年4月

7日 、施術 日.数は65日 であ ったe原 因は旅行先で転

びそ うにな り負窃 した。症状 は右膝 関節後面部 に腫

れ、痔痛(++}が 認め られ可動性制限があ った。4

月1日 に腰痛 も訴 える。

2.腰 部捻 挫=負 傷年月 日199S年7月9日 、初検年

月 日1995年7月10日 、終了 年月 日1995年8月30

日、施術 日数は17日 であ った。原 因は梅干 し作 りの

際に負傷 した。症状は最長筋両側 に硬結、痔痛(+

+)が 認められた。

C.治 療 内容

1.来 院時の治療 内容

a.付 帯 治療

患 部 か ら前腕 下 部 まで の 冷 湿布 と固 定 包 帯 を

1995年10月23日(初 検)か ら1996年1月31日 ま

での間、行 った。

b.運 動療法

1)ス クワッ ト30回(速 度4秒 に 正回)

1995年le月23日 一一1996年2月3日 までほぼ毎回

実 施 させ た。 しか し患部 の痺痛緩和 が見 られた こ と

等 を考慮 し、 その後 は1996年10月5日 まで月1

回行 った。途 中の1995年11月8日 か ら、上肢 の振

り(肩 関節の前方挙上 お よび後方挙 上)を 加 えた。

2)結 んで開い て(掌 握運動)運 動40回(速 度1

秒 に1回)

1995年11月30日 ～1996年2月3日 まで毎 回実施

させ た。 その後は1996年 エO月5日 まで月1回 行 っ

た。

3)背 そ らし運動1⑪ 回{速 度4秒 に1回>

1995年12月4日 ～1996年2月3日 まで ベ ッ ド上

で腹臥位の姿勢か ら毎 回実施 させ た。その後 は1996

年IO月5日 まで月1回 行 った。

4>前 屈運動2e回(速 度2秒 に1回>

1995年12月4日 ～1996年2月3日 まで ベ ッ ド上

で長座の 姿勢か ら毎 回実施 させ た。 そ の後 は1996

年10月5日 まで月1回 行 った。

2.自 宅での治療指導 内容

a.理 学療法 と してアイシ ング

1995年12月29日 一1996年10月5日 まで毎 日、

患部か ら前腕 にか けて入浴後 に水道水 を1分 間、か

け るよう指導 した。

b.運 動 療法

1)上 腕 前後 回旋各20回

1995年12月6日 一一1996年10月5日 まで毎 日実施

させた⇔
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2}歩 行運動20-30分

1995年10月23日 一1996年10月5日 まで毎 日実

施 させ た。

D.検 査項 目

検査項 目はPainS。ale,_painAiea,Finkelst。in.

angle握 力及 び加速度 脈波で あ った。検査 は初検 の

1995年IO月23日 か ら痺痛が消失す る1996年2月3

日までの問、来院時 にで きる限 り行 い、その後 は ほ

ぼ月1回 の割 で行 った。

1.PainSc乱le

患者 自身が患部の痔痛 を主観的 に評価す る もの で

あ る。評価 は5点(初 検 時の痒痛 〉か らO点(全 く

痺痛 がない)の5段 階スケールで行 った1%

2.PainArea

掴・指 で患側 の手背 及 び前腕 後面部{前 腕 コンパ ー

トメン ト中央部伸筋 群)を 圧 追 し痺 痛 の範 囲 を測 定

した。圧痛 を訴え る範囲は前 腕遠位端両茎状 突起 を

結ぶ線 か ら最 も離 れてい る圧 痛点 の距離 を測 定 し た

[2}
0

3.Finkelslein-angle

手 掌 を上 に向けて栂指 を手掌 内に屈 曲させ、他 指

で握 らせ た うえで手 関節 を痔痛が発現す るまで尺 屈

させ た時の、檎骨 と第1中 手骨の なす角度 を東大式

の角度計で測定 した 鋤 。

4、 握力

スメ ドレー社製の握力計 を用 い、左右そ れぞ れ2

回測定 して、それ ぞれの最大値 を採用 した。

5.加 速 度脈 波(AcceleratedPlethysmography;

APG,}

ミサ ワ ホ ー ム 総 合 研 究 所 製 の 加 速 度 脈 波 計

(APG.200)を 用 いて測定 した。測 定は来 院時 に 安

静10分 問後、仰臥位 で左右 のそれぞれ第2指 で行 っ

た。加速 度脈波 の評価 は総 合的 な指標 と'してAPG

index≡{-b+c+d)/a×100用 いた14・ls}を用 いた。

E.観 察結 果の検討 方法

観 察期 間は1995年10月23日(初 検)一 一1gg6年

10月5日 までの約1年 間であ った。その期 間中 に測

定環境の 影響、患者の身体状況、心理的影響で全 て

の項 目の デ・一タを採取 で きた 日が35日 あ り、それ を

初検 日よ り5回 毎 に分 け て検討 した。以下 に示す7

段 階の観 察ステージと した。

ステージ1:初 検～1995年10月3エ 日

ステージ21-一 一1995年11月10日

ステージ3=一 一1995年11月30日

ステージ41--1995年12月15日

ステージ5=～1996年1月12日

ステージ6=-1996年2月8日

ステージ7=～1996年10月3日

F.統 計 学的処理

各ス テー ジの結果 は平均値 と標準偏差 で示 した 。

また、各 ス テー ジ間の平均値 の差 の検定 はpairedt-

testを 用 い、危険率5%未 満 を有 意 とした。

結 果

1.PainScale(図1)

患側 はス テージ1が 最 も大 きく、そ の後直線的 に

低下 し、ス テージ6以 降で ほぼOと なった。 ステ ー

ジ1と 比 して、ステー ジ3--7で は有意 な低下が 認

め られた。(ス テージ6)1(ス テージ1}比 はO.06

点

O
一偲
O
臼弓

=
一僑
」

5

4

3

2

1

0

、 ル ら 悩 ち も ヘ

メ誘誘誘誘誘ゼ
図1患 部 のPainScaleの 変 化
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で あ っ た 。

2.painArea(図2)

ス テ ー ジ1か ら ス テ ー ジ3ま で 直 線 的 に 低 下 し 、

そ の 後 平 均 で5.以 下 を 維 持 し た 。 ス テ ー ジ1と 比

し て 、 ス テ ー ジ2-一 一7で は 有 意 な 減 少 が 認 め ら れ た 。

ス テ ー ジ6に お い て わ ず か な 上 昇 が 見 ら れ た も の の 、

(ヌ、テ ー ジ6)/(ス テ ー一.一一ジ1)比 はO.41で あ っ た 。

3、Finl【elstein-angle(図3)

健 側(右 側)の ス テ ー ジ1で は 平 均 約40度 で あ っ

た が 、 以 後 僅 か ず つ 上 昇 し、 ス テ ー ジ7で は 約80

10

0

∩
V

ハ
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-
・

2

辱

.

x
の
O
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一〇
仁
く

一30

一40

へ{レ ㌔ 躯 ち も へ

ら鑑《《《《義瀦
図5加 速 度 脈 波 係 数(APGindex)の 変 化

度 となった。ステージ1と 比 して、ステー ジ3・・-7

では有 意な増加が認め られた。{ス テー ジ1)1(ス

テージ7)比 はO.6で あった。

それに比 し患側{左 側)は 、ステー ジ1で は約15度

であった。ス、テージ3ま では僅 かな上 昇 を示 したが、

ス、テージ4で 急激 な上昇 を示 し健側 とほぼ同 じ値 と

なった。以後 は健側 と同様 に僅 かな上 昇 を示 した 中

ステージ ユと比 して、 ステージ2～7で は有意 な 上

昇 が認 め られた。(ス テージ1)1(ス テー ジ7)比

はO.2で あった。
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健側 と患側 を比較す ると、全ス テー ジで健側 が患

側 に比 し大 き く、ステー ジ1-一一3に 有意 な差が認 め

られたが、他 のステー ジで は有意 な差が認め られ な

か ったe(患 側値)1(健 側値)比 はステージ1で は

約O.3か らステー ジ4でLOと な った。

4.握 力(図4)

健側 の握 力はステー ジ1の 平均 約28kgか らス テ

ー ジ4ま で僅 かずつ増 加 し、 その後やや高低 があ る

ものの大 きな変化 は見 られ なか ったeス テー ジ1と

比 して、ス テー ジ3・4お よび6に 有意 な増加 が認

め られた。(ス テー ジ1)t{ス テー ジ7)比 は 〔).93

であった。

患側 の握力 はステー ジ1の 平均24kgか らステ ー

ジ4の30kgま で急 激な増加 を示 しほぼ健側 の値 とな

り.そ の後 は健側 と同様な値 を示 した。ス テージ1

と比 して、ステージ2～7で は有 意な増加 が認 め ら

れた。(ス テージ1)/(ス テー ジ7)比 はO,S6で あ

った。

患側 と健側 を比較 する と、健側 が患 側 よリステ ー

ジ1-3で 有 意に大 きか ったが、他は有意 な差 が認

め られなか った。ステー ジ4で 患側 が健側 よ り大 き

く、ステー ジ7で 両側 がほ ぼ同 じとなった。(患 側

値)/(健 側値)比 はス テー ジ4、6お よび7で1.0

となった。

5.APGindex(図5)

健側 はステー ジ1の20点 か らステー ジ3か ら4

にかけては上昇 し、ステー ジ5で それがほぼ維持 さ

れた。 ステー ジ6で は一時ステー ジ1近 くの水準 ま

で低下 した ものの、ステー ジ7で 再度上昇 した。全

体的 にはやや変化 が見 られ るが、ステー ジ1と 比 し

て、有意 な変化 は認 め られ なか った。

患側 はス テー ジ1で は健側 とほぼ同 じ20点 か ら

ステージ5に かけて上昇 し、健側 とほぼ同値 とな っ

たeス テー ジ6で は健 側 と同様 に低 下 し、一時ス テ

ージ1と ほぼ同値 となた ものの、ステージ7で は再

度上昇 を示 した。 ステージ1と 比 して、有 意な変 化

は認め られなかった。(患 側値)1(健 側値)比 では

ス テージ6でO,99と な り左右差 が縮小 した。

考 察

これまで ドケルバン病の治療に関する報告は殆 ど

が手指第1コ ンパー トメ ントに関わる報告であ り

1・iS・Lel"、手指の発生、発育発達、前腕、肩等の状態

の記述はされていない。

本症例は初検時において頚肩腕症状(肘 関節伸 展

位でのライ トテス ト並びに圧痛検査 による}を 伴 っ

てお り、併せて握力の低下、PainAreaで は遠位後前

腕 コンパー トメント付近 まで圧痛が認められたこと

から前腕の筋群の硬結が考えられた。

今回、運動療法 を実施 した結果、健側の手関節 に

おいても可動域角度、握力及び加速度脈波係数の上

昇傾向が見られた。このことは全身の末梢循環状態

の改善に伴 って、患部の末梢循環 も改善 され前腕 部

の圧痛の緩和、Finkelstein-angleの 増大 という患部

の改善にもつなが った可能性が考えられる。すなわ

ち可動域角度の増大や握力の増加については掌握運

動の効果と考えられ、さらにスクワットIs)や歩行運

動19)により足関節、膝関節の可動域の確保 と下肢筋

群の動員による末梢血液循環が改善 されたと考えら

れる。さらに背そらし及び背伸ば し運動 珊や腕回旋

運動が前腕近位の循環改善につながったものと考 え

られる[結 んで開いて運動1の手関節の掌屈、背屈、

掴 むこと放すことによる母指の内転、外転 と屈筋群、

伸筋群への収縮、弛緩が患部の腱鞘、滑膜への栄養

物の供給が促進 され、腱 との摩擦、伸筋腱の筋腹 ど

うしの麿擦の軽減 に緊がうて癖痛の緩和にいたった

と考えられる。

本症例の全身状態と患部の状態は初検時ではあ ま

り良い状態ではなかったことが、かえって著明な変

化 を示 したものと考えられる。

また本症例の結果はこれまでにドケルバン病と判

断されていた症例が頚肩腕症候群 に関連 して発生 し

てきた可能性があることを考えさせ る結果であった。

たとえば斜角筋、僧帽筋群が緊張 している部位 に圧

力 を加えると痔痛が前腕、第1コ ンパー トメン ト、

母指 にまで走ることがある.ま た局注、手術で上手

くいかなかった例 もい くつかあるが、そのような例
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では腱鞘炎ではなかった可能性が考えられる.或 い

は ドケルバン病に類似 したものかあるいはその前段

階であったかもしれない。

ドケルバン病の定義は約150年 位前にさかのぼる

が、当時は労働環境が厳 しく、その局部に炎症があ

ったか もしれない。現在は労働環境 も異なり、筋力

低下 も考えられ、手の耐性、代償機能の低下 もあ る

かもしれない。

いわゆるFilrkeLstejntestが プラスとG血digtest

がマイナスで腱鞘炎 と判定されていたが 畠、その テ

ス ト法 に問題 があ るように思 われる昼す なわ ち

Finkelsteintestで は曲げ方によって癖痛の違いがあ

り、其のために治癒の判定が検者によってマチマチ

になることが考えられる。本研究において も健側 の

Finkelsteintestの 測定では従来よりやや高値の傾向

であった。患者が両側の前腕の回内運動、手関節 の

掌屈、第1中 手骨の種 々の運動などを積極的に行 っ

たために症状の改善 ととも患側が健側に近い角度 に

変化 した。この事は測定法の問題ばかりでな く個 人

差も考慮 しなければならないことを示 している。い

ずれに して も自覚的痔痛 も考慮 しなが ら、F-angle

testで健側 との左右差を比較 しつっ全身状態をAPG

indexか ら観察することが再発予防につながると思

われる。

今回の症例では第1コ ンパー トメントの疹痛性不

快感の改善だけでなく膝関節の可動域 も改善され、

これまで以上に長 く正座ができるようになったと述

べている.治 療 として保存療法を望んでい くならば、

まず基本的に局部的及び全身的に身体状況を改善 す

る運動療法 を行 うべ きであると考えられる。そして、

決定的な検査方法 も見当たらないことから、その効

果 を今回用いたような検査で少 しでも客観的に検証

することが必要 と考えられる。 しかし、それでも上

手 くいかなかった場合 には、手術的治療を考慮す る

方が良いように思われる、

また今後PainA鵡aの 測定法では母指 よりも表面

積の小さな器具で僥骨茎状突起 から近位3cm位 と

第 工、第2、 第3区 画の伸筋腱の起始部、筋腹、筋

腹交差部の圧痛検査 と、それちの部位の皮膚温の測

定 も必要 と思われる仁 さらに手掌、前腕屈筋群の圧

痛 も調べた方が伸筋群の状態の評価 に効果的であ っ

たかもしれない。

要 約

規則的 ・継続 的な運動 を行 っていなか った年齢65

歳 の ドケルバ ン病(手 の第1コ ンパ ー トメン トの 狭

窄性腱鞘炎)患 者 に対 して約1年 問にわたる運動 療

法 を指導 し良好 な結 果 をえた。運動 療法 は自宅で は

腕 回 し各20回 、散歩20～30分 、患 部 のアイシング

1分 であ った。来 院時で は、結 んで開いて40回 、ス

クワッ ト30回 、背そ ら し運動10回 、前屈 運動20

回、頚の前屈 、後屈 お よび左 右へ の捻転運動5秒 間

ずつ、患側 の指 を検 者が2秒 間ずつ強 く牽引、ア イ

シング2分 、肩 、手 関節 お よび前腕 の他動 的ス トレ

ッチ運動 を行 わせ た白

観察期 間中に全 ての項 目を測定 で きた 日が35日

あ り、それ を初検 日よ り5回 毎に分 けて下記 の7段

階の観察 ステージ と した。

ステージ1=初it・-1995年10月31日

ステー ジ2:～1995年11月10日

ステー ジ3=-1995年11月30日

ステージ4:～1995年12月15日

ステー ジ51--1996年1月12日

ステー ジ61～1996年2月8日

ステージ7=～1996年10月3日

結果は以下 の よに まとめ られる。

1)運 動療法 の実施 に伴 って患側 の変化 は、Pain

Scaleは 直線 的に改善 され 、ステー ジ6以 降でほ ぼ

Oと なった。ステー ジ1と 比 して.ス テージ3～7

では有 意な低下が認 め られた。painMeaは ステージ

1か らステージ3ま で直線 的に縮小 し、ステージ1

と比 して、ステ・一一一ジ2～7で は有意 な減少 が認 め ら

れたeFi皿kelstein-angleは ステー・ジ1で は約15度

であった。 ステージ4で 急激 に増加 し健側 とほぼ 同

値 となった。 ステー ジ1と 比 して、 ステージ2～7

では有意 な上昇が認 め られた。握力 はステージ1の
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平均24kgか らステー ジ4ま で急激 に増加 しほぼ健

側 と同値 となった。 ステージ1と 比 して、 ステー ジ

2--7で は有意 な増加 が認 め られた。APGindexは ス

テージ1で は健側 とほぼ同 じ平均20点 か らス テ ー

ジ5に か けて上昇 し健側 とほぼ 同値 となった。 しか

しステージ1と 比 して、有意 な変化 は認め られ なか

った.

2)以 上の結果か ら、 ドケルバ ン病(手 の第1コ

ンパ ー トメン トの狭窄性腱鞘炎)患 者 に対 す る約1

年 間にわたる運動療法の結果は有効であ った と考 え

られる。
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実施 リズムの異なった2種 類の背そ らし運動が末梢循環

お よび腰筋の圧痛に及ぼす影響

原著論文

小 野 寺 恒 己1、 佐 野裕 司2、 片 岡利 正3、 片 岡幸me・4

1東町整骨 院
、2東 京商船大学 、3片 岡整骨 院、4千 葉大学

EffectsofTwoDifferentTrunkBackFlexienEx¢ 祀iseenPeripheralBloodC血 ℃ulation

andPress¢dPainSca1¢loftheBackMuscle

TsunemiONODERAI,YujiSANOユ,Toshima§ 且KATAOKA'andYukioKATAOKA4

1Hl8且 ¢血imachゴSeiketUα 血ic
,21「bkyoUniversityofMeiuantileM趾 加e,

3K幽o舶Serke'註 αf血 止
,4㎝ 加 枷'versity

Abstract

Thisstudy¢xaminedtheeffectsoftwodifferenttrunk/b且ckexe祀ise$onperiphemlbloodcircu皿a電ionusing

Acc¢leratedP1巳thysmegraphy(APG)andPressedPalnScale(PPS)of止elowerbackmuselesinelevenhealthy

adults(1745y¢ars).Ea¢hsubjeotp已 エformedtwodifferentt皿nk!b乱c}{flexionexercises(30repetitions)ata

Inaximurnpace(T1)andatintervalsof4se¢onds/repetitionσ2)・AP〔},h巳ar甘aに,bloOdp1essure,且ndPPSoftho

lowerbackmuscleswelemea鉗r¢dbefo1eandafiertmnklba¢kfiexionexercise.He珈 凪t号,systolicbloed

pressure,andjpul3¢pressureincre且sedsignifica皿"yimmedial¢lyafterexerciseinbothcondiIio皿s,and祀 亡oΨe爬dto

r開tinglevelswithin10min皿tesafterexercis{:.Dia$101icbloodp祀ssur¢didnotohang己thmu8hou1theexp¢rimLenL

increasesofAPGafierSandIOminutesof号xercis号i賦T2weregr巳ator喧haninT1.A丘erexercise,PPSinM

longis呈im凹sandM、iliocostalisimproved呈ignificantlyinT2,hT1,postexercisePPSinM.iliocostalisw且 呈

impreved,buIPPSinM.longissimuswasunaffected.Th¢s号findin呂sindicatethattrunktbackflexionex¢rcise

爬peatedslowlyatin童ervalsof4s¢conds加petitionwasmore¢ffectivefbrimproΨ ¢皿 ¢ntoftheperipheralcirculatio皿

andPressedPainScal¢ofthelowerbackrnuscles重han巳xeroi肥sperforrned且tamaximロmpace.

Keywonds'BtifkMexionE肥rcise仕 体 ぞ ち む運 動ウ,」 恥r励 ε皿∬Circ凹lation`繍 瑠,

Acce」eratetlPiethysmograPt,磁 屈轍 波1

{J.Sl〕01電SoLOsteo.Ther乱1(2):113-119,Ma】roh,20DO)

目 的

日常生活の機械化や電化が進み、身体活動の低下

による運動器系の体力の低下 と同時に、腰痛症や頚

肩腕症候群の増加が目立って きている。

小山内ら1〕は最近の多 くの腰痛症 と頚肩腕症候群

の発生が特に体幹筋の十分な収縮 と伸展の機会が

不足 したことで、頚肩背腰筋の硬化緊張と靭帯の弾

力性の喪失、筋の硬化緊張による循環不良に大 きな
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原因があると指摘 し、腰痛症 と頚肩腕症候群の発生

しやすい身体 条件 の判別 に脊椎骨棘突起 と腰筋 の

圧痛検査が有効であること、さらに腰痛症 と頚肩腕

症候群の予防と改善に、背そらし運動 と背のばし運

動を組合せた体幹筋運動が有効 であることを報告

している。この運動は1回 の運動で も腰筋の圧痛が

一過性に軽減消失することが報告されている 笥。ま

た著者ら4)はこの体幹筋運動が全身の循環動態の改

善に対 して有効であることを明 らかに した。今 日で

はこの体幹筋運動が各地の トレーニ ングジム等で

実践され効果を上げて きている5'7)。しかしながら、

その運動効果 を十分に得 るための適切な運動条件

の詳細については報告 されていない。

そこで、本研究は著者らが腰痛症と頚肩腕症候群

の予防と改善に推奨 している 「背そらし運動 と背の

ばし運動を組合せた体幹筋運動」の中で、特に背そ

らし運動について、その運動実施 リズムの違いが加

速度脈波か らみた末梢循環 と腰筋の圧痛に及ぼす

影響 について検討 し、上述の運動条件に対する知見

を明 らかにすることを試みた。

方 法

1.実 験対象

被検者は健常な男女11名 で、年齢が17--45歳(平

均 ±標準偏差;27,9±3.0歳}で あった。実験 に際 し、

被検者には実験内容を十分に説明を行った。

2,背 そらし運動

a>運 動の方法{図1)

背そらし運動の方法は小山内らt〕および多摩スポ

ーツ会館S}の方法に準 じて実施 した。足 を固定 した

伏臥位 の姿勢から天井を見上げるようにか らだを

反 り、それと同時に背中を挟 むように両手 を後ろに

振 り上げ胸を十分に広げさせ、最大に反ったら直ち

に元の姿勢に戻る運動行程 を繰 り返 させた。

b}運 動強度

「背そらし運動」は初め軽 く反るとされている5}

十

図1背 そらし運動

baseline

a

d

b

b/a比 ・c/att・d/a比 ・e/a比

APGintiex=(-b+c+d}!aXlOO

図2加 速 度 脈 波 の 模 式 図 と分 析 方 法

が、今回は実験条件を一定にするために初めか ら最

大に反らさせて行わせた。

c>運 動回数

運動回数は30回 とした。

d)運 動速度

速度は被検者の最大速度(以 下、T1)お よび4秒

に1回 の速度(以 下、T2)の2種 類について検討 し

た。

3.測 定条件

心拍数、血圧および加速度脈波の測定は10分 間

の安静後 と 「背そらし運動」の直後、回復5分 およ

び10分 に仰臥位で行 った。腰筋の圧痛検査 は10分

問の安静後 と 「背そらし運動」後の回復10分 に、

それぞれ.血圧 や加速度脈波の測定が終了 した後 に

座位で行 った。

a)加 速度脈波{図2)

加速度脈波 はミサ ワホーム総合研 究社製加速度

脈波計(APG-200)を 用い右手第2指 で測定 した。

加速度脈波波形はその波形の分極点a-e点 からA
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～Gの7種 類 の波型分類お よび、bla比 、c/a比 、dla

比、eta比 お よび総合 的な指標 としての加 速度脈波

係 数:APGindex=(-b+c+d)ノaX100の 指 数化 を行

っているs・9〕。本i報ではAPGindexに ついて検討 し

た。今 回使用 した加速度脈波計 は上記の指 数が 自動

表示 されるが 、明 らか に計測表示の 間違 い と思 われ

る もので は定規 で計測 して算 出 した.

b}心 拍数

心拍数 は加 速度脈 波計 に自動 表示 された もの を

採用 した。

c)血 圧

血圧 はオム ロ ン社製 デジタル 自動血圧計(HEM-

705CP)を 用 いて、左 上腕部で測定 した。

d)腰 筋の圧痛{図3)

腰筋へ の圧 痛検査 はこれ まで の著 者 らの方法 に

準 じて行 った1'3,lq:1〕。す なわ ち、腰 筋の圧痛 は腰最

長筋 と腰腸肋筋起始部 につい て検討 した。腰筋 の圧

迫 は揖指 にて検者の最大で行 なった。また、圧痛の

強度 は圧痛ス ケール(RPP:Ratingofpressedpain)

塒を用い聴取 した。

4.統 計学的検討

運動前後の結果 は平均 値 と標準誤差で示 した。ま

た、対応のあ る2群 問の差の検定 はpairedt-testで

表

行 い、危険率5%未 満 を有意 とした。

実験結果

1運 動時 間

平均運動時間 はT1で は30」 ±2.2秒 であ り、T2

は4秒 に 亘回 と規定 したので120秒 であ った。

2.心 拍数(表 、図4>

安静 に比 して運動直後 ではT1が91.1±6.8、T2が

94.6±6.7と 共 に有意 に上昇(PくO.05)し 、T2で は回復

5分 で663±3.6、T1で は回復10分 で68.5±4.8と

安静 レベ ルに回復 した。

圧

痛

点

数

■

一

一

昌

昌

帽

■

1

1

■

■

0

9

8

7

6
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4
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2

1

0

1 一耐え られない

一非常に強 い痛みが ある

一強い痛みがある

一弱い痛みがある

一全 く痛みがな い

図3圧 痛 ス ケ ー ル
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(mmHg}

拡 張 期 血 圧
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脈 圧
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124.5±4.5*

66.日 ± ヨ.2

70引2±3-0

63.6±3層6孝

54幽2±2.9宰

29,9±8.5*

34.9±1〔}.O*

回 復5分
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116,6±3,3

113.O±4.3
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図4背 そ らし運動による心拍数の変化
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図6背 そ らし運動 による脈圧の変化

T1=最大違度T2=4秒 に1回 の速度
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図5背 そ らし運動による血圧の変化

丁1澱大速度T2=4秒 に1回 の速度

3.血 圧(表 、図5)

収縮期血圧 は安静 に比 して運動直後 では、Tlで

130.1±47rnmHg,T2で1245±4.5mmHgと 共に有 意

な上 昇(pくO.05)を 示 した。 しか し回復5分 後T1が

116.6±3.3mmHg,mが113.0土4・ 、3mmHg、10分 後

T1が112,3±3.3rnmHg、T2が110.8±3.8mmHgと

ほぼ安静 に復帰 した。

拡 張期血圧 は安静 に比 して、運動 直後 か ら回復10

分後 まで、ほぼ同 じ値 を示 し有 意差が認 め られなか
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図 ア

運動直後 5分 10分

背そ らし運動 による安静 に対する

加速度脈波係数の変化量

Tl:M大 速度 丁214秒 に1回 の速度

脈圧(表 、図6)は 安静 に比 して、運動 直後で は

T1が63.6±3.6mmHg、T2がS4.2±ZgmniHgと 共 に

有 意な上昇(p〈O.05)を 示 したが 、Tlの 方が高か った。

回復5分 後T1は51.6±1.7mmHgと まだ有意 な上昇

を示 しの に対 し、T2は46.0±2.3mmHgと ほぼ安静

レベル に復帰 した。

4.加 速度脈波(表 、図7)

加速度脈波係数の変化量は、安 静 に比 してT1が
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図8-a背 そ らし運動 による腰 最長筋の圧痛

の変化

丁1=最大速度T2=4秒 に1回 の速度

一34.9±8.2、T2が 一29.5±5.2と 共 に運動直後 に有意 な

低下{P〈e.e5)を 示 し、T1の 低下 が大 きかった。回復

5分 後 および10分 後 では、T1に 比 し、T2の 方 がそ

れぞ れ4.6±S.1、2.4±3.7と 安 静 レベルを越 えて高

値 を示 した。

5.腰 筋の圧痛{表 、図8)

腰最長筋 はTlで は安静・時の平均5.5±e5点 が回

復10分 後 に平均4.8±O.5点 と低 下傾 向を示 したが

有意 ではなか った。T2は 安静 時平均5.8±05点 が

回復10分 後 では4.8±0.5、 と有 意な低下(PくO.05)

を示 した。

腰 長肋筋起 始部 はT1で は安静時平均6D±O.4点

が 、回復10分 後 に平均4.1±0.3点 、T2は 安静 時の

平均5.3±O.8点 が 回復10分 後 に平均3.8±O.7点 と、

Tl、T2共 に有 意な低 下(pく0.05)を 示 したe

考 察

「背そらし・背のばし運動」は体幹筋群の十分な

収縮 と伸展に よって背側筋群の諸症状の改善に有

効であることが報告 されている1}。このことは主動

筋であ る腰背筋群への血流配分の増加と全身の循

環動態の改善が背景 にあると考えられている4).

本研究は 「背そらし運動」の加速度脈波と腰筋の

点7

く
U

【
」

R

P

P

値

4

3

十Tl

T
M已an±5D■ ■■.舳圏.T2

*lP<0」)5

運動前 運動後

図8-b背 そらし運動による腸肋筋起始部
の圧痛の変化

T1=最大速度T2=4秒 に1回の速度

圧痛の面から実施 リズムの違い による検討 を行 っ

た。このことは筋運動における末梢循環は筋収縮の

強度や収縮時 間の影響を受けていることが背景 に

ある。動的筋運動が局所の血流に対 してどのような

効果 をもた らすかについては多 くの報告12)が なさ

れてお り活動筋へ の血流量が増加す ると考 えられ

ている。

本報での加 速度脈波係数は前 報と同じく運動直

後 には有意に低下したものの、その後の回復期に於

いて有意な増加はみられなかった。しか し最大速度

で実施 した時 よりも4秒 に1回 のリズムで実施 し

た時の回復5分 後および10分 後に僅かながら増加

の傾向がみられた.

猪飼ら12}は、筋の律動的収縮によって筋血流量が

増加すると報告 している.ま た作業後最大血流量 と

最大回数の問に有意な相関があ り、さらに筋作業中

に血液供給がある程度増加するが、それが十分でな

かった場合、筋の血液負債は作業後の血液量の増加

によって補われる13〕との報告から、本報における最

大速度の 「背そらし運動」は活動筋である腰背筋群

の血液負債が最大速度の ほうが大きいもの と考え

られる。これは、白石 ら14)による、静的筋運動 にお

ける持久時間が長いほど運動直後の加速度脈波係
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数の減少が大きい事と同様な現象と考えられる。

本研究における、APGindexがT2が 回復10分 で

安静レベルを越えたのに対 しT1が 回復 していない

のは、Lindらi5}が 律動的筋運動の作業直後血流量

が弛緩期血流量に相当するとの報告か ら考えると、

Tlの 場合、筋弛緩の時間がほとんどない状態であ

ったため、安静 レベルに達 しないと考えられる.さ

らに、渋谷ら1兜こよる静的筋運動が筋の収縮と弛緩

が繰O返 される事が無 く、収縮期が持続する特徴が

ある。このため運動中では筋の張力 によって血管が

圧縮 されているとの報告 と同様の現象が起 こった

ものと考えられる。

HusserとGlllleri7〕はX線 撮影による脊椎骨の変性

が腰痛症とは一致 しないと報告 し、小山内ら1)は筋

の硬化緊張や靭帯の弾力性を評価するため に手技

検査である筋 ・腱 ・脊推棘突起の圧痛の検査が有効

であると報告 し、さらに佐野 らIJ}は、筋や腱の圧痛

強度の評価法 として10点 法による圧痛スケール

を提唱 した。本報 における腰筋の圧痛は、腰最長筋、

腰腸肋筋共 に低値 を示すが、最大速度 は腰最長筋に

有意な低値は認められなかったが、腰長肋筋に有意

な低値が認められた。4秒 に1回 のペースは腰最長

筋、腰腸肋筋に有意な低値が認められた。ことから、

小山内ら1)による腰筋の圧痛 と腰背筋の硬化緊張 と

の関連性からみた圧痛の改善が、頚肩腕症候群 と腰

痛の予防 と治療に有効であるとの報告から考える

と、本報における 「背そらし運動」が腰筋の圧痛の

改善に効果がみ られることから、腰背筋の筋収縮運

動のみの場合でも腰痛の予防、改善 に有効であると

考えられる。また、運動 リズムが被検者の最大速度

よりも4秒 に一回に腰最長筋、腰腸肋筋双方に有意

な低下が認められたこと、心拍数、加速度脈波係数

の変化か ら考え、必ず しも早いリズムでなくても有

効である と考えられる。

また、運動効果を得 るためには、運動の時間(回

数)、 強さ、頻度が重要であ り、背反らしの運動に

して も、まだ十分検討 されているわけではない。今

後 、さ らに運動 の時 間(回 数)、 強 さ、頻度 の面 か

ら検討す ることが必要 と考 え られる。

結 論

本研 究 は腰痛症 と頚肩腕症候群の予防 、改善 お よ

び治療 に有効 とされ る 「背 そ らL・ 背の ば し運動 」

の 「背 そ らし運動」 に限定 し、運 動 リズ ムを変 えて

行い、腰 筋の圧痛 お よび加速度脈 波か らみた末梢 循

環動態 に及ぼす影響 を検討 した。運動条件 は被検 者

の最大 速度のペ ースの場 合(以 下、Tl)お よび4秒

に1回 のペー一スの場合(以 下、T2)の 運動 ペースの

違 い を検討 した。それぞれの運動 強度 は被検者の 最

大 とした。腰筋圧痛検査 は腰最長筋 と腸肋筋起始 部

におい て検者 の最大力で行 った。被検者 は17--45

歳(平 均年齢27.gtt)の 健康 な男女ll名 であ る。

その結果 は以下の よ うに まとめ られ る。

1)心 拍数 は運動直=後にT1とT2が ともに安静 よ

り有意 に上昇 した(P<0.05)。 運動 後5分 でTlが 有

意 に高か ったが(p<O.05)、 他は安静 レベル に回復 し

た。

2)収 縮期血 圧は運動 直後 にT1とT2と もに安静

に比 して有意 に上昇 し た(P〈O.05)。運動後5分 お よ

び10分 でほぼ安静 レベル に回復 した。

3)拡 張期血 圧は運動後 で はT1と ロ ともに安静

レベ ル と差 はなかった。

4)脈 圧 は運動直後 ではT1とT2が ともに安 静 よ

り有 意 に上昇 した{Pく0.05)。 運動後5分 ではTlが

有意 に(PくO.05)高 かったが 、他 は安静 レベルに復 帰

した。

5)加 速度脈 波の変化量 はTlとT2が ともに運動

直後 に安静 に比 し有意 に低下 した(pく0.05)。 運動 後

5分 お よびlO分 で はT1に 比 し、T2は 安静時 レベ

ルよ り高値 を示 した。

6)腰 筋の圧痛 は腰 最長筋お よび腸肋筋起始部 で

腰 最長筋のT1を 除いて、他 はすべ て有意 に低 下 を
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示 した(p<o.05)。

7)以 上の結果 か ら、4秒 に1回 の速度の背 そ ら

し運動 は、最大速度 のそれに比べ 、腰筋 の圧痛 の軽

減 に有効 であ るこ とが示唆 された。
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GftheCervicalandLumbarSpine.、 ㎞.」.Med.Sci.32,

518-527.

(受理2000年1月25日 〉
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環境 ホルモ ン(外 因性 内分泌掩乱化 学物質)の

リス ク ・アセス メ ン トに関す る研 究

高校生 ・短大生 ・大学生 の態度及 び行動 とその 関係 につ いて一

三浦=裕1、 中村 正 道2、 鈴木 一央3、 小 林禎 三 主

杉 山重 利4、 鈴 木 貴博1、 片 岡繁 雄1

1北海道教 育大学
、2東 京工業大学、3北 見工業 大学 、4島 根大学

RiskAs舘ssmentofEnvironmontalHormone8(EndocrineDisruptingChemicals)

-Ther己lat量onbe1we{}nattitudesandbe血aviorofhi帥s〔=hoolstude皿ts,juniorcollegest直dents

arLdcollegestUdentSrelatedtoenvironmentalhormones一

Yutak且]S.,皿URAl,MasamichiNAKAMURA2,Kaz皿oSUZU耳13,TeizouKOBAYASHIi,

ShigeteshiSUGIYAMA4,TakahiroSUZUKI'andShigeoIくATAOKAL

」H・kkat'd・Univc・3ityOf肋cati・n
,2Ta』ty・ 血 頭 ㈱ ・fTechnology,

3K血 旦mf血1且血tuteofTech皿olo巴y
,4S血imane口 血iversity

Abstract

T。de伽 血。a。tualattitudes(。lassified血to15i蜘s)andbehavi。r(11items〕relatedtoenvir。 ㎜en帆lh。 皿ones

且ndclanfytherel乱tionbetweenthern,theauthor呂conductedasurveyonhi帥school,junioroollegeandcollege

s血de皿tS{n=18P2).R副t呈areasfollows.1)U血 号althyattitudesrel且tedto。nΨiro㎜ ¢n並曲ormoneswhichweEe

祀portedbymanyrespondentSinclude"Iliketoeatanimalf飢(75.呂%〉",門TheonlyconcernsIhaveabe皿Ifoodareits

freshnessandlaste(72.6%〉",㍗ 闘Ilikefoodwithbeautifulcolors,agoodtasteands皿ell(67.2%)'了alld"Plasticwrapis

use血[1f肛heatingfood(65.7%)t'.2)Unhealthyb¢haviorr巳latedto己nΨironmentalhormone且w血ichwerer¢po山 きdbya

亘argenumberof祀spondentsincluded'†Pouringhotwaterdi祀ctlyintoaoontain¢rofinstantfbod(cupnoodles)

(903%)"、"Usingplastictoys,containersandtablewa祀(80.1%)",1'CoΨ{疽ngfoodwithplasticwrapw血e皿heati皿git血a

microwaveo鴨nσ7.4%1)唱'.a皿d"Alwayseat㎞ 呂fishfatσ3.7%)f唱.3)Significantdifferenc巳sinattitudesandbehavior

Telatedloεnvi∫o㎜ ㎝talhormon巳swereobServedb巳tweensexes,by重ypeofschoola皿dresidenti且Iareas.4)

Regardingth芒f。lati。nbetweenattitudesan曲ehavi。rreLatedtOenvironme皿talhormones,皿nhealthyattitudesthat

highlycorrelatedwi廿1u皿healthybehaviorl皿clロd巳 曜'Pl乱sticwrapi呂ust}血1星forheatingfood'噌 ■'SI)ninggarbageis

troublesome、soit曲ouldallbeburnt「'and"ltissafetoconsu血ecemmercia皿yavailableprocessedfOed,sothereis皿o

ne剖ilocheckth号'bestusedbef〔rre噌dateor廿1eingredients'「.Inadditio皿,a11山nhealthyrespO血3ei3aboutattitl皿1¢s(15

item且)correlatedwithanunheal電hyre呈ponseabeutth巳behaΨior('「ltisOK重ou…reteolsa皿dequipmentrnadeofdhemical

subsIan{:esiftheyarech{:apandu…ef血r「)・

Kと}ツwords'Eロvironme血 囲lhOiinonesC環 境 ホ ル モ ンナ,E群 血 〕㎜ 引1副{rducatienで 環 境=教 着ツ,
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Atti'nidesandbehavfOi億 度 ・行 動 ノ,RiSkassessr祀ntθ ス ク ア セ ス メ ン ト),

Highschool,J'uniorcollegtianduniversitystude皿`5`高 校 生 ・短 大 生 ・大 学 生,

(J,SportSci.Osteo.Ther且.1②:121-133,Mareh,2000)

目 的

「外 因 性 内 分 泌 撹 乱 化 学 物 質(Endocrine

DisruptingChemicals:以 下,「EDC」 とする)は,

環 境 ホル モ ン(EnvironinentalHormones>と も呼

ばれておb,19P6年,欧 州委員 会及 びWHO主 催

の ワー クシ ョップにおいて,「 外 来性 物質であ り,

無 処置(intact)の 生 物 の内分泌系 に対 して,そ の

個体 もしくはその子孫 の世代 のいずれかの段 階で健

康 障害性 の変化 を起 こさせ る物 質Ll」 と定義 され

たが,そ の後,1997年,米 国 ホ ワイ トハ ウス科学

委 員会 とEPA{米 国環境 保護庁)共 催 の ワー クシ

ョップにおいて,「 生体 内の恒常性 ・生殖 ・発生,

あ るいは行 動 に関与す る種 々の生体内 ホルモ ンの合

成 ・貯蔵 ・分泌 ・体内輸送 ・結合,そ してその ホル

モ ン作用 その もの,あ るいはその クリアラ ンスな ど

の諸過程 を阻害 する性 質 をもつ外来性の物 質 尉 」

と定義 され,今 日,世 界的 に定着 して きている。

また,こ れ に先 立 って,1996年,ColbornT.,

Dumanoski.,MyersJ,P.ら によ り,「OurStOlerlFuture

(奪 われ し未来)4)」 が,ま た1997年,Cadbury,D,

に よる 「'Thefeminizationofnature.OurFutureatRisk

(「 メス化する 自然S)」)が 刊行 され た.

我 が国では,1997年 以降,i環 境庁 リスク対 策検

討委員会 に よる 「環境 ホルモ ンー外 因性 内分泌撹 乱

化学 物質 問題 に関す る研究班 中 間報告書1)」 や,

立花 隆 に よる 「環境 ホルモ ン入 門6}」 な ど,多 く

の出版物}")が 刊行 されて きた。 これ らの内容 は,

生態系の異常,と りわけ野生生物 の異常,人 の精子

の数の減少 と異常 な精子 の増加,極 微 量のPCBや

ダイオキ シ ン,及 びそれ ら以外 の化学物 質の影響 を

も指摘 し,医 薬品 ・農薬 ・工業製 品な どの特殊 な物

質のみでは な く,人 間の 日常生活で用い られている

家 庭用品に まで 「EDC」 が含 まれてい る可能性が高

い ことを警告 してい るaさ らに,「EDC」 が人 間 ・

社会 ・消費者 ・学校 ・教 育 ・子育 て ・自然 ・環境 ・

医療 ・政治 ・行政 ・経 済な どあ らゆる分野 で 「ヒ ト

ー人」 と関わることを指摘 した。

現在,我 が 国 にお いて,テ レビ ・新 聞 な ど を通

じて 「EDC」 または 「環境ホルモン」が 「大気」 「水」

「食 品」 「母乳」 「家庭用 品」 「土壌」 「医薬 品 ・

医療用具」 などに含 まれてい る ことの事実が指摘 さ

れ,政 治 ・行 政 ・企業 な どの責任 と国民の健康の あ

り方,及 び学校 にお ける環境教育 のあ り方 につい て

の問題 を提 起 して いる。 しか し,我 が国 において,

一一般市民や若者 を対象 に した 「環境ホルモ ンに対 す

る認識」 や 「態 度 ・回避行動 に関す る研 究」 は皆無

に等 しい。

本研 究 は,21世 紀 を担 う若者,特 に高校生 ・短

大生 ・大学生 の 「環境 ホルモ ン」 「EDC」 に関す る

日常 生活 の考 え方(以 下,「 態 度」 とする)や その

回避行動(以 下,「 行動」 とす る)を 明 らかに し,

「環境 ホルモ ン」 「EDC」 に関する 「リス ク ・アセ

スメ ン ト(危 険性評価}」 を検討 するための基礎 的

資料 を得 ることを目的 とす る。

著者 らは,先 に 「環境 ホルモ ン」 に関す るイメー

ジ ・知識 ・態度 ・行動 について検 討 した ロ}。 その

結果,高 校 生 ・短大生 ・大学生 の 「環境 ホルモ ン」

に対する関心 は高 く,イ メージ として は 「化学物 質」

や 「よ くない」 「危険」 な どが高率であ ったこ と,

「マ イ クロ」 「ppm」 などの微量単位 に関す る知 識

の正答率 は低率 であったこと,「 ダイオキシン」 「カ

ドミニ ウム」 「BHC」 な どの知識 が高 率 で あ った

こと,ま た,そ の情報源 として は 「テ レビ」 ・ 「新

聞」 などが高率であ ったが,「 学校」 は低 率で あっ

た こと,さ らに,「 環境 ホルモ ン1の 発 生源 につ い

ては 「プラスチ ック容器」 「ゴミ焼却灰」 「排気 ガ

ス」 な どが高 率であ ウた こと,入 体へ の影 響につい

ては 「精子 ・遣伝子 の異常」 「男性 ・女性 ホルモ ン
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様作用」 「母乳汚染」 などが高率であったことなど

を指摘 した。

本報では,高 校生 ・短大生 ・大学生の 「環境 ホル

モン」に関する 「態度」及び 「行動」 とその関係に

ついて報告する。

方 法

調査 は,関 東地域 に所在す る高校 ユ校(594名),

国立大学1校(207名),及 び北海道 に所在す る高

校2校{400名)、 私立短大1校(123名),国 立

大 学2校(570名),不 明(4名)の 合計1898名

を対象に 「無記 名質問紙法 による集合調査(回 収率

EOO.oq。〉」 を行 った。 調査期 間 は,平 成10年11

月9日 から同2⑪ 日までであ った。調査 内容 は,「 性

別」,「 高校 ・短夫 ・大学(以 下,校 種別 とす る)」,

「関東地域 ・北海道地域(以 下,居 住 地域別 とする}

及び 「環澆ホルモ ン」に対 する 「態度(15項 目)」,

「行動(11項 目〉」 の5項 目であ った。

「環境 ホルモ ン]に 対する 「態度」 は,以 下のIS

項 目について,当 て は まる もの を 「同意」 とし,当

ては まらない もの を 「不 同意」 とし,そ のいずれか

を求 めた。 「態度」 は,「 色 ・匂 ・味が よい食品 は

おい しい(以 下,「 態度1」 とす る)」 「食べ物 を

食べ る時,農 薬は気 にな らない(以 下,「 態度2」

とす る)」 「水は冷 た くて透 きとお っていれば よい

(以 下,「 態度3」 とす る)」 「食べ物 は新鮮 で美

味 しければ よい(以 下,「 態度4」 とする)」 「種 々

の プラスチ ック容器 ・食器は便利 なのでよい(以 下,

「態度5」 とする)」 「ビニー ル系 のラ ップは食 品

を温 めるのに便利 なので よい(以 下,「 態度6」 と

す る)」 「排 気がスや タバ コの煙 りは特 に気 にな ら

ない 似 下,1態 度7」 とす る)」 「ゴ ミを分別す

るの は面倒 くさい,燃 やせ ば よい(以 下,「 態度8」

とす る)」 「資源の リサ イクル は面倒 くさい(以 下,

「態 度9」 とする〉 」 「多少 の農薬 や殺虫剤 は使 っ

て も よい(以 下,「 態度10」 とす る)」 「市販 の

加工 食品は安 全なので,賞 味期 限や成分表示 は気 に

しない{以 下,「 態 度11」 とする)」 「イ ンス タ

ン ト食品{カ ップ麺)な どは安 くて便利 で よい 〔以

下,「 態度12」 とす る)」,「 動 物性脂 肪(肉 〉

は好 きだ(以 下,「 態度13」 とす る)」,「 特 に,

野菜 や果物 は有機栽培 の ものが よい(以 下,「 態度

14」 とす る)」,「 化 学物 質か らで きた もので も,

きれ いで便利 であ れば よい(以 下,「 態度15」 と

する)」 であった。

「環境 ホルモ ン」 に対す る 「行動」 は,以 下の11

項 目につ いて,当 ては まるもの を 「同意」 とし,当

て はまらない もの を 「不同意」 とし,そ のいずれか

を求め た、 「行動」 は,「 プラスチ ック製の玩具 ・

容器 ・食器 は使 わない ようにしている(以 下,「 行

動1」 とする)」 「合 成 ホルモ ン剤(ピ ル ・ス、テ ロ

イ ド)な どは服用 しない ようにしている(以 下,「 行

動2」 とする)」 「環 境汚染地域 や煤煙のあ るとこ

ろは避 け るように してい る(以 下,「 行動3」 とす

る)」 「インス タン ト食 品(カ ップ麺)な どには直

接湯 を注が ない ように してい る(以 下,「 行動4」

とす る)」 「電子 レンジで食品 を温める時,ラ ップ

類 で包 まない ように して いる 似 下,「 行動5」 と

す る)」 「ゴ ミは リサ イクルで きるよ うに分別 して

いる 似 下,「 行 動6」 とす る}」 「魚 の脂 身は食

べ ないよ うに している{以 下,「 行動71と す る)」

「河 川 ・湖 な どの水 は,直 接飲 まない よう にしてい

る(以 下,「 行動 呂」 とする)」 「化学物 質製 の生

活機 器は,安 くて便利 であって も使 わ ない 似 下,

「行 動9」 とす る)」 「ゴ ミ処理 は,将 来有料化 し

た方が よい 似 下,「 行動10」 とす る〉」 「将来.

母乳保育 は避 けたい(以 下,「 行動11」 とする)」

であ った。

対象 の属性 は,性 別では,男 子1058名(55.7%),

女子837名(44.1%),不 明3名(O.2%),校 種別

では高校994名(52.4殉,短 大123名(6.Sge),

大学781名(41,1%〉,居 住地域別 では関東地域801

名(42.2%),北 海道地域1090名(57.4%)で あ っ

た。 なお,結 果 の数値 は実数値,及 び比 率で示 し,

項 目間の差 の検 討 は カイ 自乗検 定 で行い,有 意差

の危 険率は5%未 満 を有意 とし,そ れぞれに示 した。
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結 果

1.「 環境 ホルモ ン」に対する態度 について{表1)

(1)「 態度1」 につい て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は1276名(67.2%),「 不 同意(望

ましい態度)」 した者 は597名(3L5%),「 無回

答」25名(1.3%)で あ り,性 別 ・校種別 に有意差

がみ られた。

(2}「 態度2」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者 は687名(36、2%),「 不同意(望

ましい態 度)」 した者 は1195名(63.O%),「 無

回答」16名{O.8%〉 であ り,性 別 ・校種 別 ・居住

地域別に有意差がみ られた。

(3)「 態度3」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)1し た者 は622名{32.S9。),「 不同意(望

ましい態 度)」 した者 は1259名(66.3%),「 無

回答」 正7名(O.9%)で あ り,校 種 別 に有 意差 がみ

られた。

(4)「 態度4」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は1377名(72.6%),「 不同意(望

ましい態度)」 した者は504名(26.6%),「 無 回

答」17名{O.9%)で あ り,校 種 別 に有意 差が み ら

れた。

(5)「 態度5」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は1047名{55.2%),「 不同意(望

ま しい態度)」 した者は833名(43.9%},f無 回

答 」18名(09%)で あ り,性 別 ・校 種別 に有意差

がみ られた。

(6)「 態度6」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は1247名(65.7%),「 不同意(望

ま しい態度)」 した者 は634名(33,4%),「 無回

答 」17名(0.9%〉 で あ り,校 種 別 に有意 差が み ら

れた。

(7)「 態度7」 につ い て,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は ヨ07名{162%),「 不同意{望

ま しい態度)」 した者 は1576名(83.O%),「 無

回答1亘5名{O.8%)で あ り,性 別 ・校種 別 に有意

差がみ られた。

(呂)「 態度 呂」 につ いて,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は363名(19、1%〉,「 不同意(望

ま しい態度}」 した者 は1520名(80」%),「 無

回答」15名(O.8%)で あ り,性 別 ・校 種別 に有意

差 がみ られた。

(9)「 態度9」 につ いて,「 同意(望 ま しくない

態度)」 した者は1362名(71.8%),「 不 同意(望

ま しい態度)」 した者は520名(27.4%),「 無 回

答 」16名(O.8%)で あ り,性 別 ・校 種別 に有意差

がみ られたθ

(10)「 態度10」 につ いて,「 同 意(望 ま しくな

い態度)」 した者 はZO17名(53、6%),「 不 同意

{望 ましい態度)」 した者 は862名(4S.4%},「 無

回答」19名(1.0%)で あ り,性 別 ・校種 別 に有意

差 がみ られた。

(11)「 態度11」 につい て,「 同 意(望 ま しくな

い態度}」 した者 は172名{9」%),「 不 同意(望

ま しい態 度)」 した者 は1709名(90.0%),「 無

回答i17名(0.9%)で あ り,性 別 ・校種別 ・居住

地域別 に有意差がみ られた。

(12}「 態 度12」 につい て,「 同 意{望 ま しくな

い態度)」 した者 は1173名(61S%),「 不 同意

(望 ましい態度)」 した者は703名(37.09e},「 無

回答」22名(12%)で あ り,性 別 ・校種別 ・居住

地域別に有意差がみ られた。

(13)「 態度13」 につい て,「 同 意(望 ま しくな

い態度)」 した者は1438名(75.8%〉,「 不 同意

(望 ましい態度)」 した者は441名(232%),「 無

回答」19名(LO%)で あ り,性 別 ・校種別 ・居住

地域別に有意差がみ られ た。

{14)「 態度14」 につ いて,「 同 意(望 ま しい態

度)」 した者 は1254名{66,1%),「 不 同意{望

ましくない態度)」 した者 は616名(32.5%),「 無

回答」28名(1.50re)で あ り,校 種 別 ・居住 地域別

に有意差がみ られた白

(15)「 態度15」 につい て,「 同 意(望 ま しくな

い態度)」 した者 は5S3名(29.1%},「 不同意(望

ま しい態度)」 した者 は1320名(69.5%),「 無

回答」25名(1.3%)で あ り,性 別 ・校種別 に有意
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表1 環境ホルモ ンに対 する態 度について

校 種 居住地域 同 意 不同意

(%)

:濃 性別
*串

無回答

1

2

3

可

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

噌
■闇

一¶■
酢

ー

殉
■■

■
■■

■
■辱

申堵

幸

宰

卑

宰

串

*

*

*

ネ

*

*

*

緋

躰

艸

艸

紳

絆

絆

絆

艸

聯

*

紳

#

串

牌

*串

*串

1276(67,2)59ア(31.5)

687(36.2)1195(63巳O)

622(32,8)1259(66.3)

1377(ア2.6)504(26.6)

104ア(55.2)833(43.9)

1247(65.7)634(33.4)

30ア(16,2)T576(83.O)

363(19r1)1520(80.1)

520(27.・4)136(21.8)

101ア(53.6)862(45.4)

172(9.1)1709(90.O)

1173(61騨8)703(37.O)

1438(75.8)441(23.2)

1254(66.1)616(32,5)

553(29.1}1320(69.5)

25(1.3)
16(O,8)

17(o.9)

17(o.9)
18{o.9)

17(o.9)

15(O.8)

15(o.8)
16{O.8)

19{1.O)
17(O.9)
22(1.2)

19(1.O)

28(1.5)
25(1.3)

嶽 態 晃1カ よい 品はおい しい べ

ならない 「態度3」 水は冷たくて逓きとおっていればよい 「態度4」
しければよい 「態度5」=種 々のプラスチック容器 ・食器は便利なのでよい 「態度6」
ニール系のラップは食品を温めるのに便利なのでよい 「態度 ア」

に気にならない 丁態度81ゴ ミを分別するのは面倒 くさい,撚 やせばよい 「態度9」 資源
の リサイクルは面倒 くさい 「態度10」 多少の農薬や殺虫剤は使 ってもよい 「態度11」 市販
の加工食品は安全なので,賞 味期限や成分表示は気に しない 「態度12」
{カップ麺}な どは安 くて便利でよい 「態度13」1動 物性脂肪(肉)は 好 きだ 「態度14」=特

に,野 菜や果物 は有機栽培のものがよい 「態度15」 きれいで便

利であればよい

事=PくO .05,*=P<O.01

べ る は 迅 に

食 べ 物 は新 鮮 で美 味

表2 環境ホルモンに対する行動について (%)
項目 性 別 校 種 居住地域

行動 同 意 不同意 無回答

1

2

3

4
・
5

6

7

8

9

0

1

噛■[
-

牢

*

*

申

**

*

脚

紳

艸

串

籾

将

*串

*ヰ

串牢

;PくO.05,**=PくO幽01

巣 ラスチ ック の 冒 ・響 は わないようにしている

成ホルモン剤(ピ ル ・ステロイ ド)な どは服用 しないようにしている 「行動3」 環境汚染地域
や煤煙のあるところは避 けるようにしている 「行動4」1イ ンスタン ト食品(カ ップ麺)な どに
は直接湯を注がないように している 「行動5」 電子 レンジで食品を温める時,ラ ップ類で包ま

ないように している1行 動6」 ゴミはリサイクルできるように分別している 「行動7」 魚
の脂身 は食べないように している 「行動8」 河川 ・湖などの水は,直 接飲 まないように してい

る 「行動9」:化 学物質製の生活機器は,安 くて便利であっても使 わない 「行動10」1ゴ ミ処
理は,将 来有料化 した方がよい 「行動11」:将 来,母 乳保育は避けたい

綿

絆

継

*

艸

*

358{18.9)

1499(ア9.9)

1102(58.1)

161(8.5)

405(21噛3)

1319(69.5}

472(24.9)

1758(92.6)

592{31.2)

725(3呂.2)

230{12.1)

1520(80.1)

354{18層 ア)

763(40.2)

17T4(go.3)

14アO(7ア.4)

558(29,4)

1398(73.7)

118(6.2>

1268(66.8)

1133{59.ア)

1632(86.0)

20(1.1)

45(2.4)
33(1.7)

23(1.2)
23(1.2}

21(1,1)

28(1,5)

22(1.2)
38(2.O>

40(2.1)
36(1.9)
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差 がみ られた。

2,性 別 ・校種別 ・居住地域別 と 「環境 ホルモ ン」

に対する態度 について

(1)「 環境 ホルモ ン」 に対す る態度(15項 目)と

性別 についてみ ると,女 子が男子 に比べて 「同意」

した者が 高率であ った項 目は,「 態度1・2・5・

7・8・9・IO・11・12・13・15」 の11項 目

であった。

(2)「 環境 ホルモ ン」 に対 する態度(IS項 目)と

校種別 につい てみ ると,短 大 ・大学 に此べ て高校が

高率であ った項 目は,「 態度1・2・3-4・7・

8・9・11・12」 の9項 目であった。 また,短 大

よりも高校 ・大学が高率 であった項 目は,「態度5・

6・15」 の3項 目で あ った。 大学 よbも 高校 ・短

大が高率 であった項 目は,「 態度10・13」 の2項

目であ った。 さらに,高 校 ・大学 ・短大 の順 に高率

だ った項 目は,「 態度14」 の1項 目であった。

③ 「環境ホルモ ン」 に対 す る態度(15項 目)と

居住 地域別 についてみる と,北 海道地域が関東地域

に比べて 「同意」した者が高率 であった項 目は,「 態

度2・13・14」 の3項 目であ り,関 東地域が北海

道 に比べ て高率であった項 目は 「態度11・12」 の

2項 目であった。

3.「 環境ホルモ ン」に対す る行動 について 俵2)

(1)「 行動1」 につい て,「 同意(望 ましい行動)」

した者 は358名(18.99e),「 不 同意(望 ま しくな

い行動)」 した者 は1520名(呂0 .1%),「 無 回答」

20名(1.1%)で あ り,性 別 ・校 種別 に有意差 がみ

られたc

(2}「 行動2」 につ いて,「 回意(望 ましい行動)」

した者 は1499名(79.O%),「 不 同意(望 ま しく

ない行動)」 した者 は354名(18,7%),「 無 回答」

45名{2.4輸 で あ り.性 別 ・校種別 ・居住 地域別

に有意差がみ られた。

(3)「 行動3」 について,「 同意(望 ましい行動)」

した者は1102名(S8.1%),「 不 同意(望 まし く

ない行動)」 した者 は763名(4e.29・},「 無回答」

33名(1.7%)で あ り,校 種別 ・居住 地域別 に有 意

差 がみ られた。

(4)「 行動4」 について,「 同意(望 ましい行動)」

した者 は161名(8.5%),「 不 同意(望 ま し くな

い行 動)」 した者は1714名(90 .3%),「 無回答」

23名(1.2%}で あ り,校 種 別 ・居住 勉域 別 に有意

差が み られた。

(5)「 行動5」 につ いて,「 同意(望 ましい行動)」

した者 は405名(21.3%),「 不 同意(望 ま しくな

い行動)」 した者 は1470名(77 .4%},「 無回答」

23名(1.2%)で あ り,性 別 ・校 種別 に有意差が み

られた。

(6)「 行動6」 について,「 同意(望 ま しい行動〉」

した者 は1319名(69.5%),「 不 同意(望 ま し く

ない行動)」 した者 は559名(29.4%),「 無回答」

21名(1.1%)で あD,校 種別 ・居住地 域別 に有意

差がみ られた。

(7)「 行動71に ついて,「 同意(望 ましい行動)」

した者 は472名(24.9%),「 不 同意(望 ま しくな

い行 動)」 した者 は1398名(73 .7%〉,「 無 回答 」

28名(1.5%)で あ り,性 別 ・校種別 ・居 住地域 別

に有意差がみ られた。

(8)「 行動8」 について,「 同意(望 ましい行動)」

した者 は1758名(92.6%),「 不 同意(望 まし く

ない行動)」 した者 は11S名(6.2%〉,「 無回答」

22名(1.29e>で あ り,性 別 ・居住 地域別 に有 意差

がみ られた。

(9)「 行動9」 について,「 同意(望 ま しい行動 〉」

した者 は,592名(31.2%),r不 同意(望 ま しくな

い行動)」 した者は1268名(66 .8%〉,「 無 回答」

3呂 名(2.0%)で あ り,性 別 ・校種別 ・居住 地域別

に有意差 がみ られた。

(10)「 行動10」 につい て,「 同意(望 ましい行

動)」 した者は725名(38.2%},「 不 同意(望 ま

しくない行動)」 した者 は1133名(59.79。),「 無

回答」40名(2,19。)で あ り,居 住 地域別 に有意差

がみ られた。
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(11)「 行動ll」 につ いて,「 同意(望 ま しい行

動)」 した者は230名(12,1%),「 不 同意(望 ま

しくない行動)」 した者 は1632名(86.O%),「 無

回 答」36名{1.9%)で あ り,校 種別 ・居住 地域 別

に有意差がみ られた。

4.性 別 ・校種別 ・居住 地域別 と 「環境 ホルモ ン」

に対す る行動 について

(1)「 環境 ホルモ ン」 に対す る行動 〔li項 目}と

性 別についてみる と,女 子が男子 に比べて「同意(「望

ま しい態度」)」 した者が高率であった項 目は,「 行

動1・2・5・7・8・9」 の6項 目であ ったe

(2)「 環境 ホルモ ン」 に対 する行動(11項 目)と

校 種別 につい てみる と,高 校 が短大 ・大学 に比べ て

「同意(「 望 ま しい態度」)」 した者が高率 であっ

た項 目は,「 行動3・5・7・11」 の4項 目であ

り,短 大 ・大 学が高校 に比べ て 「同意(「 望 ま しい

態度」>1し た者が高率であった項 目は,「 行動2・

61の2項 目であ った。 また,高 校 ・ 短大 が大学

に比べ て 「同意(「 望 ま しい態度 」)」 した者が高

率 であ った項 目は 「行 動1・4・9」 の3項 目で あ

った。

(3)「 環境 ホルモ ン」 に対す る行動(11項 目)と

居住 地域別 につい てみ る と,北 海道地域が関東地域

よ りも 「同意(「 望 ま しい態度」)」 した者が高率

で あった項 目は,「 行動2・3・6・8」 の4項 目

で あ り,関 東地域が北 海道地域 よ りも 「同意(「 望

ま しい態度」}」 した者 が高率であ った項 目は,「 行

動4・7・9・10・11」 の5項 目であった。

5.「 環 境ホルモ ン」 に対す る態度 と行動 との関係

について(表3)

(1)「 環境 ホルモ ン」 に対す る態度(15項 目)か

ら行動(ll項 目)に つい てみ る と,「 態度1」 と

の間 に有意差がみ られ た行動の項 目は,「 行動1・

4・6・9」 の4項 目であった。 「態度2」 との 問

に有意差がみ られた項 目は,「 行動1・2・3・6・

呂 ・9」 の6項 目で あった。 「態度3」 との間に有

意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動6・7・9・10・

11」 の5項 目 で あ っ た.「 態 度4」 と の 間 に有 意 差

が み ら れ た 項 目 は 「行 動4・6・9」 の3項 目 で あ

っ た 。 「態 度5」 と の 問 に 有 意 差 が み ら れ た項 目 は

「行 動1・3・4・6・9」 の5項 目 で あ っ た 。 「態

度6」 との 間 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動1・

2・4・5・6・9・10」 の7項 目 で あ っ た 。 「態

度7」 と の 聞 に有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動2・

3・4・6・8・9・n」 の7項 目 で あ っ た 。 「態

度8」 と の 問 に有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動1・

2・3・6・8・9・11」 の7項 目 で あ っ た 。 「態

度9」 と の 間 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動1・

2・3・6・8・9」 の6項 目 で あ っ た 。 「態 度10」

と の 間 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,f行 動1・3・

4・7・9」 の5項 目 で あ っ た 。 「態 度11」 と の

間 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動2・3・5・

6・8・9・11」 の7項 目 で あ っ た 。 「態 度12」

と の 問 に 有 意 差 が み ら れ た項 目 は,「 行 動1・3・

4・6・9Jの5項 目 で あ っ たe「 態 度13」 と の

問 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動1・2・4・

7・9・ll」 の6項 目 で あ っ た 。 「態 度i4」 と の

間 に 有 意 差 が み られ た 項 目 は,「 行 動1・2・3・

9・10」 の4項 目 で あ っ た 。 「態 度15Sと の 問 に

有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 行 動1・2・3・6・

9]の5項 目 で あ っ た 。

(2)「 環 境 ホ ル モ ン」 に対 す る 行 動(11項 目)か

ら 態 度(IS項 目)に つ い て み る と,「 行 動11と

の 問 に 有 意 差 が み ら れ た 態 度 の 項 目 は,「 態 度1・

2・5・6・8・9・10・12・13・i4・15」

の11項 目 で あ っ た 。 「行 動2」 との 問 に 有 意 差 が

み られ た項 目 は,「 態 度2・6・7・8・9・11・

13・15」 の8項 目 で あ っ た 。 「行 動3」 と の 問 に

有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 態 度2・5・7・8・

9・10・11・12・14・15」 の10項 目 で あ っ た 。

「行 動4」 と の 問 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 態

度1・4・5・6・7・10・12・13」 の8項 目

で あ っ た 。 「行 動5」 と の 間 に 有 意 差 が み られ た 項

目 は,「 態 度6・11」 の2項 目 で あ っ た 。 「行 動
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表3環 境ホルモ ンに対する態度 と行動との関係について
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態 度
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4
食べ物は,新 鮮で

お しければよい

一 冒 一

一

申* 『

一

*

一

『 一 ** 一 一 3

5
ブ ラスチツク容器}ま,1

便利なのでよい
** 層 * **

一一 一

一 ** 一 一 申* 一 一
1

5

6
ラップは食品 崔暖め る

のに便利 なのでよ い
牢* * 一 申* ** ** 一 一 **

一

** 一 7

7
排気ガスやタバコの煙

りは特に気にならない
一 ** ** * 一 **

一一

『 申 申* 　 ** 7

呂

ゴミを分別するのは面

倒 くさい,燃 や せぱよ

い

* *寧 **
1

_ 一
i
I** 一 *寧 ** 一 ** 7

9
資源の リサ イクル は,

面倒 くさい
寧 串 ** 寧* 一 一 ** 『 串 *寧 一 一 6

10
多少の農薬や殺虫剤は

使ってもよい
** 一 ** ** 一 一 ** 一 寧* 一 一 5

11

市販の加工食品は安全

なので,賞 味期限や成

分表示は気にしない

一 ** 幸 串 一 串 *串 一 *串 * 一 * 7

12
インスタント食品等は

安くて便莉でよい
串* 一 串*

1
** 二 *串 隔 一 *半 一 一 5

ユ臼 1動物性脂肪(肉 類)は
好きだ

** * 一 ** 一 一 ** 　

一

申* 　 * 6

14

一一一一 一
野菜や果実は有機

耗培の勅がよい
零

1

一 唯* 一 一 一 『 一 * ** 　 4

15
化学物質の製品でもき
1れ いであればよい

1

** * * 一 一 * 『 一 ** 一 一 5
一一一一一 一

零+申*合 計 11 8 10 8 2 12 3 5 15 3 5 82
一 一一

(*:p〈O.OS,**:p<0.01)
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6」 と の 間 に 有 意 差 が み られ た 項 目 は,「 態 度1・

2・3・4・5・6・7・8・9・11・12・15」

の12項 目 で あ っ た 。 「行 動7」 と の 間 に 有 意 差 が

み ら れ た 項 目 は,「 態 度3・IO・13」 の3項 目 で

あ っ た 。 「行 動8」 との 間 に 有 意 差 が み られ た 項 目

は,「 態 度2・7・8・9・11」 の5項 目 で あ っ

た 。 「行 動gjと の 間 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,

「態 度1・2・3・4・5・6・7・8・9・10・

11・12・13・14・15」 のIS項 目 す べ て で あ っ

た 。 「行 動10」 との 問 に 有 意 差 が み られ た 項 目 は,

「態 度3・6・14」 の3項 目 で あ っ た 。 「行 動11」

と の 問 に 有 意 差 が み ら れ た 項 目 は,「 態 度3・7・

8・1レ13」 の5項 巨 で あ っ た 。

考 察

外 因性 内分泌撹 乱化学物質 の定義 は,現 在 にお い

ては必ず しも定 まっ ていないが,「 外来性物質 であ

り,無 処置(intact)の 生物 の内分泌 系 に対 して,

その個体 も しくはそ の子孫の世代 のいず れかの段 階

で健康障害性の変化 を起 こさせ る物 質t)」 とされ,

特 に 「その子孫の世代 のいず れかの段 階での健康 障

害の変化」 に関 して,若 者(高 校 生 ・短大生 ・大学

生〉 の将来 と切 り離 しては考 え られ ない関係 性 を も

ってい る豊

「環境 リス ク」 の リス ク(Risk)と は,人 間の活

動 に伴 う望 ましくない結果 とそ の起 こる確 率 を示す

概念 であ り,人 間 にとって好 ま しくない出来事 につ

いて,「 影響 の大 きさ」 に 「発生 の不確か さ」 を掛

け合 わせて評価す るのが リス クの基本 的な考 えであ

る 由 。 また,「 環境 リス ク」 とは,生 産 ・使用 ・

廃 棄等の しかたに よっては人 の健康 や生態系 に有害

な影響 をお よぼす恐 れのある化 学物 質が,環 境 の保

全 上の支障 を生 じさせ る恐 れを示す概念 としてい る

m 。 そ して,「 環境 リス ク」 への対応 を図る に当

た っては,科 学的 な見 地に基づ きリス クを客観 的 に

評価 す る リスク評価(RiskAssessment)を 実施 し,

リス ク評価 の結果 に基 づ き,リ ス クの低 減や リス、ク

を正 しく伝達 して相 互理解 を促 進 し,そ の回避行 動

{生 活者 が リス クを 自主的 ・積 極的 に削減 す る行

為)を 自らの判断で冷静 に行 うことが重要であ る。

「環 境 ホルモ ン」 に対す る若者 の 「態度」 につ い

て は,「 望 ましい態度」 と 「望 ま しくない態度」 が

そ れぞ れ50%以 上 の項 目は,「 望 ましい態度」 で

は 「食べ物 を食べる時,農 薬は気 になる(63.0%)」

「水 は 透 き通 っ て い れ ば よ い と は 限 ら な い

(66.390)」 「排気 ガスや タバ コの煙 りは気 にか か

る(船 ρ%)」 「ゴ ミ分別 は分別 すべ きであ り,燃

やすべ きで はない(80.1%}」 「資源 は リサ イクル

すべ きであ る{71,8%)」 「市販 の加 工食 品 は必 ず

しも安全 とは限 らないので,食 品の賞味期 限 ・成 分

表 示 は気 にすべ きであ る 〈90.0%)」 「特 に,野 菜

は有機栽 培 の物 が よい(66.Zge〕 」 「化学物質 か ら

で きた もので も,き れ いで便利であれ ばよい とは言

え ない(69」%)」 の8項 目であ 頓,一 方 「望 ま し

くない態度」で は 「色 ・匂 ・味の よい食品 はおい し

い{67.2殉 」 「食べ物 は新鮮でお い しければ よい

(72.6%)」 「種 々の プラスチ ック容器 ・食器 は便

利 なので よい(55.2%)」 「ビニ・・一一ル系 の ラップは

食 品 を温 め るの に便利 な ので よい(65.79・)」 「多

少 の農薬 や殺 虫剤 は使 って もよい(53.6%〉 」 「イ

ンス タン ト食 品(カ ップ麺)等 は安 くて便利で よい

(6L呂%)」 「動物性脂肪(肉)は 好 きだ(75.8%)」

の7項 目であ り,態 度項 目15項 目中,ほ ぼ半数 の

割合で あった。

若者 の 「環境 ホルモ ン」 に対する 「望 ま しくない

態度」 は,特 に食べ物の色 ・匂 ・味,お い しさ,カ

ップ麺,ラ ップの使用,動 物性脂肪等の食 品に対 す

る 「外観性 ・快適性」 「利便性 ・安直性」 とい う態

度の表 れであ り,ま た食品 に対 して 「嗜好 品的傾 向」

であ る と考 え られ る。そ して,こ れ らの ためには 「食

品に対 しては,多 少 の農 薬や殺虫剤 は よい」 とした

り,「 食器 は プラスチ ック容器 で も構 わない」 とす

る態度 を形成 している.す なわち,「 食」 や 「環境

ホルモ ン」」 に対 して は 「安全性 の欠如 と快適性 ・

利便性 ・安 直性」 によって形成 されている もの と考

え られる。
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一方
,「 望 ま しい態度」については,「 排気 ガス ・

タバ コ」 の大 気汚染,「 ゴミの分別」 の ダイオキ シ

ン問題,「 資 源の リサ イクル」 のエネルギー問題,

「賞味期限や 成分表 示の確認」 の加工食 品 に対 する

問題意識,「 水 ・化学物 質製 の生活機器」へ の問題

意識等の一般 的 ・間接 的な地球規模の環境問題 に対

す る態度 であ り,こ のこ とは後述す るように,具 体

的 ・生活 レベ ルで の 「行動」 につ なが らない ところ

に,そ の問題性 がある もの と考え られる。

若者 の 「環境 ホルモ ン」 に対す る 「態度 」 は,直

接的 ・具体 的態度 は乏 しく,間 接的 ・一般 的態度は

高 いと言える。この ことは,「 内分泌撹乱化学物質」

が生活 の具体 的場 面で認識 されていないこ とを意味

す る。

「環境 ホルモ ン」 に対す る 「望 ましい態度」 を性

別でみる と,女 子が男子 に比べて11項 目(15項 目

中〉が高率であ り,女 子 にとって 「環境ホ ルモ ン」

が 「生殖 や母乳」の問題 として把握 されてい るこ と

を示 してい る。 また,校 種別 でみ る と,15項 目す

べ てに有意 な関連がみ られ,全 体的に 「高校」が 「短

大 ・大学 」 に比べて高率 を示 した項 目(9項 目)が

多 く,こ れ らは数年前 よ り 「環境 ホルモ ン」 が社会

問題化 し,テ レビ ・刊行物(「 奪われ し未来」:1996,

「メス化 す る自然」:1997>」 等の報 道の多 さが,

よ 頓若年 者{高 校 生)に 関心 を もたれた結 果であろ

うと考 え られ る。 さらに居住 地域別 では,5項 目に

のみ に関連が み られたが,関 東 地域 の若者 は,特 に

食品購入 時の賞味期 限や成分表 示及びインス タン ト

食品の科便性 や快適性 に,北 海道地域 の若者 は食 品

と農薬 ・野菜 や果物 の有機栽培,動 物性脂肪 に高率

を示 し,「 食」 に対す る 「生産地 と消費地」 の違 い

が 「態度」 に表れた ものと して興味深い。

「環境 ホルモ ン」 に対 する若者の 「行 動」 につい

ては,「 望 ましい行動」 と 「望 ましくない行動」が

それ ぞれ50%以 上 の項 目は,「 望 ま しい行動」 で

は 「合成 ホルモ ン剤等 は服用 しない ように してい る

(79.0%)」 「環境汚 染地域や煤煙のあ る ところは

避 ける ように してい る(58.1%)」 「ゴ ミは リサイ

クルで きる ように分別 している(69,5%)」 「河川 ・

湖 等 の 水 は,直 接 の 飲 ま な い よ う に して い る

(92.6%)」,の4項 目であ り,一 方 「望 ま しくな

い行動」 で は,「 プ ラスチ ック製玩具 ・容器 ・食器

は使 う(80,1%)」 「インス タン ト食品(カ ップ麺)

等 に は,直 接湯 を注 ぐ(ge.3%)」 「電子 レンジで

食 品 を温め る時,ラ ップ類で包 む(77.4%〉 」 「魚

の脂 身は食べ る(73.7%)」 「化 学物質製の生 活機

器 は,安 くて便利で あれば使 う(66.8%)」 「ゴミ

処理 は,有 料化 しない方が よい(59.7%}」 「将来,

母乳保育 をしたい(86.0%〉 」の7項 目であ 吟,「 望

ま しくない態度」 が 「望 ましい態度」 のほぼ2倍 で

あ った、ただ し,「 ゴ ミの有料化 と母乳保育」 の行

動 については,現 状 の ゴ ミの大量廃棄 と母乳か らの

ダイオキシン含 有量の観点か ら,「 不同意 とした者」

は 「望 ま しくない行動」 とした.

若者 の 「環境 ホルモ ン」 に対 する 「望 ま しくない

行動」 は,「 プ ラスチ ック製玩具 ・容器 ・食器 は使

う」 「イ ンス1タン ト食 品(カ ップ麺)等 には,直 接

湯 を注 ぐ」 「電子 レンジで食 品 を温める時,ラ ップ

類で包む」 「魚の脂身は食べ る」等であ り,先 の 「望

ま しくない態度」 と同様 に,「 生 活の利便性 ・快 適

性」や 「食」 に対す る 「安直性」 に基づ く行動で あ

り,健 康 や安全性の欠如 した行動 であるこ とが理解

で きる.「 ゴ ミの有料化」 につい ては.現 在の ゴミ

の大量廃 棄 についての現状か ら,「 有料化 し,受 益

者負担の原則 」が望 ま しい行動 と言え る し,ま た 「母

乳保 育」 については前述 した通 町母乳か らダイオキ

シ ンの検 出結 果が出 されてい る現状で は,「 望 まし

くない行動」 と言 える。

一方
,「 望 ま しい行動」 については,「 ゴミは リ

サ イ クルで きる ように分別 してい る」 「河川 ・湖等

の水 は,直 接 の飲 まない ように してい る」等 は 「態

度」 と同様 の傾 向であ り,ま た 「合成 ホルモ ン剤等

は服用 しない ように している」 「環境 汚染地域 や煤

煙の ある ところは避 ける ように している」 に関す る

行動 を含め て考 える と,前 述の 「望 ましい態度」 で

指摘 した通 り,よ り広 く地球的規模 の環境 に視 点 に
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おい た行 動であ る と言 える⇔いず れに して も,若 者

の 「環境ホルモ ン」 に対す る 「行動」 は,「 態度」

とと もに,十 分 とは言 い難い。先 の 「態度」で指摘

した ように,「 安全性 の欠如」 「物質的な欲 求」 「生

活の利便性 ・安直性」 「快適性 の追求」 に基づ く行

動 が優先 し,具 体的 な軽減 ・回避行動 をす るこ とが

で きない点 に,そ の問題性があ る。つ ま り,「 安 く

て ・便利 で ・簡単であ る」 とい う態度 に基づ く行動

が,若 者の行動傾向であ ると考 え られ る。特 に,若

者の 「環境 ホルモ ン」 に対す る行動 は,自 らの安全

と健康 を守 るため に必要 な 「正確 な科学的知識」 に

基づいて.い か に行動す るのか とい う 「ライフス タ

イルの変換14)」 が必要である。

「環境 ホルモ ン」 に対す る 「望 ましい行動」 につ

いて,性 別でみ る と,女 子が男子 に比べ て6項 目に

おいて高率 を示 した。このこ とは,「 望ま しい態度」

項 目と同様 に,女 子 に とって 「環境ホルモ ン」が 「生

殖 ・母乳」 と極め て深 い関連が指摘 されているこ と

を意味 してい る。 また,校 種別 では,高 校 ・短大 ・

大学別 に9項 目に関連がみ られ たが,態 度項 目と同

様な背景要因 によって,高 校 は短大 ・大学 に比べ て,

よ り多 く関連が み られた もの と思われる。 さ らに,

居住地域別で は,9項 目に関速 がみ られ,関 東地域

では 「インス タン ト食 品(カ ップ麺}」 「魚の脂 身」,

「ゴ ミの有料化」 「母乳」等が 高か った。 北海道地

域で は,「 合成 ホルモ ン」 「環境 汚染地域」 「ゴミ

の リサ イクル」 「河 川 ・湖 の水 」 「化学物 質製 の生

活機器」等が高 率であoた が,北 海道地域 には調査

対象 に短大生 の女子 が多 く含 まれていた こと,関 東

地域 に比べ,よ り多 くの 自然 が残 されている こと,

そ して 「北海道の 自然」を破壊 された くないこと等,

自然環境へ の認 識が高い ことを意味 している もの と

思 われる。現在 どの ような地域 に住んでいるかの環

境 による差が 表れた もの として注 目する必要がある。

「環 境 ホル モ ン」 に対 す る 「態度」 と 「行動]

との 関連 につ いて,「 望 ましい態度」項 目に対 する

「望 ましい行動」項 目が,6項 目以上(約 半数以上)

の項 目は,「 ビニール系 ラップと食品(7項 目)」

「排気 ガスや タバ コ(7項 目)」 「ゴミの分別(7

項 目)」 「食品の賞味期限 と成分表示{7項 目)」,

「食物 と農薬(6項 目)」 「資 源の リサ イクル{6

項 目)」 「動物性脂肪{肉)(6項 目}」 であ り,

一方
,3項 目以下 の項 目は,「 食品のおい しさ{3

項 目)」 であ った。これ らの ことは,「 ビニール系

ラ ップと食品」 「排気 ガスや タバ コ」 「ゴミの分別」

「食 品の賞味期 限 と成分 表示」 「食物 と農薬」 「動

物性脂肪(肉)」 等,「 環境 ホルモ ン」 に関す る直

接的 ・具体的 に 「望 ましい態度」をもっている者は,

日常生活 の中で 「望 ま しい行動」 を とっている こと

を意味す る。 一方,単 に 「食べ物 は新鮮 でおい しけ

れ ばよい」 とする態度 を もoて いる者の 「望 ましい

行動」への関連 は少 なか った。

また,「 環境 ホルモ ン」 に対 す る行 動 が.ど の

態度項 目か らよb多 くの影響 を受 けてい るかにつ い

てみ る と,10項 目以上 有意 な関連が み られた項 目

は,「 化学物 質製 の生活機 器(15項 目)」 「ゴミ

の リサ イ クル(12項 目}」 「プラスチ ック製の 玩

具 ・容器 ・食器(11項 目)」 「環境 汚染地域の 回

避(10項 目)」 であ り,一 方3項 目以下の項 目は

「電 子 レンジと食 品(2項 目}」 「魚の脂身(3項

目)」 「ゴ ミの有料化(3項 目)」 であ り,こ の こ

とは,「 化学物 質製の生活機 器 は安 くて便利であ っ

て も使 わない」 とする 「望 ま しい行動」 は,す べ て

の態度項 目(15項 目〉か ら影響 を受 けている こ と

を意味 している。また同様 に,「 ゴ ミの リサ イクル ・

プ ラスチ ック製の玩具 ・容器 ・食器,環 境汚染地域

の回避」等 に関す る 「望 ま しい行動」は,多 くの 「望

ま しい態度」か ら影響 を受 けている。 一方,「 電子

レンジと食品 ・魚の脂 身 ・ゴ ミの有料化」 に関 する

行動 は,態 度か らの影響 は少 ない ことが理解 される.

若 者の 「環境 ホルモ ン」 に対す る 「態度」 「行動」

は,い ずれ も十分 とは言 い難い 。特 に,安 全性 の欠

如,健 康 に関す る認識 の低 さ,物 質的 な欲求や生活

の利 便性 ・快適性の追求 に深 く根 ざしていることを

指摘 す ることがで きる.こ れ らの背景 には,今 日の

若者 の生活のあ らゆる場面 に横 溢 している 「安 直性
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(安 くて)・ 利便性(便 利で)・ 単純性(簡 単で)・

快適性(カ ッコイイー)」 との考 え方がその根 底 に

ある もの と考 え られる。つ ま り,「 環 境ホルモ ン」

に対 す る行動 の不十 分 さは,態 度形 成の不十分 さを

意味 し,態 度形成 の不十分 さは知識理解の不十分 さ

を意 味 している。本 来,こ れ ら3つ の関係 は,「 学

習(知 識)」 「指導{態 度形成>1「 行動(実 践)」

が一 体 となって行 われ るべ きものであ るが,現 行 の

義務 教育用の検定教 科書 には,「 環 境 ホルモ ン」 に

関す る記述 は見当 た らない1j㌔ また,本 研 究の対

象校 の高校 ・短大 ・大学 において も 「環境 ホルモ ン

に関す る系統的 な講 議内容」 は皆無であうた。

「環境ホルモ ン」 に関する 「学習」 「指導」 「行

動」 は,学 校 における 「保健体 育科教育j上,極 め

て重 要で,か つ緊急 な課題である。特 に,「 環境 ホ

ルモ ン」 に関 して正確 な人体へ の影響 ・メカニズ ム

等,未 だ十分 に解明 されていない とは言 え,「 環境

ホルモ ン」が 国民 の健 康 と安全 に重 大 な影響 をお よ

ぼす恐 れがあるこ とが指摘 されている現状 において,

学校教育 において早急 な対策が必要である。

「環境 ホルモ ン」 問題 解決 の提 言L6)と して,1)

廃棄 物の焼却 をで きる限 り完全燃焼 に近い条件 で行

うこと,2)塩 ビの燃焼時の ダイオキシン類 発生量 を,

非塩 ビ系 廃棄物か らの発生量 と比較す るこ と,3>残

留性 有機物 質に よる汚染防止のために,開 発途上国

に技術 援助す るこ と,4)プ ラスチ ックか らの溶出物

の生 殖毒性 を早急 に調 査す ること,5)ヒ トに精子異

常が あ るか ないか を明 らか にす ること,6}大 量消費

社 会型か ら資源循環 型へ社会が移行 している ことを

認識 す ることが必 要で ある,と 指摘 されている白 ま

た,「 環境意識 と行 動 については。環境 問題 の深刻

さと自らの行動 の必 要性 につい て自覚す れば,生 活

者が 身近で行 うことの で きる取 り組みが た くさんあ

る。 しか し必要性 は認識 してい る もの の,実 際 には

生 活の利 便性や快適 性 を優先 して,具 体 的な行動 を

とる ことが で きないのが 常であ る17)」 との指摘 も

ある。 したが うて,若 者 の 「資源循環型へ の移行」

及 び 「具体的行動化」につい ては,小 学校 ・中学校 ・

高校 ・大学等の学校教育や地域における生涯教育の

実践を通 じて,「環境ホルモンに関する科学的根拠」

と 「適切な情報の提供」等の環境に関する教育が重

要である。

「環境ホルモン」に関するリスク ・アセスメント

の研究において,人 にどのような 「知識」 を与える

と,ど のような 「態度」が形成され,結 果 として安

全 と健康のためにはどのような 「行動」が起こるの

かの 「行動化メカニズム」を明らかにすることが重

要である。本研究においては,特 に 「態度」 と 「行

動」との相互関連について検討を行ったが,「 知識」

と 「態度 ・行動」 との相互関連については,未 だ十

分とは言えず,今 後の課題である。

結 論

本研究で は,「 環境 ホルモ ン」に関する 「態度{15

項 目)」 と 「行動(11項 目)」,及 び行 動 に影響

を与 える態度 につ い て,高 校 生 ・短 大 生 ・大 学 生

(n=1898)を 対象 に調査 を行 い,次 の結果 を得た。

(1)「 環境ホ ルモ ン」 に対 する'「望 ま しくない態

度」 で高率であ った項 目は,「 動物性脂肪{肉)は

好 きだ(75.8%)」 「食べ物 は新 鮮で おい しけれ ば

よい(72、%)」 「色 ・匂 ・味 が よい食 晶は おいL

い(67.2%}」 「ビニー ル系 ラップは食 品を温 める

のに便利 なので よい(65.7%)」 等であ った。

(2)「 環境 ホ・ルモ ン」 に対 する 「望 ま しくない行

動」で高率 であ った項 目は,「 インス タン ト食品(カ

ップ麺)等 に直接 湯 を注 ぐ(90.3%)」 「プラス チ

ック製玩具 ・容器 ・食器 は使 う(80.1%)」 「電子

レ ン ジ で 食 品 を 温 ぬ る 時,ラ ッ プ 類 を 使 う

(77.4%)」 「魚の脂 身はいつ も食べ る(73.7%〉 」

等であった。

(3>「 環境 ホルモ ン」 に対 する態度 ・行動 には,

性 別 ・校種別及び居住地域別 に有意差がみ られた。

(4>「 環境 ホルモ ン」に関す る 「態 度」と 「行動」

の関係 において,「 望 ま しくない行動」 に影響 を与

え る態度 で高率 を示 した項 目は,「 ビニ ール系 のラ

ップは食品 を温 め るの に便利 なの でよい」 「排気 ガ
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スや タバ コの煙 りは特 に気 にな らない」 「ゴ ミを分

別するのは面倒 くさい,燃 やせば よい」 「市販の加

工食品は安全 なので,賞 味期 限や成分表示 は気 に し

ない」 とす る 「望 ま しくない態度」等であ った。 な

お 「化学物 質製の生活機器は安 くて便利であれ ば使

う」 とする 「望 まし くない行 動」 は,全 ての 「望 ま

しくない態度」項 目(15項 目)か ら影響 を受ける。

(5)「 環境 ホルモ ン」 に対 す る 「態度」及 び 「行

動」の関係 について は,「 環 境 ホルモ ン」 に対 して

「望 ま しい態度 を有 している学生 は望 ましい行動 を

とってお 頓,ま た望 ましくない態度 を有 してい る学

生 は望 ま しくない行動 をとっている」傾 向があ り,

これ らは 「安全性 ・利便性 ・安 直性 ・快適性」 等の

認識に よって形成 されている もの と=考え られる.

(6)「 環境 ホルモ ン」 に対す る 「態度i及 び 「行

動」 には,校 種別 ・性 別及び居住 地域別 に有意差が

み られた。 したがって,「 環境 ホ ルモ ン」 に対 して

「望 ましい行動」 を とるため には,「 行 動」 に密接

に関係 する 「態度」 の育成 を重 視す ると ともに,そ

の 「態度」 を育成 す る 「知識」 の学習 につい て も考

慮 しなが ら,こ れ ら三者が一・体 となって学習 される

こ とが保健教 育上,極 め て重要である と考 えられる。
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第18回 長野冬季 オ リンピックにお ける

アス レチ ック トレー ナー の活動(1)

一オフィシ ャル参加 までの経過 一

原 和正

JATAC長 野(原 整骨院)

AthleticTrainersActiviEiesof18thWinterOlympicGamesinNagano(Report1)

-Aτeportof出eofftcialath亘ed¢lrainersactivities・ 一

KazumasaHARA

JATAC凡4GA邸0但 △RA5{:lato加 αinfの

Abstracl

A血crthe血t㎝ 置ti㎝a101ympicCommil朧{1㏄>madeadecisio皿lo血01d血eWinterO亘ympiogarnes血Nagano,

memb鵬ofJATACNa菖anobm皿chorganizedbyJudoTlie【 叩islsweieencouragedtop肛ticipatei皿 血 ¢Naga血oW血ler

Olympi。gamesasv。1田1町a雌e目 。rraineTs.D血 呂 」{m町L998,56m㎝ 幡ofJATACp日 面1坦t{岨 ㎞ 山臼

NaganoW血terOlympi。garflesasvolun町 飢hi¢随ol面lrersforvariousdc"nesti。oo血 画iv¢ 信Ψ醐.T㎞ 旧帥 血 贈

ac宜{vities,weweredeep且y㎝ 。ouraglthatJudoTtierapistsw。"ldbe血afavorablePositionts}befecognizectas曲1e担 。

画 ㎜ 聾1Japan.

陶 恥 広NAGAtV・OVVint¢r⑳ 叩 」・σ㎝ ・(長 野 冬 季 オ リ ン ピ ソク ハAth』 甜 。Tt・in・岱A・ 画 廊(rXlf・ ク'レーナー活 動,

JATAC(JapanAth'et止TtainetsAsson'att'onforCertification,

(」.SportSo且.O副eo.Tllel且.1(2)=135-143,h肛 血皿コh,2000)

1.は じめに

「愛 と参加 の長野オ リンピ ック」長野 オ リン ピッ

クは 、21世 紀へ の架け橋 となるスポー ツの祭 典で

ある⇔私 た ちは、新 しい時代 の英知を求め 、美 しく

豊 か な自然 との共存 と、 さらなる平和 と友好 をめざ

す、そ して、競い合 う情熱 と温かい思 いや りを胸 に、

才リンピックに集 う歓 びを世界 の友 とわかちあいた

い。 この大 会基 本理念の長野 オ リンピックにオフ ィ

シャルの フィッ トネスセ ンター内 トレーナールーム

でJATAC・NAGANOが アス レチ ック トレーナー

と して、ボ ランテ ィアで参加協 力 で きたこ とは、柔

道整復師の将来 にとoて 大変意義深 い1ペ ージに な

った ことと思 う。

こ のTHEXV皿OLYMPiCWINTERGAMES,

NAGANO1998の オフィシヤルに参加 で きるまで に

なった経過 につい て報告 する。

2.経 過

長野県 に冬季 オ リンピックを、 とい う長野県 民の

願いは、過去二度1940年1968年 に招致 を志 したが 、

実 を結 ばなかった。 しか し、夢 は消 える ことな く引

き継 がれた。
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O'85年3月25日 長野県議 会でオ リンピ ック冬季

大会の招致が決議 される。

0'9S年6月1日JOC総 会にて冬季 オリンピック

競技大会 国内侯補地 に長野が決定。

Otg1年6月15日(現 地時 間)バ ー ミンガムの1㏄

総会で5都 市の立侯補 の中で第18回 冬季 才 リンピ

ック競技 大会が 「ザ ・シテ ィ ・オ ブ ・ナガ ノ」 で開

催都市に決 定。

091年11月27日(財)長 野 才リンピヅク冬季競

技大会組織 委員会(NAOC)発 足。

O'94年5月(社)長 野県柔道整 復師会は、21世

紀 に向け これか らの柔道整=復師の方向性 を見定 め、

その活路 を開 く目的で平成6年 度事業 として7項 目

の時代対 策事業 を掲 げ全役 員お よび会員一丸 とな り

推進 した。 その中の一事業 と して、長野 オ リンピヅ

クに我 々が 柔道整復師の業務 を生 か しなが ら参加協

力 し、 また高齢化社会 か ら高齢者社会へ 突入するに

あ た り高齢者福祉 に も槙極的 に対応 したい、 さらに

昨今の祉会情勢の多様化 に対応す るべ く自らの資質

の向上 を目釣 に 「認定スポ ーツ接骨師 ・認定高齢者

ケアー接骨師」 制度 を創設 し講習会 を開始 した。

本講 習会の講座 の内で、NAOC、(財)長 野県体

育協 会、長野県社 会部高齢者福祉 課等 に出向 き、講

習会の趣 旨説明 をお こな うとと もにカ リキュラムを

持参 した。 その際NAOCに は、柔道整復 師 と して

長野 才 リンピックに救 護ボ ランテ ィア として活動 の

機 会 を与 えてい ただ きたい 旨、NAOC医 事 課長 に

依頼 した。 また、前記諸 団体 ・行 政に講座 お よび講

師の派遣依頼 も行 った。

○'9S年9月 講習会 も残 りわずか にな ったころ、長

野県教育委員会体育課 、(財)長 野県体 育協会が 、

(社)長 野県柔道整復 師会が長野オ リンピックに「ス

ポー ツ接骨師」 と して ボランティアで協力 を目的 に

講習 会 をお こなってい ることに着 目 し、オ リンピッ

クだけで な く長野県 の スポー ツ界 に も協力 して ほ し

い との要請 をしてきた。

○'96年1月(財)長 野県体育協,会は、試験的 に第

一歩 と して国民体育大 会スケー ト競技 会(栃 木県 日

光市)に トレーナー2名 の派遣(96年1月25日 ～

29日)を 決定 し要請 して きた。

その要請 に答 えス ピー ドスケー トとアイスホ ッケ

ーの両種 目の選手 に対 し2名 の トレーナーを派遣 し

活動 した。

O'96年2月 引 き続 き国民 体育大 会スキー競技 会

(岐阜県すず らん高原)に も2名 の トレーナー派遣

依瀬 を受 け('96年2月19日 ～23日 〉長野県選手

団に帯同 し、選手のパ フ ォーマ ンスの向上や コ ンデ

ィシ ョニ ングに協力 した。

○ †96年4月14日JATAC・NAGANO設 立。

O'96年s月 北信越 国体 互6種 目29競 技場 に会員61

名が他県選手 を含め259名 に活動 した。

○'96年9月 夏季国体2種 目に2名 、10月 秋季国

体8種 目に9名 を派遣 した。

Oそ の後 、年 末、 夏季等 、機 会あ る ご とNAOC

医事課に挨拶 を兼ねお願 いに出 向 き依頼 を行 うと共

にボランテ ィア課 に もボランテ ィア登録す る旨、同

時進行で行 った。

0196年7月NAoc医 事課 か ら、柔道整復師 と し

て長野 オ リンピックに救護 ボ ランティアと して活動

する ことは過去(ア トランタで カイロプラクター も

除外等)の 例 か らも大変 困難 であ るとの説明を受 け

る。そ こで この時す か さずJATAc"(ア ス、レテ ィ ッ

ク トレーナ ー)の 説 明 を行い スポー ツ トレーナー と

して活動 で きないか検 討 をお願 い した。 と同時 に

(財)長 野県体育協会お よび(財)長 野県 体育協 会

公認スポー ツ ドクター協議会 に も積極 的に後押 しし

て戴 くべ くお願いを した。

O「97年1月1Jユ ・一ジ ュ 日本 選手 団 監 督 よ り

JATAC・NAGANOに 選 手の ケアー活動 の協 力要

請 を受けた。

○'97年1月16日NA㏄ オ リンピック村 課長 より

電話 にてオ リンピック村 内 フィ ッ トネスセ ンターで

活動 してほ しい旨の連格 を受 ける。

Otg7年1月23日N』AOCオ'リ ンピ ック村課 に出向

き正式 にオ リ ンピック村 内フ ィッ トネスセ ンターで

の活動の依 瀬 を受 ける。活動の場所 、方法 、内容 、
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人員 等について協議 に入 る。 当初 オリンピック村課

では、長野オ リンピ ックの ゴール ドスポ ンサー であ

る某 社が フィッ トネスセ ンター内 トレーナール ーム

全 てを運営 す る計画 であ った ようだが 、JATAC・

NAGANOに トレー ナールー ムの活動、運営 の チ ャ

ンス を与 えて貰え たの は(財}長 野県体育協 会 の推

挙が大 きか った と推察す る。

O'97年7月11日 第一次 ボ ランティア登録者36名

の名 簿提出。

O'97年8月 正式 に リュージュ 日本 チームの監 督 よ

り、 日本の オリンピ ックリュージュ選手 団の専属 ト

レーナ・一の要請受け会員1名 を専属 として派遣(合

宿等 に会員数名協,力)。

○'97年8月26日NAOCに フィッ トネスセ ンター

内 トレーナールー ム運営 要綱(資 料 ユ}を 提 出、 こ

の時 に南長野運動公 園体育館 トレーニ ングルームの

運営 も依頼受 ける。 この際 トレーナーの増 員 を要求

し承認 される。

O'97年9月25Bト レーナー2互 名の追加名簿提 出。

Otg7年10月11日 長野県理学療法士会会長、 オリ

ンピック村総合診 療所運営委員 会準備委員長の連名

にてNAOC宛 に 「選手村 内の医療類似行為 に対 す

る意見書」の存在 を知 る。

O'97年10月14日NAOCオ リンピック村課 に出

向 き意見書の対応 お よび回答 について協議 する。

O'97年10月23日NAOCと 意見書 に対 し 「オ リ

ンピック村内 におけ る トレーナーの配置 につい て」

協 議 を行 う。

O'97年10月24日 「なみはや国体」 秋季大会の本

部役員 トレーナー と して参加 のため大 阪 に向か う車

中 、(財)長 野県 体 育協 会 に県外 柔道 整復 師 よ り

JATACを 中傷 す る文書 が届 いた と言 う報 告 を体 育

協 会幹部 よ号受 けた。 〔財)長 野県 体育協 会では、

本件 については全 く取 り扱 わない との ことであ った。

Ol97年12月8日NAOCが 、理学療 法士会 に送 っ

た回答書 について理 学療法土会 も了承 との 旨報告 受

け る。

ONAOCよ りJATACを 登用 した理 由が示 され(資

料2)、 その後オ リン ピック村 課 と電話お よび面 談

等.幾 度 とな く打合せ を行 う。

097年12月23日NAOCお よびJATAC・

NAGANOよ リオリ ンピック村 内 におけ る トレーナ

ー一ルームの運営 についての説明会開催。

O-98年1月11日NAOCオ リンピック村 にてオ リ

ンピック参加者56名 全員がADか 一 ドの発行 を受

ける。同時 にオ リンピ ック トレーナー活動 の成功 を

期 して結団式 を行 う.

以上が主 な経過で、 この間スポーツ リハ ビリテー

シ ョン、 スポーツ選手 と栄養、英 会話 、手技 、テー

ピング等、平均月一回程度 の講習会 を重 ねた。

3.ま とめ

(社)長 野県柔道整復 師会が 目先 の メリ ットでな

く、21世 紀 に繋 が る独 自に行 っ た認 定講 習 会 が

(財)柔 道整復研修試験 財団 に認め られ、 さらに長

野県教育 委員会、(財)長 野県体育協 会 に も認め ら

れ、国体 トレーナー活動 にJATAC・NAGANOと

してボ ランティアで積極 的 に会員 を派遣 し協力Lた

こ とが、世界的一大 イベ ン トのオ リンピ ックに参画

で きた最大 の理 由 と推察す る、 また会 員の積極的 な

理解 と協力 も大 きな力 となった。10年 後 「医師過

剰時代」 が到来す る と言 われている。 また我 々 と最

も競合す る理学療法士 は、9年 後我 々柔道 整復 師の

数 を上 回 り、強力 なライバ ル となる。 今 「スポー ツ

界」 に進出 しなければ他 の業種(理 学 療法 士、鍼灸

師、カイ ロプラクター 、体 育学専攻者 等)に 後 れ を

と り道 を閉 ざされかねない。

柔道整復 師 こそスポー ツ ・トレーナー と して最 も

「はま り役」と思 われる。このスポーツ界へ の進出、

とりわけ今 回のオ リンピックオフィシャルでの活動

は柔道整復 師 にとってエ ポ ックであ 吟、未来の扉 を

開 く突破 口の一つ とな り近い将来、教育界(学 校)、

高齢者界、産業界へ と進 出す るス テップとなる もの

と信 じて止 まない.

(受理2000年2月1日)
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資料1

1998年NAGANOOLYMPIC

オ リ ン ピ ッ ク村 フ ィ ッ トネ ス セ ン タ ー 内

ト レー ナ ー(マ ッサ ー ジ)ル ー ム 運 営 要 綱

Lト レーナ ー(マ ッサ ー ジ)ル ーム の概 要

2.ス タ ッフ(ト レー ナ ー)服 務 規程

3.ト ラブル発生の予防お よび対応 ・処理

4.取 材および視察に対する対応

5.PRお よび イ ンフ ォー メ イ シ ョン

6,そ の他

ジ ャパ ン ・ア ス レチ ック ・トレー ナ ー ズ協 会 長 野 県 支 部

(JATACNAGANO)

事 務 局 〒380長 野 市 安 茂 里 伊 勢 宮2167-9

TEL:⑪26(224>6800

FAX:026(224)7575

連 絡 先 〒381長 野 市 西 三 才1367-3

T肌=026(295)3302

FAX=026(295)33⑪2
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1.ト レ ー ナ ー(マ ッー サ ー ジ)ル ー ム の 概 要

(1)場 所

長野 市 川 中島 今井

オ リ ン ピ ッ ク村 フ ィ ッ トネ ス セ ンター棟 内 マ ッサ ー ジル ー ム

(2}開 設 者

開設 者 小 串貫 一(オ リ ン ピ ック村 会場 責 任者)

フ イvト ネス セ ン ターTEL;026{464){}405

(3)運 営 主体 お よび管理 者

ジ ャパ ン ・ア ス、レテ ィ ッ ク ・ トレー ナ ーズ協 会(JATAC)長 野 県 支 部

管 理 者 原 和 正JATACNAGANO会 長

TELIFAX:026(295)3302

(4)開 設期 間

98年1月Z4日(開 村 日}-98年2月22日(閉 会 式 日)ヨO日 間

{5)開 設 時 間

8=OO～22=00〔 フ ィ ッ トネ ス セ ンタ・一棟 はS=OO--22:00ま で運 営 〕

(6}サ ー ビ内 容

ス ポ ー ツマ ッサ ー ジ ス ポ ー ツ テー ピ ン グ ア イ シ ング 温 熱 療法

ス トレ ッチ ン グ ア ス レテ ィ ッ ク トレー ナ ー と して の相 談 ・指 導

(7)設 備

ア 治療 用 べ ・yト3台 、 イ ホ ッ トパ ッ ク2人 用1台 、 ウ ビュ ウ テ ィモ ア2つ 、 エ クー ラー ボ ックス1個 、

オ 冷凍 庫1台 、 力 タ ンバ ー ミニ プ ロ、 キ トレー ナ ー キ ッ トー 式2セ ッ ト

(密 利 用 対 象 者

選手 お よび役 員

(9)料 金

無 料

(10)ス タ ッフ編 成

JATAC会 員 の アス レテ ィ ック トレー ナ ー が常 時4名 に よ り編 成 す る 。

(11)利 用 お よ び受付 方 法

ア 利 用 は原 則 予 約 制 とす る。 ただ し、 当 日、 空 きが あ る場 合 は予 約 な しでサ ー ビス を行 う。

イ 利 用 希 望 者 は、 プ ィ ッ トネス セ ン ター の受 付 の 申込 書 にサ イ ンす る。

ウ フ ィ ッ トネス セ ン ター の受 付 で 予 約 管埋 を行 う。

工 電 話 で の 予 約 受付 は行 わ ない 。

オ 受 付 は 先 着順 とす る。

カ ー一人 の 施 術 時 間 は30分 以 内 とす る。

2.ス タ ッ フ(ト レ ー 一 ナ ー)服 務 規 程

(1)服 装

JATACNAGANO指 定 の ウエ ア ー一を着 用(更 衣 室 ・ロ ッ カー等 が 少 な い の で.出 勤 時 か ら この 服 装 を望 み ま
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す 。)フ ィ ッ トネス セ ン ター 内は 土 足厳 禁 に て上 履 き靴 を持 参 の こ と。

② 出 勤 時 問

7:30ま で にマ ッサ ージ 〔トレ ーナ ー}ル ー ム に到 着 の こ と(時 間 厳 守}

7=40事 前 ミーテ ィ ン グの開 始

8;00施 術 開始(時 間厳 守)

{3}通 勤 方法

ア 通 勤 は.原 則 と して 公 共 交 通機 関 を利 用 す る 。

イm信 越 線 、JR篠 ノ井 線 ・中央西 線 、 「今 井 駅」 下 車 、駅 前 が 選 手村

ウNAOCが 運 行 す る シ ャ トルバ ス、(無 料)を 利 用 す る こ とが で き る。1シ ャ トル パ ス の運 行概 要 が決 ま り次 第.

お知 らせ します。)

工 車 以外 での 通 勤 が 不 可 能 な場 合 は駐 車 場 を確 保 します 。

(4)村 内 通 門

JR今 井 駅 前 ロ ー タ リー よ り西 ゲ ・一 トか ら入 る 、 こ こで 樋 門管 理 室)「 ア ク レデ ィ テー シ ョン カ ー ド」{AD

カー ド)の チ ェ ッ クを受 け、さ らに持 ち物 検査.ボ デ ィー チ ェ ック等 を うけ ますe通 門管 理 員 に質 問 され た ら 「JATAC」

と応 え る。 そ の後 、村 内 ゲ ー トを通 り入 村 す る。

(5)フ ィ ッ トネス セ ン ター棟 の位 置

西 ゲ ー トを通 り、 村 内 ゲ ー トを通 り左 側 少 し戻 る。

(6)ス タ ッフ受付 ・

フ ィ ッ トネ スセ ン ター棟 内 の受付 ・事 務 室 に氏 名 を告 げ挨拶 を交 わ しマ ッサ ー ジ ル ーム に入 る。

(7)ミ ー テ ィン グ

7=30に は 当 日の ス タ ッフ全 員集 合 して、7:4⑪ ミー テ ィ ング{自 己紹 介 等)を 行 う。 各 自 の体 調等 、 事前 に知

らせ てお きた い事 項 は遠慮 せず 話 し合 って お き ま しょ う。

(君)要 員 カ ー ド

アADカ ー ドは、 選 手 村 で 業務 す る際 は、必 ず 目立 ちや す く携 帯 す る こ と。{首 に か け る。)

イADカ ー ドを紛 失 した場 合 は 、 直 ち に紛 失 届 け を 出 し再 発 行 の手 続 き を行 って 下 さい。 但 し再 発行 に数 日か か

ります の で紛 失 しない よ う 自己管 理 しま し ょ う。

(9)業 務 開始

ア8:00に は必 ず 業 務 を開始 しま し ょ う。(時 間厳 守)

イ 言 葉 は通 じ難 い か も しれ ませ ん が 、 笑顔 で 「グ ッ ドモ ー ニ ング」 とは っ き り分 か りや す く挨 拶 をか わ しま し よ

う。

ウ 施 術 の記 録 は必 ず 備付 け の施 術 録 に 記 入 して 下 さい 。

工 通 訳 ボ ラ ンテ ィ ア も不 足 気 味 との こ とで す 、 蛭 間 会 員 を中 心 に全 員 で 知 恵 を 出 し合 い.出 来 るか ぎ り選 手 と コ

ミニ ュ ケー シ ョ ンを取 り合 い ま し ょう。

オ 言 葉 の難 し さは あ ります が 、 イ ン フ ォー ム ドコ ン セ ン トを しっか りお こ な い、 選 手 に正 し く理 解 を して も らい

施 術 を行 い ま し ょ う。

{10)予 約受 け付 けお よ び調 整

フ ィ ッ トネ ス セ ン ター の 受 付 ・事 務 室 に て 予 約 を受 け付 け.当 日の チ ー プ トレー ナ ー と調 整 す る 。{当 日の チ ー

フ トレー ナ ー は、 予 め 「編成 表 」 に よ り決 め て お きます の で お 願 い します 。)(最 終 の 施 術 受付 は21=30と す る}
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(11)サ ー ビス 内容

ス ポ ー ツマ ッサ ・一ジ テ ー ピ ン グ ア イ シ ン グ 温 熱療 法

ス トレ ッチ ン グ ア ス レテ ィ ツ ク トレー ナ ー と して の相 談 ・指導

楽 上 記 は 、選 手 と十 分 な コ ミニ ュ ケー シ ョ ンの もと施術 を行 うこ と。

豪 マ ニ ュ プ レー シ ョンは 、原 則 行 わ ない こ と、選 手 か ら要 望が あ っ た際 は 、十 分 説 明 し理解 を得 る こ と。

(12)昼 食 お よび夕 食

ア 昼 食 お よび夕 食 は、 用 意 し ます の で フ ィ ッ トネス セ ン ター棟 内 の 受付 ・事 務 室 ま た は 要員 控 室 で受 け 取 り、 要

員 控 室 も し くはマ ッサ ー・ジ ルー ム 内で 食 べ て 下 さい.

イ 要 員控 室 は 、多 くの要 員が 使 用 します の で 、互 い に譲 り合 い上 手 に使 用 して くだ さい"

(13)業 務 日誌 お よび管 理 記録 簿

業 務 日誌 お よ び管 理 記録 簿 を備 え てお き ます の で.必 ず必 要事 項 は 記 入 し、で きる か ぎ り詳 し く記 入 して 下 さい 。

(14)機 器 お よび材 料 の点 検

機 器 の 点検 、材 料 不 足分 の補 充 等 を行 い 、 備 品 台帳 に記 入 し、 後片付 け を行 う。

{15}退 勤

ア22=00施 術 終 了 ス タ ッ フ全 員 で 整 理 、 整 頓 、 清掃 を行 い 、 フ ィ ッ トネ ス セ ン ター棟 内 の受 付 ・事 務 室 に退 勤

の 挨 拶 を し、 フ ィ ッ トネス セ ン ター を 出 る。

イ す み や か に 西 ゲ ー ト通 門 管理 室 に行 き、 ユ2=30退 村 す るe

(16}そ の 他

ア 更 衣 、 休 憩 、 食 事 は、 マ ッサ ・一ジ ル ー ムか 、 要員 控 室 を利 用 す る こ と。 貴 重 品 は コ イ ン ロ ッ カ ーが あ り ませ ん

の で 自己 管 理 す る こ と。

イ フ ィ ッ トネ ス セ ンタ ー棟 内 は 、 全 て禁 煙 で す 。指 定 された 場 所が あ るの で 指 定場 所 の みで 喫 煙 の こ と。

ウ ス タ ッフが 利 用 で き る施 設 は次 の施 設 で す.

原 則 的 に 有 料 施 投(売 店 等)は 利 用 で きます 。 無料 施 設(ト イ レ以 外)は 利 用 で き ませ ん。 利 用 の瞭 も、 選 手 、

役 員 に迷 惑 にな らな い よ う注 意 しま し ょ う.

エ み だ りに選 手 、役 員 にサ イ ン を求 め た り、写 真 を撮 っ た りして は い け ませ ん。

オ 受 付 お よび警 備 員等 に 質 問 され たな ら.フ ィ ッ トネ ス セ ン タ ー棟 内 の マ ッサ ー ジ ル ー ム、JATAC・ ア ス レテ ィ

ッ ク トレー ナー と答 え ま し ょ う。

力 選 手 村 内で フ ィ ッ トネ ス セ ン タ ー外 に 出 る 際 に は、JATACマ ー ク{12平 方 セ ンチ メ ー トル 以 上 の 物)は 、見

えな い よ う配 慮 す る こ と。

キ フ ィ ッ トネ ス セ ン ター 内 に は 、長 野 五輪 会{過 去 才 リ ン ピ ック 出 場者)、 ミズ ノ社 員等 が 入 り ます の で 、 コ ミ

ニ ュケ ・一シ ョ ンを と り活動 し ま し よう。

ク 移 動 可 能 な機 器 お よび トレー一ナ ーキ ッ ト等 は、 収 納庫 に保 管 す る こ と。

ケ 持 ち物 は.上 履 き、 バ ス タ 才 ル3枚(大 きめ の もの)、 フェ イ ス タ オ ル{ト レー ニ ン グ機 器 の汗 拭 き用)、 筆

記 用 具(ボ ー ルペ ン)

3.ト ラブル発生の予 防お よび対応 ・処理

(1}ト ラブルが発生 しないようスタッフ全員、最大限の努力をする。

ア 言葉が うまく通 じに くい場合に、 トラブルが考えられますので、この場合は、通訳の派遣 を依頼する。(フ ィ
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ットネスセンター棟内の受付 ・事務室)

イ 施術の前にインプォーム ドコンセン トを十分行 う.

ウ 施術中の選手の貴重品は、選手用コインロッカーに入れてもらうか、選手自身に自己管理 してもらいましょう。

(手に持たせておく)

エ アイシング時は凍傷等に十分注意 しましょう。

オ 温熱療法時は、常に注意を払いましょう。(温 度 ・強弱)

カ スポーッマッサージは、選手とコミニュケーションをとりながら施術を行う。

キ マニュプレーションは、行わないこと。{特 に脊椎〕

ク テービングは、選手の要望により、選手が納得するよう行 う。中途半端なテーピングはやめましょう。皮膚 に

直接のテーピングは避けましょう。剃毛は原則 しないこと。

ケ 塗布軟膏およびハ ップ剤(冷 ・温}は 原則使用 しない。テーピング時のワセリンは例外とする。オイルマッサ

ージを要望された際は本人持参オイルに限る。

ゴ 選手のプライバシーを守ること、施術中および施術後とも十分注意を払 うこと。

サ 温熱療怯等の機器の電源の確認(使 用時以外は必ずスイッチを切ること。}を して下さい。

{2)ト ラブル発生時の対応

ア 施術を受けた選手が、負傷又は体調不良の苦情、 トラブル等が発生したときは、施術者が自己責仕 を負 うが、

スタッフ全員で協力 し対処する。

イ 通訳{蛭 間会員以外)の 派遣をフィットネスセンター棟内の受付 ・事務室に依頼 し出来るか ぎり速やかに解決

をはかる。

ウ フィットネスセンタ・一棟内の受付 ・事務室に報告 し指示に従う。

工 施設運営管理者に報告し指示に従う。

オ 火災等の発生時は、直ちに消火活動を行 うとともに消防事務室に通報するφ

崇賠償保険に加入致 します⇔

4.取 材 お よび視察 に対する対応

ω 選手のプライバシーは、絶対に守ること。

(2}マ スコミ等の取材には、原則チーフトレーナ・一が対応すること。

(3}施 術中の視察又は、マスコミの取材は、原則拒否 し選手の了解のもと対応する。

(4}取 材に対 し対応者は、責任ある発言と、責任ある行動をすること。

5.PRお よ び イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

選 手 村 内 の 主要 箇 所 に 、マ ッサ ー ジ(ト レー ナ ー}ル ー ム の 、PRお よび イ ン プ ォー メ イ シ ョン用 のパ ンフ レ ッ トを用

意 す る。 日本 語用 と英 語 用 の2種

6.そ の他

JATACの 会員 として職務を自覚 し、選手が最高のコンディショニングで競技に参加できるよう 「力」を結集し最善を

つ くしましょう。
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資料2

オ リンピ ック村内における トレーナーの配置 について

1.村 内 のサ ー ビス に つ い て

オ リ ン ピ ッ ク村 内 で は 、 日常 生 活 や食 事 ・ トレー ニ ン グ等 、 で き るだ け多 くの サ ー ビス を準 備 し、 選 手 の意 志 に よ

って 、 い ろ い ろ な メ ニ ュ ー か ら自分 の 受 け たい サ ー ビス を選 択 す る こ とが で き る体 制 を 整 え る。 特 に 、 最 高 の コ ン

デ ィ シ ョ ンで 、 競 技 に 臨 む こ とが で き る よ う な サ ー ビス を提 供 す る こ とが 大 切 で 、 トレー ニ ングサ ー ビ スの 充 実 が

重 要 で あ る。

2.ト レー ニ ングサ ー ビス につ いて

村 内 の フ ィ ッ トネ ス 七 ン ター に は 、 各 樋 の トレー ニ ン グ機 器 を備 え、 ス トレ ッチ運 動 や 、筋 力 トレー ニ ング等 で 自

由 に利 用 す る こ とが で き る トレーニ ング ル ー ム と、 ま た 、疲 労 回復 等 に利 用 で き るサ ウナ を備 え る計 画 で あ る 。 さ ら

に.選 手 が 筋 肉 トレー ニ ン グ終 了 後 、す ぐそ の場 で 疲 労 を解 消 す るた め に 利 用 で きる 、 マ ッサ ー ジ ル ー ム を設 置 す る

もの で あ る。

3.ス ポ ー ッ トレーナ ー の 配 置 につ い て

ス ポ ー ツ トレ ー ナ ー の 存在 は 、 近 年 、 選 手 に と って は 、 非 常 に重 要 な役 割 を担 って い る 。 選 手 の 健康 管 理 や傷 害 予

防 、 筋 肉疲 労 へ の 早期 の 対 応 及 び体 力 トレー ニ ング ・コ ンデ ィシ ョニ ン グ を行 い 、体 調 維 持 や 、競 技 成 繍 の 向 上 に ほ

か か せ な い もの とな う て い る。 しか し、 オ リ ン ピ ヅク 大 会 に参 加 す る 選 手 団 の 中 には 、 選手 団 規 模 が小 さ く、 トレー

ナ ーが 同行 で きな い ケ ー ス も多 い 。 才 リ ン ピ ッ ク村 で は 、 そ れ ら トレ ーナ ー を連 れ て 来 る こ とが で き な い選 手 団 に対

して も、 きめ細 か な サ ー ビ ス を提 供 して い く こ とが 大切 で あ り.い つ も リ クエ ス トに 応 え ら れ る よ う に準 備 して い く

もの で あ るφ そ の た め 、 選 手 の コ ン デ ィシ ョ ンの維 持 に 利 用 され る オ リ ン ピ ッ ク村 の フ ィ ッ トネス セ ン ター に ス ポ ー

ツ トレー ナ ー を配 置 す る もの で あ る。

4.JATACに ーつい て

JATACは 、 長 野 オ リン ピ ッ クの ボ ラ ンテ ィ ア登録 団 体 で あ り、 ス ポ ー ツ トレー ナ ー の研 修 を終 了 した者 が 会 員 と な

っ て い るeス ポ ー ツ トレー ナ ー の実 績 と して は 、96年1月 に 、 長 野県 体 育 協 会 か ら、 国民 体 育 大 会 冬 季 ス ケー ト大 会

に トレー ナ ー の 派 遣 要 請 を受1ナた の を皮 切bに 、 以 後 の夏 季 大 会 、 秋 季 大 会 に 、長 野 県 選 手 団 の ス ポ ・一ツ トV一 ナ ー

と して、 選 手 に 同行 してい る。

5.サ ー ビス 内 容

オ リ ン ピ ッ ク村 で は、 上 記 の 理 由 の と お り、小 さな選 手 団 に対 す るサ ー ビス と して 、 スポ ー ツ トレー ナ ー を配 置 し、

選 手 か らの'Jク エ ス トが あ った 場 合 に応 じら れ る体 制 を撃 備 す る もの で あ る 。 そ の トレー ナ ー は 、 長 野 オ リ ン ピ ック

大 会 の 団 体 ボ ラ ン テ ィア と して 登 録 してあ り、長 野 県体 育 協 会 か らの 要 請 に応 え 、 国 体 の 長 野 県 選 手 団 の トレー ナ ー

と して 同行 して い る実 績 の あ る、JATACを ボ ラ ンテ ィア と して 受 け入 れ る もの であ る。 なお 、 フ ィ ッ トネ ス セ ン ター

で 行 う トレー ナ ー と して の サ ー ビ ス内 容 は 、選 手 の 健 康 管 理 や 傷 害 予 防 、 疲 労 回復 へ の 早期 の対 応 、 及 び体 力 ト レー

ニ ン グの 指 導 ・助 言 、 コ ンデ ィ シ ョニ ン グ の た めの ス ポ ー ッマ ッサ ー ジ ・ア イ シ ン グ ・テ ー ピ ンダ 等 を 予 定 して い る

もの で あ る。
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第18回 長 野 冬 季 オ リ ンピ ックにお け る

アス レチ ック トレー ナ ー の活 動(2)

一 オ リ ン ピ ック村 の トレー ナ ー ル ー ム利 用 状 況 調査 一

原 和 正1、 蛭 問栄 介2

ZJATAC長 野(原 整骨 院)
、2大 阪国際大学

A山leticTrainersActiΨitiesofl8thWinterOlympicGameinNagano(Report2)

-Th己resu正tsofth已rapenticactivitiesintheOlympicvil]ag¢ 一

KazumasaHARA」andEisukeHIRUMA2

「JA工AC崩G翔VO(naraS「e
JkkotuClinicノ!05昂k且 血 吻 』`加alUmJvefsity

Abstract

Tw。 血undredsixty-nineathletesandaccompanists(577t。 ⑳ 血omfifty・ ・fourcountriesa。ceptedtreatments丘om

athletictrainers{加rin呂the18thWilnt巳rOlyrnpicG且m{Isheldin]Nagano.Recordswereoblai血edfbrtreatmel1ls

proΨi"ed,tncludingth¢athlete'scou皿try,sport,andtreatmentprovided.Mostof血etreatmentsw巳 祀providedto

血ighs(242%)andshoulders(24.1%).Sper帖 」i皿clildedbobsled(22.9%),figureskatn呂(112%),iceskating(1L2%〉,

andspeedskating(103%).Trealedathlet¢sreprese血tedKaza㎞3lan(10、O%),Japa皿(9.3%),㎜dCa皿ada(8.2%),

Resultsfromquestionnair巳Eob岨in{:,dfromvisitors曲owed山atapproximaleiy90%we爬satisfiedwi山th已lr¢atment

l虐ctmiquesandcommunicatton5.

KeyVVords'NAGANOVVinterOly叫7icGameで 長 野 冬 季 オ リン ピ ブ クノ 、

AthleticTiW'nersActivities(ア ス レ チPtクFレ ー ナ ー 活 動,

(J.SportSci.0副eo.Th¢r乱1②:145452,March,200e)

1.ま えが き

筆者は、1998年 エ月24日 か ら2月22日 まで第18

回長野冬季 オ リン ピックにアス レチ ック トレーナー

と して参加 した自 トレーナールームは、オ リンピッ

ク参加選手お よび役員 を対象 に、長野市今井 にある

オ リ ンピック選手村 の フィッ トネス棟 内に開設 され

た。 トレーナールームの設置 はオ リンピックの歴史

上 のなかで最初の試み であ り、長野 オ リンピック組

織委員 会(NAOC}の 特別企画の ひ とつであ った。

また、フィ ッ トネス棟 に隣接 して内科お よび外科専

門の医師、理 学療法士 、薬剤 師、お よび レン トゲ ン

技 師が常駐 するメデ ィカルセ ンター も設 け られた。

この トレーナールーム設置 の目的は二つあ った。 ひ

とつは、競技 レベルの向上 に ともない、 よ り頻繁 に

発 生 しやす くな っているスポー ツ障害 の予 防、 また

すでにス ポーツ障害 をかかえる選手が ベス トの状 態

で競技がお こなえる コンデ ィシ ョニ ング を整 え るこ

とにあった。 これは、各 国選手 に同伴 して選手 を指

導 するコーチ、選手 の負傷 やスポーツ障害 に対応 す

るメデ ィカルの専 門家 、および コンデ ィシ ョンの 専
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門家 と協 力態 勢 をとって選手 をケ アする ことであ っ

た。 もうひ とつは、財政 的問題か らメデ ィカルの専

門家 を帯 同出来ない国々の選手 に対 するケ アであっ

た。 この トレーナ・一ル・一ムは、 か 一リング競技 参加

者 のため の分村(軽 井沢)に は、設備 とア スレチ ッ

ク トレーナーの不足 か ら設置 され なか ったσ

2.活 動 と意義

トレー ナールームでお こな った活動 を以下 にまと

めた。(図1お よび図2)特 にアス レチ ック トレー

ナーの役割 は普段 の練習 か ら選手 や コーチ と一緒 に

行動 しなが ら、出来 るだけ良い コンデ ィシ ョンで練

習や試合 に臨 める ように、選手 の コンデ ィシ ョンを

把握す るこ とにある。 さ らに、負傷 やスポー ツ障害

発生 を予 防す るため にテー ピング、基礎 体力向上 の

トレーニ ング、お よび負傷 やスポーツ障害の リハ ビ

リテー シ ョンを選手 にお こな うことで ある。今 回は

各国 を代 表す る トップアス リー トに対 する とい う点

と、 オリン ピック とい う他 とは比較 にな らない重要

性 を持つ スポーツ大会で の対応 とい う点で、 また、

アス リー トたち と全 く初対面 とい う点 か ら毎 日が普

通以上の 緊張 の連続で あった。 反対 に、選手 も我 々

のマ ッサ ージやテー ピング に慣 れていないので、最

初 は戸惑 い もあった と考 え られ る。 また、言葉の面

では旧ソ連圏 といわれる国の選手たちには、英語だ

けでは不 十分 であ り、ジェスチ ャーで コミュニケー

シ ョンをとる苦労 もあ った。

図3は 、 トレー ナールームでのケアの一連の流れ

を示 してい る。最初 に来室 した選手は、 カルテに必

要事項 を記入 し、問診 によ リコンディシ ョンのチ ェ

ックをうけ る。通訳 をかね た トレーナーが このチ ェ

ックを担当 し、その状態 を他 の トレーナー に説 明 し、

トリー トメ ン トが開始 され る。 この とき、選手、役

員 、あるいはコーチにこれか らお こな うマ ッサージ、

テー ピング、お よび トリー トメン トについて説明 し、

イ ンフォ・一ム ドコンセ ン トをお こなった。 トリー ト

メ ン ト中は、選手 とコ ミュニ ケーシ ョンを と り、マ

ッサ ージやテー ピングの状態 を確認 し、強度 を調節

★1.選 手 の健 康 や パ フ ォ ー マ ンス に 影 響 を及 ぼ

す 障害 の 予 防

★2.選 手 の外 傷 や 障 害 の 管 理

3.選 手 の健 康 管 理 に 関 係 す る カ ウ ン セ リン グ

a.栄 養

b.ス ポ ー ツ心 理

★c、健 康 習慣 指 導

注:★ は長野審季 オ1」ンビ ックの トレーナールーム

でお こなった活動

図1ア ス レチ ック ・トレーナーの役 割

・コ ー チ との ミー テ ィ ン グ

・テ ー ピ ン グ

★ ・障 害/外 傷 の チ ェ ッ ク

・コ ンデ ィ シ ョニ ング

★ ・ ト リー トメ ン ト:マ ッサ ー ジ 、 ス トレ ッチ 、

ク ラ イ オセ ラ ピー 、低 周 波 、 ホ ッ トパ ック

・水 分補 給

★ ・医 師 や コー チ との連 携

★ ・テ ー ピ ン グ

注=★ は長野冬季 オリン ピックの トレーナー

ル ームでお こなった活動

図2ア ス レチ ック ・トレーナーの スポーツ

現場 にお ける役割

1)予 約{ト レーナ ー ル ー ム)

2)ト レー ナ ール ー ム ・シー トの 記 入

3}問 診:来 室 の 目的 、練 習 ・試 合 予 定 、

体 調 、一 般 症 状 、傷 害/既 往 歴

4}身 体 テ ス ト;可 動 域 、 筋緊 張 、

打 撲 痕(メ デ ィ カル セ ンタ ー)

5)ト り一 トメ ン ト1メ デ ィ カ ル セ ンタ ー

6)身 体 テ ス ト

7)再 来 室 の 要 請

8)ト リー トメ ン トシ ー トの 作 成

(体 調 の 報 告 、具 体 的 な 団一トル トの 内容}

図3ト レーナール ームの流 れ

した。 トレーナーや利用 者の人数の都合上、一・入30

分 にケアの時 間を限定 した。 その ため、1回 の トリ

ー トメン トで は不十分 な場合 も多 々あ り、再度来 室

する ように指示 を したケー・ス もあった。

長野オ リンピックには、72ヶ 国か ら3、212名 の選

手 ・役員が参加 をしていた。 白馬村 などのホテ ルに

宿泊 している選 手 ・役員 を除 く約2,500名 が、 開村

された1月24日 か ら閉会式3日 後の2月25日 まで

33日 間、長野市 今井の オ リ ンピ ック選 手村 に滞 在

してい た。 尚、選手 は、競技種 目の 日程 にあわせ て
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入村 し、又世界大 会 を間近に ひか えた フィギアスケ

ー トの選手 やシーズ ン途中の プロの アイスホ ッケー

選手 は、閉会式以前 に退村 していた。

初 日の1月24日(土)午 後か ら他の3名 のアス

レチ ック トレーナー とい っ しょに トレーナール ーム

内の アレンジメン トと用具の準備 を した。マ ッサー

ジベ ッ ド3台 、冷凍庫'台 、FF式 ス トーブ1台 、

低 周波治療機{ホ ッ トパ ック付)1台 、 ビューテ ィ

ーモ ア(エ アーマ ッサ ージ)2台 、クーラーボ ック

ス1個 、お よびテ・一ピングなどの トレーナーキ ヅ ト

2個 を配置 したeさ らに、風邪 な どの予 防のために

加湿機1台 をセ ッ トした。 そ して、今後 の選手への

対応 や手順 をお互い に再確認 し、時問の余 裕 を見 て

選手村 内の見学 に も出かけた亘選 手村 開村 初 日のた

め、この時点で入村 しているのは主に各国役員で30

名程度であ り、その 日の来室者数 は3名 と少 なか っ

た。

最初の1週 間(才 リンピック開始2週 間前}の ト

レーナ ールームの利 用者数 は計79名 で、各国の役

員がほ とんであった。彼等 は、 これか ら入村す る選

手 のため に、 オリンピ ック村内の状況 、競技施設や

トレーニ ング施設の状況 、長野市 内や競技場へ のア

クセス などを把 握 し、選手 の入村の準備 を していた。

この時点での入村者数は、約300人 程度 と最終入村

者数の1割 弱であった。

才 リンピック開催1週 間前か ら開催 までの7日 間

(2月1日 か ら2月8日)に なる と選手 の入村が多

くな り、約2,000名 と選手村 も賑 わいをみせ ていたe

しか しなが ら、上記 の よ うにオ リンピック最終 日近

くに出場の選手は、 コ ンデ ィシ ョンを整 えるために

才リン ピックが開催 され てか らの入村 とな った。 こ

の期 間の トレーナールー ム利用者 は、2e2名 でほ と

んどが 選手 であoた 。特 に、 オリンピック2日 目か

ら競技が 開催 され る、 ス ピー ドスケ・一ト選手の利用

が多 くみ られた自

30日 間の期 間に、延 べ577名 の オ リンピック参

加 の選手 ・役員が この トレーナールームで ケァをう

けた。 才iJン ピック開催 か ら最初 の1週 間の利用者

数は、約133名 で1日 の延べ人数が19名 であった。

さらに、最終 日までの1週 間は115名 とやや減少 し

た。

表1は 、第Z8回 長野オ リンピ ックにお ける トレ

ー ナールーム を利用 した選手 ・役員 の人数 と男 女比

である。男性 は196名 で、女性 は83名 であ り、そ

の うち選手 はそれぞれ144名 と70名 で あった。

トレーナールーム利用 者 を年 齢別に表 わ してい る

のが表2で あ る。年齢別では、21--25歳 と26～30

歳がそれぞれ88名 と77名 であ り、当然の ことなが

らほ とん どが 選手であ った。選手以外 の7名 は、各

国 の トレーナー(理 学療法士.マ ッサー ジ師)あ る

いは各 チームのiJ'一 ダーがほ とん どで、 トレーナ ー

ルームの施設 チ ェ ックや トレーナ ーテクニ ックの下

見 が利用 の 目的 であ った。36歳 以 上の利用者 は ほ

とんどが役 員であ ウた。 これ は.選 手村が 開村 した

1月24日 か ら1月31日 までの1週 間は、上記 のよ

うに選手 に先立 って入村 した各国 の役員が 、 トレー

ナールームの状況(設 備 、プラ イバシー)や トレー

ナーの資質 をみ るた めの体験 に訪 れたためであウた。

これは、各 国 とも数名 の トレーナーを帯 同 している

が 、物理的 に トレーナーの人数が不足す るため、彼

等 として も積極的 に利用 したい と考えていた と思わ

表1ト レーナールー ム利用者数(性 別)

選 手 役 員 合計

男144(77.4%)42(22.6%)186

女70(84.3%)13(15.7%>83

合計214(ア9.6%}55(20.4%)269

衷2ト レーナールーム利用者数(年 齢別)

選 手 役 員 合 計

20歳 以 下

21-25歳

26-30歳

31-35歳

36-40歳

41-50歳

51歳 以上

不 明

4

7

1

1

1

4

0

6

2

轟0

7

2

0

1

6

1

6

3

7

1

1

貞と

24

88

77

32

7

27

7

7

合 計 214 55 269
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れ る。特 に、 この期 間は我 々アス レチ ック トレーナ

ーのテ クニ ックを観察 されていたため
、各 トレーナ

・一とも緊張 していた。

表3は トレーナールーム を利用 した選手 ・役員 を

国別 に表 わ しているe参 加72ヶ 国中54ヶ 国の選手 ・

役員 が トレーナールー ムを利用 した。利用者の多か

った国は カザ フス タン27名 、日本25名 、カナ ダ22

名 、アメ リカとス ウェーデ ン14名 、お よびハ ンガ

リー一とロシアがそれぞれ10名 であ った。特 に、 カ

ザ フスタンの団長 やチー フ トレーナー、 カナダの ト

レーナー お よびスウェーデ ンの競技役 員は我寿の技

術 を高 く評価 してお り、積極 的 に トレーナールーム

の利用 を選手 に薦め ていた。 また、アゼルバイジ ャ

ン、 アン ドラ、モ ナコ、イ ランな どの ように参加 人

数が少な くトレー ナーを帯 同で きなか った国の選手

の利用 も見 られた。そのほか、イ ラクのスキー選手、

モナ コの ボブス レーチ ーム、映画の 「クールランニ

ング」 で有 名 にな ウた ジャマ イカのボ ブス レーチー

ムや同 じく中南米 のバー一ジン諸 島や プエ ル トリコの

ボブス レー選手、あ ま り聞 き慣れ ない アン ドラのス

キーの選手 あ るいは役 員 たちの利用 もを含 めあわせ

る と、オリンピック参加72ヵ 国の内54ヵ 国の選手 ・

役員が トレーナールー ムを利用 した。

この施設 は、選手 の宿 泊施設 と同 じように唯一、

マ スコ ミな どの報道 関係者 の入室が禁止 されていた。

さ らに、選手 や役員 に よるカメ ラや ビデ オの撮影 も

禁止 されて ヤきたが、 トレーナールーム をライバ ルの

選手た ちが共有 して利用 している とい う点で、 さら

に特別な配慮 を必要 とす る場面 もあった。例 えば、

中国 のエ ア リエ ル女子 選手 のNANNANとDAN

DAN選 手 は昨年の世 界大 会で優勝 してお り、今 回

も優勝 の最有力選手であ った。彼 女 らは、冬季 オ リ

ンピックにおけ る中国最初 の金 メ ダル候補 として、

体操競技 選手 か ら選ばれ注 目を集 めてい た。前 回 リ

レハ ンメ ル オ リン ピ ックで エ ア リエ ル優勝者 の リ

ナ ・チ ェル リャンソワ(ウ ズベ キス タ ン)と の予約

が重 な り、会話や トリー トメン ト部位 をお互い に知

られない ようにする ため にカーテンで仕切 り、税密

表3ト レーナールーム利 用者数(国 別)

カザフスタ ン27

日本25

カナダ22

ア メ リカ14

ス ウェーデ ン14

ハ ンガ り一10

ロ シア10

ルーマニ ア9

フラ ンス9

ドイツ8

ギ リシャ8

オース トリア8

イ タ リア7

ベ ラルー シ7

ボスニアヘルツ ェゴビナ6

ノル ウェー6

フィンラン ド5

チ エコ5

ウクライナ5

ス ロベニ ア4

台湾4

バ ー ジニアアイ ラン ド4

デ ンマー ク3

エス トニ ア3

中国3

ポーラ ン ド3

ニ ュージーラン ド3

プエル トリコ

イス ラエル

ジ ャマイ カ

チ リ

マケ ドニ ア

オース トラ リア

ス イス

ペルギー

グァテマ ラ

ア ン ドラ

アゼルバイ ジヤン

ブラ ジル

アイスラ ン ド

アイル ラン ド

モル ドバ

モナ コ

オ ランダ

南 ア フ リカ

ウズベ キス タン

アル メニ ア

イ ラン

クロアチ ア

ブル ガ リア

キプロス

ス ロバキ ア

リ トアニ ア

を守 るのに気 をつか った。NANNANは 準優勝 の好

成績であったが、DANDANは 優勝 を狙 うために女

子で は誰 も出来 ない大技 に果敢 に トライ したが残 念

なこ とに着 地 に失敗 し、大怪我 を して翌 日には車椅

子で中国に帰 国 して しまった。

表4は 、 トレーナール ーム利用者 を利用 回数別 に

示 している。269名 の利 用者の内、178名(66.3%)

が1回 であるが 、6名(22%)が6～9回 利用 して

いた。 さらに、7名(2.6%)は10回 以上利用 して

表4ト レーナー ルーム利用者 数(回 数別}

利用回数 人 数
1回

2回

3回

4回

5回

6-9回

10回 以上

1フ8

38

20

10

10

6

ア

(66.3%)

(14.1%)

(7.4%)
(3.7%)

(3.7%)
(2.2%)

(2.6%)
合 計 269 (100.0%)
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お り、 このなかには14回 あるい はIS回 も利用 して

い る選手 も含 まれて い る。 これ は、30日 問の トレ

ーナー活動 期間で約2--3日 に1回 の割合 で利用 し

ていたことに なる。

表5は 、 トレー ナールーム利用選手の競技種 目を

示 している廿 ボブス レー49名(22.9%}、 フ イギ

ァ スケー トとアイス ホ ッケ ー24名(11.2%)、 ス

ピー ドスケー ト22名(10.3%)、 お よび アル ペ ン

ス キー-21名(9、9%}が それぞれ全利用者の1割 以

上 であった。選手村 か らアルペ ン会場 の 白馬 まで は

約1時 間かかるので 、スポ ンサ ーの付いている有名

なアルペ ンスキ・一ヤー(例 え ばク リス、チ ヤン ・マ イ

ヤ ーやアルパー ト ・トンバ)お よび原田や船木 な ど

の 日本 ジャンプチー ムは、 白馬 に独 自の宿泊施設 を

確保 してお り、競技終了後あ るいは表彰式のために、

選 手村 に宿泊する程度 であった。 この ようにいろい

ろな競 技 選手 に対応す るため 、それぞれの競技特性

と 日程 も考慮 して トリー トメ ン トをお こなわなけれ

ば な らず、選手 との コミュニケー シ ョンが重 要であ

った。 ボプス レ・一とア イスホ ッケーの選手は、 トレ

ーニ ングや試 合に よる疲労 を軽減す る目的で利用 し

てい る選手がほ とん どであ った。 しか し、来 日2週

間前 に膝 の手術を して トレーナールームに きたアイ

ス ホ ッケー選手は、練習や トレーニ ング前後 に必 ず

トレーナールーム に よ り、アイシ ング、マ ッサ ー ジ

お よびテー ピングな どのケア を受け なが ら、決 勝iJ

一 グに出場 し、プ レー を完遂 してい た.ま た、 フィ

ギアスケー トやエ ア リエルの選手 は、腰や膝 に慢性

の スポ・一ツ障害 をもつ選手が多か った。 さ らに、 オ

リンピック期間中に負傷やス ポーツ障害 を して トレ

・一ナ ールー ムを訪 れ る選手 も少 な くなかった。 これ

らの選手 には、マ ッサ ージだけでな くア イシ ング、

テー ピング、 さらに固定 な どもお こなった。

表6は トレーナー ルーム利用者 のケア を身体 の部

位 別 に示 している。 これは、 トレーナールーム来室

時 に利用者が特 にケア を希望 している部位(す なわ

ち痛 み やは りのあ る部位 〉で あ り、腰 背部174名

(16.0%)、 右肩関節 と右大腿部131名(12.2%)、

表5ト レーナール ーム利用者(部 位別)

部 位 人 数

腰背部

右肩関節
右大腿部

左大腿部

左肩関節

頸 部

右下腿郎
左下腿部

左足関節

右足関節
左膝関節

右膝関節

右手関節
左股関節

左手関節
右股関節

174(16rO%)

131(12.2%}

131(12.2%)

129(12.O%>

128(11.9%)

107(9.9%)

90(臼.3%)

89(呂.2%)

2ア(2、5%}

26(2.4%}

20(1.9%}

20(1.9%)

2ω.2%)

2(O.2%)

1(O.1%)

1(e.1%)

合 計 107S(100.%)

表6ト レーナール ーム利用 者(競 技別〉

競 技種 目 人 数

ボ ブス レー

フィギア スケー ト

ア イスホ ッケ ー

ス ピー ドスケー ト

ア ルペ ンスキー

エア リエル

ク ロスカ ン トリー

バイアス ロン

リュージュ

モ ーグル

ス ノーボ ー ド

カー リング

シ ョー トトラ ・ンク

ノル デ ィック複合

49(22.9%)

24(11.2%}

24(11曜2%>

22{10.3%)

21(9.9%)

14(6.5%>
-13(6

.1%>

11(5.1%)

11(5.1%)

9(42%}

呂(3,7%)

4(1.9%)

3(1.4%)

1(O.5%}

合 計 214(100』%)

左大腿部129名(12,0%)、 お よび左肩関節128名

(11.9%〕 であ った。 また、左右 を合計 す る と大腿

部260名(24.2%)お よび肩関節259名(24.1%)

であ り、全 体の半分 を占めてい る.さ らに、近年開

発 された スラ ップスケー}(外 国ではス ケー トを し

てい るときにコツコツと昔 がす るため クラ ップスケ

ー トと呼 んでい る)を 使用 してい るス ピー ドスケー

トの選手 には、下腿三頭筋の硬縮(は り)が 多 く見

られ た自 これは、従来の スケー トシューズでは足全

体で氷 を押 してスケー トしているので、大腿筋群(ふ

ともも)の 疲労が多 く見 られたが 、スラツプスケー
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表7ト レーナ ール ーム を利用 した選手 ・役員の満足度

大変満足 満足 普通 やや不満 不満足 無回答 合計

質 問1123(56.7%)

質 問21ア8(82.0%}

質 問3139(64.1%)

質 問4110(50,7%)

質 問511.7(53,9%)

質 問6184(84.8%)

ア1(32巳7%)

37(T7.1%)

67{30,9%)

74〔34.1%)

ア臼{35,9%)

31{14.3%〉

22(10.1%)

2(O.9%)

ア{3、2%)

26{12.O%)

15{6.9%}

1〈O.5%)

1(O.5%)

0{O、0%)

o{o.o%)

4(1.8%)

4(1.8%)

1(O.5%}

O(O.O%)O(O.0%)21ア

O(O.O%)O(0.0%〕217

0(O.O%)3(1.4%>21ア

3(1.4%>O(O.O%)217

0(0.0%)3(1.4%)21フ

O(O.0%>O(O.O%)217

トで は 以 前 よ り足 首 を 使 っ て 氷 を蹴 る た め に 下 腿 三

頭 筋(ふ く ら は ぎ}が 疲 労 し や す くな っ た た め と 考

え られ る 。

ま た 、 我 々 の ア ス レ チ ッ ク ト レ ー ナ ー 活 動 を 向 上

させ る た め に 以 下 の よ う な ア ン ケ ー ト調 査 を 実 施 し

た 。(Question-1(質 問1)か らQuesti。n-6{質

問6〕 は5段 評 価 で 回 答 さ せ た 。)

Qu¢ 帥i。n-1:H。wgoodis血e画ner1訂o・m?

Qllestion--2=H。wcleaniSthetrainer'sr。 。m?

Question-3=「WhatdoyouthinkabOut血ete{}hnique

ofmassag{∋?

Question-4=珊hatdoyout血i血kabout血elirneof

caSFe?

Question-5=Wl]atdoyouthi皿kofthe

communi¢atio血?

Question-6=Howgoodistheservioe?

Question-7:Who〔1㏄3血 ¢ma闘a呂einyourCOUIItry?

Question--8:Whomakesyeurce皿ditieningPla皿?

表7は 、 ト レ ー ナ ー ル ー ム の 満 足 度 に 関 す る ア

ン ケ ー ト結 果 で あ る 。 質 問1の ト レ ー ナ ー ル ー ム の

雰 囲 気 と 質 問2の ト レー ナ ー ル ー ム の 清 潔 度 に つ い

て は 、 そ れ ぞ れ194名 と215名 で90%以 上 の 利 用

者 が 満 足 を し て い た 。 質 問3の 我 々 ト レー ナ ー の テ

ク ニ ッ ク や ケ ア に つ い て は206名 が 満 足 で あ る と答

え て い る 。 一 般 的 に 、 ア ス レ チ ッ ク トレ ー ナ ー は 日

常 の 練 習 か ら 選 手 や コ ー チ と い っ し ょ に 活 動 し て 、

種 目特 性 や 選 手 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 良 く と っ

て い る た め 、 初 め て の 環 境 で の ア ス レチ ッ ク ト レ ー

ナ ー 活 動 と い え ど も 選 手 の 要 求 に 対 して 満 足 の い く

対 応 が と れ た と考 え ら れ る 。 ま た 、 国 に よ リ テ ク ニ

ッ ク 的 に も 、 今 回 我 々 が お こ な っ た もの と 異 な る 可

能 性 が あ っ た が 、139名(約65%)が 大 変 満 足 し た

と回答 してお り、アス レチ ック トレー ナー一同 も満

足感 でいっぱいであったφ

質問4の ケアの時間では、80%以 上 にあたる184

名が 満足であ ったがやや不 満4名 お よび不 満3名 が

あ った。 これ は、 トレーナールー ムの運営 で多 くの

選手 ・役貝 に利 用 して もら うため に、 一人30分 間

と時 間を限定 したため と考 え られ る。質問5の 我 々

トレーナー による コ ミュニケー シ ョンにおいては、

19S名 が満足 である と回答 していた。 しか し、ほ と

ん どは英 語 で会話 を してい たが 英語 が通 じない選

手 ・役員 もお り、ジェスチ ャー を交え て コミュニケ

ー シ ョンをとった。 活動 を した他 の アス レチ ック ト

レーナーた ちか らも、言語の壁 を実感 し、国際 的に

トレーナー活動 するため には.言 語 に も精 通す る こ

とが必要である と実感 した とい う意見が多か った。

質問6の トレーナー ルーム全体 に対す るサ ービス

については215名 が満足 を していた。すべ ての選手

が平 等 に、最高の コ ンデ ィシ ョンで競技 に参加 で き

るこ とを目的 に、 才 リンピック組織 委員 会が各国選

手 ・役員 のために トレーナー ルーム を開設するの は、

今 回が初め ての こころみであ ったが、 この ようなア

ンケー ト結果か らも大成功 であ った と考 え られ る。

表8は 、質問7の オリン ピック参加者 の国で トレ

・一ナ ー活動 を選手 に行 う担 当 は、マ ッサ ージ師58

名(30.1%)と 理学療法士40名(20.7%}が 両方の

合計 で50%を 占めてお り、 トレー ナー と回答 した

の は16名(8.3%}で あ ったeこ の ように、選手 に

マ ッサージやテーピ ングな どのケアする専 門の アス

レチ ック トレーナ ーは、 まだあ ま り多 く存在 しな

い こ とが示唆 されてい る。 また、世界 最大の スポー

ツ大会で あるオ リン ピックに国 を代表 して参加す る

選手 でも、アス レチ ック トレー ナーの ような専門家
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表8ト レーナールーム を利用 した選手 ・

役員の 国にお けるマ ッサ ージ担当者

担当者 人 数
マッサージ師

理学療法士

トレーナー

医 師

療術師
コーチ

スポーツア ドバイザー

妻

整骨院

無 し

58(30.1%}

40(20.7%)

16(8・3%)

12(6.2%)

10(5.2%)

5(2.6%)

3(1.6%)

2(1、O%)

1(O.5%)

40(20.7%)

合 計 193qOO,0%)

表9ト レーナールーム を利用 した選手 ・役 員

の国 におけるコ ンデ ィシ ョニングの担 当者

担当者
コーチ

選手自身

トレーナー

理学療法士

医師
マッサージ師

療術師

50.3%

28.5%

13.0%

4.7賄

2.6%

O.5%

o.5%

がい ない と回答 した利用者が4⑪ 名(2e.7%)い た。

これは、各国の経済的理由に よるもの と考 え られ る。

よって、今別設置 された トレーナールームは、各国

選手 ・役員 のために有意義に活 用 された と考 え られ

る。

表9は 質問8の オリ ンピック参加者の国で選手 の

コンデ ィシ ョニ ングの担当者 を示 してい る。 それぞ

れ、 コーチ 卯 名(50%)と 選手 自身53名(27%)

と回 答 して い る 。 さ らに、 トレー ナ ー も2S名

(13.e%〉 と回答 していた。

質問7と 質問9の 結果か ら、世界 におけるアス レ

チ ック トレ・一ナーの存在 あるい は役割分担 などはあ

ま り理解 されてい ない ように考 えられ る。 アス レチ

ック トレーナーは1960年 代 か らス ポー ッ障害 の予

防 やスポ・一ッ障害 か ら競技 レベ ルに戻 るための トレ

ーニ ング{リ ハ ビリテーシ ョン)を 担当す る専 門家

と して アメ リカで活動 を始 め、1970年 代 にな る と

競技 の レベ ルの向上 に ともない 、チーム種 目の スポ

ー ツで盛 んに活動 が見 られる ようになった。現在 、

アスレチ ック トレーナー として全米に2万 人以上の

アス レチ ック トレーナーがお り、 アメ リカで は9割

以 上の4年 生大学の トレーナールームで、アス レチ

ック トレーナーが選手のケァをお こなってい る。

これ らの結果 と個人的 な今 回の経験 を踏 まえて、

アス レチ ック トレー ナー として国際大会で活動 して

い くときの留意点 を以下の ようにまとめた。

国際大会 にお けるアス レチ ック トレーナー活動 で

の留意点

・インフォーム ドコンセン トの必 要牲

・アス レチ ック トレーナー・の共通の レベル

・ト1」・一トメ ン トシー トの作成

・言語力

・ 「Yes」 「No」 を明確 にする対応

・メデ ィカルセ ンターとの協 力態勢

・選手のみで な くサポー トメンバー との コミュニ

ケーシ ョン

3.あ とが き

第 弼 回長野冬季 オ リンピックにおいて、オ リン

ピック史上初めてオ リン ピック村 に設 け られた、選

手 ・役員の ための トレーナールー ムは、 は じめ ての

試み として上述の ように多数の利用が あ り、私 をは

じめアス レチ ック トレーナーの選手 のケアのための

活動 は、初期 の目的 を十分 に果 た し、多 くの経験 と

デー タを入手 する ことがで きた と言 える。 この活動

で得 た経験 や人脈 を、今後の トレーナー活動 に役 立

ててい きたい と考 える。

最後 に、この たびの活動 にご支援 ご協力頂い た企

業団体及 び関係各位 に、心 よ り厚 く御礼 申 し上 げ ま

す。

アス レチ ック トレーナー として長野冬季 オ リンピ

ックに参加いただいた方々は以下の とお 吟です。

白井信行

野本真一・

市川 央

志川 豊

川股和博

竹内 正

西條賢治

野竹富士雄

中山清隆

下崎正光

原山 修

西條義明

増山和男

和田正宏

中沢袈裟春

伊豫田幹幸

篠崎裕一・

西條義郎

酒井正彦

山崎和久
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山口昌弘

小池 毅

湯本達男

高島純造

伊東功一一

小林克徳

山口 勉

鳥羽 卓

木下敦詞

尾曽元広

土屋良視

滝澤哲也

柳沢 貴

大森千草

土屋勝也

檜山 治

湯本延人

西條春雄

佐藤賢司

飯塚康弘

原 隆

荻上良尚

磯部栄二

小林武夫

中島今朝光

権藤俊和

西村公紀

母袋直也

竹内泰二 森本健雅

須賀貴司 保尊伸昭

小嶋国彦 金児 充

(以上、JATAC長 野)

(受理20ee年2月1日)
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ExerciseTrainingaJtdPhysicalActivity:ApproachesforImprovingHeaIth

GaTyR.Brodowicz,Ph、D.FACSM

5`カo。1。 κb皿 π川nityHealth,PortiandS加 陀 翫 佃 摺'ty

ThepurPoseoftlis祀 Ψiewistoexamjneseverali5511es

asseci乱tedwiththestudyoftherelationshipbetw巳on

exeT{=』 已ノphysicalactivityandhealth.Th{}problemof

inaotivi‡yintheUnit{虹Stat巳sisdescribedfir呂t,fbllowed

byal〕riefd{rs{}】riptionoft巳rminoiogyusedi皿thestUdyof

h已alth盟dactiΨity.Measurementconcerns蹴also

considered.Conclusionsrdat已dtosomeh巳altheffectSof

exercis己tr且inin菖andphysicalactivity印r巳contrasted,and

areas皿e日djn呂fur曲 旧rstudy臼r巳sugges重 己d・

7hehoblemofinactivity

Physicalinactivityhasb巳come&signific肛ltproblemin

theUnitedStates,Nearlyone-quarteroftheArnerican

populalionreportsnoleisure-timephysicalactivity,andit

hasbeenestimatedthatanaddi恒onal30%are

insufficienllyaeliveforachievinghealthb巴nefits

associatedwithphy呂ioalactivity〔USDHHS,1999).Put

anotherway,McBrideeta1.{1992)su呂geslthatonly7-

2⑪%ofAmericansexerciseatleveSsappropriatefor

cardio・ ・re8pira血}ryfi1皿eSi}.

Currt:ntda重aindic乱tethatpartjcipationinphysical

activilytsinfluencedby旦numb己roffactors,i皿cluding

gender,且 呂e,ethnicity,inceme,education,andgee耳raphi¢

regi㎝,Womenaremoreinactivethan皿en;older

individualstendtobemorein巳ctivetha皿younger;whites

llavoalow己rprevalenc{…ofinactivityIh臼 皿otherra〔}ialand

ゆicg脚S;inactivjtyisgreatera・n。 皿帥 。sewi山1。w巳r

Ievelsofeduじatio皿andi皿come;andindividualsliΨi血g血

血enor血centralandwesternstatestendtobemo祀active

山a皿peoplelivinginthenonheasternandsouthernregions

oflheUnitedSlates{USDHHS,1996).

Th已problemofi血activityisnotlimit号d吐oleisuretime・

Thee皿e唱yexpenditUreassociatedwitllavarie1ヲef

occupationshasalsod日clined,lar呂elya8aresultof

advan。 芒mentS血techn。logy.ThepersonalcomputeThas

allow〔 ∋d養皿dividualstoperform虻 血eirworkfaster,butt血ere

arenodatatoindicate血at血me'「saved圃Iisbeingusedin

activitiesreqtuh士1呂significantencrgyexpe皿diture.

Perhaps血orealar血illgare血odalaforAm¢ 巾anyouth.

Approximalelyone-halfofall12-21year-o量dsarenot

regul乱rlyactiveinvigorousphysical且ctivity,an{ione-

fourthr叩ortnovigorousphysicalactivity、Iti呂we皿

knownthatchildrenbecemelessaCliveastheygrovvoldeT,

with呂ir正sbecomin呂lessactivethanboys、Inaddition,

dai且yphysicaleducationenrollmentsha鴨dropped

dr肛natical【y,from429・in1991to25%i皿1995{USDHHS,

1996).Thefactersresponsibl{:fbr廿leincreasing

prevalenceofinactiviryamongAmericanyou血remai珊to

bedete皿ined,butlikelyi皿cludetelevisionviewingand

Ψid{}oga111巳play.

Ithasbeensuggestedthatinac血vitymayhaveamo祀

d㎜aticimpaotonthehealthofA【 皿erica皿sthanany鴫 〕卜f世)e

o廿lerpdmaryriskfac血}rsfbrcヨ 皿Siovasc皿lardisease

(Powell.1987).Thepreva且enceofinactivity.combined

withitsassociationwi山obesity,cardiovasculardiseases,

osteoporosis,diabetes,a皿somecancersmakesitaserious

publich田lthpTeblemintheUnitedStates(NIH,1995>.

Presumably,thehealthefthenationwouldbedr丑matically

impK}Ψodbyi皿o祀 直singtheextenttowhichitsci重izens

palrticipateinregUlarphysicalactivity.

Terminoiogア

Inanεf『orItoaddress血eproblemofi皿activity,

consist{mttermin〔 〕10gys血ouldbeused;doin呂 呂owillhdp

rεdロbeconf㎞sionarnong1・e5earchers,clinicia皿s,a皿dpolicy

m日kers.Thetermsanddefinitionslisledi皿Tablela祀

briefiydiscussedbelow、

Physicalactivityisagene囮lt¢ ㎜used10describε
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mo冊mentofthebodythroughmusclllarcontractien,

廿1erebyresu置tingin廿1¢expe皿ditUIモ …ofenergy.

Traditionally,physicaIa¢tivityhasbeenclassified

accordingtocharacteristicsthatincludewhetherthe

mevementiSiSOtOniC,iSOmetriC,iSOkinetjc{i.e.,

mecha皿ic且lclassification)orwhetheTthemovementis

primarily且erobieoranaer。bic(metabolicclassification).

However,ano山erapProachtodescribingphysicalactivjIy

inv〔 〕lvesconsiderationoft血e{=onditionsunderwhichit

occurs.Forexamp1¢,activityI皿ayb{}describedas

occupatio皿al,hollsehold,orleisu鴨 ・time,wi血eachhaving

di脆renteffectSonhealth.

Exerciseoanbeconsideredasubcategoryofphysical

且ctivity,11昌 ロallyoccurrin呂d[uringleit…uretime;itiSofIell

Teferredtoasexorci舘t艶 童ning,Phy呂ioaifim{}s呈isa

familiarterm宜hathasb・eende而n¢d皿umerousw乱ys.T血e

defi皿itionproΨid已dbyCasp¢TsenelaL(1985)isusedhere

(seeTable1},andrefersprimarilyt。health-relal己dfit皿ess

(i・e・,cardi。vascularenduran。e,musclestrength乱nd

TableL

enduranc¢,flexibility,andbodycomposition.)HoweΨer,

iIshouldb{}understeodthatt血er¢mayb¢ 呈omeoverlap

betwe¢nwha吐maybedescribεdashealth-relatedor

performance-re1飢edfitness.Fofexampl¢,balancewould

b已 ¢onsideredaperforrrtance-re置aに{1co冨 皿pon已nloffim¢ss

foragymna5t,yetcouldatsoboah已alth-relatedfirne55

¢omponentfora皿elderlyindiΨidu乱Iatriskoffalling.

Admi1ledlyanoversimplification,由econ5truotofh己alth

canbesimplydescribedasac。n血uumwithpositiveand

nega【ivepole呂.Positiv{妻healthdenotesmoreth呂 皿jusI廿1¢

abs{}nceofdisease;itis{}haract号rizedbytheabilityto

e吋oylife,whereasnegativeheaI血isassociat{3dwith

morbidityandmorta]ity.

Thロ 〕ughouttherem且 血derof山isr帥iew,1he祀aderis

enceuragedtokeep山{}definitionsoftheafbre【 皿号lltiened

termsinmind,as山 ロy肛eusedtOdescribeappreac血esfor

investiga血gtherelationshipbetweenm。v己menl細d

health.

Terminology

Physica工Activitv-movementof重hebody山reughmuscularcontraction,therebyresultl皿gi皿theexpendilロr已

ofe皿{}rgy

Exercise-physicalactivitythatisplanned,structured,withthepurposeefimprovingormai皿taini皿gone

ormoTecomponentSofphysicaIfitness(exe祀i呈etraining)

一 一abilitytocarryoutdailytaskswi血vigorandalermess,withoutunduefatigue,

andwithenoughenergyfbrtheenjoymentofleisu爬 一1imepurs凹itsandtomeetunfo祀seenernergencies}

oftendescribedintermsofhealthorperformance

E--speed,power,agility,balanc¢,爬 且c【iontim¢

量i--cardiorespiratoryendurance,mus¢ ロlar$tr¢n呂th,muscularendurance,

flexibility,bOdycompOsition

Health-st且teofbein呂,wherepsy¢hologioal,physical,spiritual,$ocialcomponent且maybedescribed

alongacontinuumfrompositi鴨tonegative

Po且itiveH¢alth-abilitytoenjoylif巳a皿dwith呂tandcha】Ieng巳s

l)1¢gativeHealth-associal¢dwi山morbidiIyandmol也lity

Table2. ComparisonofExercisePrescriptionRecommendations

ACSM(1978) A〔SM(1990) CDC-ACSM{1995)
Fr明 凹㎝cy

lltensiry

duration

mode

3-5d/w¢ ¢k

50-85%VO2max

15-60min/d

endllrance

3_5dlweek

50一呂5%VO2max

20-60rnin/d

endllrance,3trenth

allormo呂tday8

mOderate

?30minld

endurance
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ExerciselA`tivityRecommenda血'o刀5

TheAmericar:CellegeofSportsM¢dioine(ACSM)幡

beenattheforefrontofatternptStodofineth巳quantitアa皿1

q岨 【ityofexerci$eassociatedwithhealt血a皿d且 喧皿ess,The

firstACSMPositionS田nd{1978),how島ver,dealt

primarilywithexercise-indu。edadaptatio皿srelatedlotw。

healthcempenentS=oardio・ 祀spiratoryfitnes5andbOdy

composition.Th自frequency,intensity,dura1ion,and

顧 。fexercisethatwererec。mmendedareoutlinedin

Table2.

Inl990,theAmerica皿CollegeofSportsMedicin已

updatediIsorigtnalpositionstand(ACSM,1990),and

addressedmuscularfitnessinaddi吐iontOcardio-r巳 叩iratory

filness.Theindusjonofreeomme皿dation5forresistance

exercisewasthomajoroh飢 耳e(Table2),H[ow已ver,

althou帥theotherpresc即 日onrecommendationswere

b{rsical]yunallered,itwasimp〔 皿tanlthatinth旭document

1h¢ACSMrecognizedthedistinc重ionbetwecnhealth

t肥皿efitsandfiMess.

In山{…past35years皿a皿yo山 ¢ro1耳a皿izationshaVe

developedexer。ise爬c。mmenda血 。ns(A.ACVPR,1991,

1993,1995;AAP,199ZAHA,1972,1975,1995;AMA,

1994;N皿{,1995;P(=PF,1965;S8皿 亘s&Patrick,1994;

USPSTF,1989,1996;YMCA,1989).Manyof電hese

guide且inesaresimilar,andsemearesp已cifictOchildren,

且PPar巳ntlyheal電hyindividuals,orlho記wi血compromised

o町dievascularorTespiratorysysle皿s.

In1995,窺jointτ 巳comm巳ndationfremtheCentersfor

DiseaseCentrol{CDC)andPrevonIion且ndIheAmerican

CollegeofSportsMedici皿ewaspublished(PateetaL,

1995).The"ocumentreflectedtheconolusion呂of

epidemiologicalstUdiesthatindicatedthatmederatelevels

ofphysicalactivityareasSOOiatedwithgoOdh已alth'In

且ddition,therecommendedintensityofactivjtywas

adjusteddownward(from60%VO三maxto50%VO2max

140%VO2maxforpatientsorindividualswlth且owfimess

levels】),anditwassllggestr}d廿1且t300rmoreminutesof

activityceuidbeob1ain¢di皿asingleboulorwithmultipl¢

shortboutSofactivit}「.SvobodaandBrodowicz(1998}

laterreportedthatexercise"ur飢ionof6-9minld。outd

favorablyaffectfi血less正evels,afindingsupportedby

o血ers{DeBusket.al.,1990;Ebisu,1985).TheCDC-

ACSMr¢c。mmendati。nsalsoditiferedfrom圏

r己。。㎜ 巳nda血onsbyadvisingi曲id麟t。P¢ ㎡o加

activityonallormostdayEof血eweek(Table2>.

ltiSimpo血nttoTecognizethata且ignificantchangehas

takenplaceinlhe副 皿dyoflheenergy¢xpendi血1re・-heahh

colmec電ion.Philipsetal.(1996)used山 ¢te皿ls"Exercise

Tfaining-FitnessModel闘 圏a皿d曜'Phy且icalActivity-Health

Paradi即 ゴ"todescrib¢elementsofthi呂shift,and血ey

ni¢已1yc血aracterize血eapproaches山 且thavebeenused.A

discus5ionofthesedifferei【1tappreach[eslostudyi皿gthe

effe曲efmovementonfitnessandheaathrequiressome

fam童liaritywithmeasurementIechniq皿esandco皿{坦mS.

Mea則rement

Mea3urementissuesarei皿portantinthestUdyof

exercisea皿dphy呂ioalactivity.iVVtlentheprirnaryconcem[

蛤theindividual,th已nme且s"reme皿1呼pi¢ 乱1吋occurs㎞

clinicalorlabOrat{皿 ソ 且et岨ngE,旦 皿dfecusesonphysiological

variables.

Thi呂proΨide呂u8巳fUIi皿Fbl1皿ationconcemilgthe¢ffectSof

exer(}ise(e.9.,frequen{乃y,〔1ura1ゴon,etc.).

Inepid{}miologi{温ls亡 皿di¢sthcfocusi呂onpopUlatiolls,

andactiviIyi呂of㎏nrepresenledasabehavior.T血e

COmpleXity・Oflhi呂behaViOrprOVide呂ChallengeSI⑪

researchers,andte¢hntquesthat{鵬oo皿monlyused

inoludebo山indirect(seif-report)methedSaswellasdirect

metheds,S¢ Ψeraltr…chniquesusedinth¢studyofphysieal

activitya祀lis1edi血Table3.

Table3. TechniquesUsedteMeasurePhysicalActivity

ihdirect(呂elf-rort)Measures DirectMeasures

Diaries

Logs

ReoallSurvey呈

ReIrospeotiΨeQuan吐i血tiΨ 芒Histories

GbbalSolfLReorts

BehaviOralObserΨation

MechanicaltElectronic

h¢al寸rate

mollon且enSOlE

Doub1-LabeledWateT
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Di且ries,logs,r¢ ¢allsurveys,r已tro臼pectiΨequantitative

hislories,and呂loba1呂{ヨliLrepOrtsar{}t己chniquesthat

alにmpt1nhaΨe血ep趾ticipantqll且ntifyphysio乱lactivity

duringaspecifiedtimep巳rio乱Dia由sandlogsar己

proΨid¢dreaso岨b1¢ ¢stimatesof¢nergyexpenditure,but

req面reasignific且nteffortonbehalfoftheparIicipant、

Theyare且lsousedfor祀lativelyshorttimeperiOds,and

mayin且11εnc6theb已haviorofthepartlicjparlt.Recall

methedsgenerallyrequirelesseffortonthepartofthe

pI週寸i{}ipa皿tandare1es{ilik{}lytoinflu已 皿c〔}behavior.

Howevcr,som巳indiVidualsmayhavetrouble祀memberin呂

delails,especiallyifth¢timeperiodi呈lon呂,

Dir㏄tmo皿itoringofanind生vid囎lpi⑪videsbet吐er

estimalesofen号r呂yexpe皿di1■lKe,butar¢ 呂enc}rallyOO3t-

prohibit{vefbr1肛gestUdies.Forexampl巳,b巳h乱vioral

observationtechniques-althou呂hinfbrmaljv〔}-arevery

lal}{}rintensiveヨurhdex】pen呂iΨ ¢_

Theyarebett¢r・suitedtoshoTt-terl皿studies,

Mechanicalandelectronictoolsshowpromise,bular旦not

wi重ho咀tproblerns.皿ieline且TrelationshiPbetweenheart

rate且ndVO2m且ke曲 田rlratemeasurementpotentially

uS{:fu1.HOwever,heartrat巳VaτiabilityatlOwi皿tenSitieS

ofact童vityand廿1e〔}onfbund血 呂effe{1tSofoth¢rfa1=tor5{e,g.,

stress,tempomture)limittheefficacyefthistechnique.

Motionsensors,sロchaspedometeTsandaccel巳rometers

血aveshownreasonable{二 〇rrolationwithphyEioalaotivity,

butnotallarereli乱ble,乱ndth¢expenseof呂ome

instrumentslimitstheirusefulnessin]arge-sealestudies.

Th巳useof{ioublylabel已{1water(2H20andH21sO)

Table4.

教育講座

一a1出ou帥e且penEive-providesamEthod血atrequireslittle

effortonth巳partofth巳participa皿1,HoweveT,the

inabilitytodi5ユinguishbetwe¢nv且ri〔 〕ustypesof丑otiΨity

maybeitsmostsignificantdrawback,

MeaSurjngexerctseinte皿sityi訂el飢ivelyeasywhenone

oon5iderstheproblemsinvolvedinmeasu=in呂 血eintensity

ofphysica皇activity,esp㏄iallyinlarge-sc且lestudies.

Exerciseintensityoanbemeasuredinindividualswith山e

useofheartrato,VO2,0rp¢rceiΨedexcr血on(RPE).

However,inproΨ{din呂estim且tesoft血eintensityof

physicalactivity,subjectivedescriptorssuchas

lllightll/lllowll
,,†mOdeTate1噌/門mildl1,11h訂d1ソ ～igorells「1,and

1'v〔}ryhard"1"snenuous"aretyI}icaliyus{}【1
.Table4

illustratessomeexamplesofactivities㎞cluded㎞various

c且tegori¢sofintensitybasedonmultiplesofrest丘ngen曲rgy

expenditUre{Ain5wor血et、al.,1993).

Ano重hercO皿sideratienint血 ¢measurementOf血te血sity蛤

whetheritisexp爬ssedinrelative(e.呂.,%ofmaxima量heart

rate)orabsolute(e.g,,]METclaEsification)terTIIs.The

expressionofi皿tensityi皿Iar号e-s{=aic,observationalstudies

(e.9.,t「light1)posesaprobl{ヨminthatwhatm町b¢

considereda「 幽light"activityforarelatiΨ 已Iyfitindividual

mayactuallybeconsideredanactivilyoft'mederate"

intensityforthosewhoareles且fit.

月「ealth工Ssues

Thereareseveralhealthissuesthatca皿beusedto

ilIUStrateW血yitiSimpOrIanttOUnderStandthediffer巳nC{tS

betweenexercisetrainingandphysi{;a」activi1y.

C艮assificationofSomeComrnonActivities.

"Light/'tLo
w"

({3MET)

骨噌M
oderat己/¶'Mild1'

(3-6MET)

11Hard1閂Vigorou呂 囑'

(>6MET)

Walking

且lewly,strolllng

CyCling

stationary,】ighteffort

HomeAetivities
コ サ

ca叩et5w田pln呂,vacuummg

Swimming

slOw1readin呂

MewingLawn

ri曲10wermOW巳r

briskly

recreation/transportation

cleaning,eccasionallifting

moderat巳ef丘}rt

walkinwithowermower

brisk且yuphi董1,0rw虻h塵oad

f乱st/racing

movingfUrniture,boxes

fasttreadinglcr且w且

walkinwithhandmOwer
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C且rdiova$oロlardisease,obesity,a皿(1canoerandil皿mune

functionar¢disc=uss〔}dbelowinaneffort虻}prt〕vide

examplesw血 号肥c。nclu且ions祀9訂 曲 呂 山eimpa。tof

exercis己oractivity{}a皿beinfluencedbytheapProach

帳ke皿.Thatis,itisimporta皿ttoknowwhetheron芒is

asl{董ng,曹'「Whalisth{}effectofexercis己trainin呂?」'or1'V凸at

is血 ¢effectofphysioalactivity?囑'

CardiovascularDisease

Exercisetlai皿i皿 呂 一particularlyenduranceexercise-has

beenshowntohaΨ 己anumberofbeneficialhealtheffects

o皿v肛iable5relatedtooardiovasculardisease(CVD).

Theseincludefavorablealterationsinblood畳ipidE,bloo〔1

pressllre,psychologicalwel1-b巳in呂a皿dinsulinsensitivity,

Ionameafew.Manyexperimenta且,cljnicalAaboratory

researc血s前di¢shav〔}beenpublishedtoinvestigate喧 血e

effectsofexe】rcisetrainingonthe且e(a皿doth{}r)

physiologicalvariablesrelatedtoCVD.TheK}a爬 且1so

large-so且1eepid{}miologicalst皿die呈th且thaveexaminedthe

health島ffe{}lsofexercise,Forexamp亘e,Blaiゴetal.(1995)

h乱鴨exarninedthe祀latienshipbetweenfitnessandCVD

mo血1i重y.Amongtheircenclusionswasthat山ereiE{m

inversedose-respon{ieTelationshipb〔:twee皿physicalfitnei…s

andCVDmo血lity.Also,low-fitmenwhobecame伽

hadlower且TiskofCVDmortalityth肛1m¢ 血wheremained

uロfiLTh¢s¢data{}1〔}arlyindicatethatexercisetrajning

oanimprovec肛dio-vascularhealth.

Arecent舘 ユdybyMa皿$onetaL(1999)nicelyillustrates

how血eimpactofmovemento皿CVDc且 皿beexamined

ffi〕ma1)erspectivethatusesphysicalactiΨiry「as廿 】{}

i血depe血de血tvariable.Inthisprospectives血 」Ldy〔〕f72,・4S8

registeredm皿sesaged40-6Syears,由o爬wa5a30・ 菊%

reductionincoronaryeventsinthe且otiv己9K〕 ロps・The

aul血orsconcludedthatbriskwalk孟 皿gandΨi呂orousexercise

We陀eaChaSSOCiatedWi山SignifiCant(1皿d曲il肛)

re{1uclio皿sin世leincidenceofoorロ 皿自ryeventsinw㎝ 己n.

Thlls,bo止exercisetrainin呂(舳 ¢ss>andphysi。al

aotivilyhaΨ 号beenshowntodemonstrateaninverse

relatioltshipw童hCVDmortality.Th¢relationshiphas

呂eIierallybeenstrong{}rinfitn〔:s呈 一rel飢{}dstudies,butthis

maybeduetOdifferencesintheprecisionofmeasurem已nl

(McMurayet.al,1998).Inaddition,ex己rcisetraining

andp血y呂ioala。tiΨitybo血dernonstrateados¢-response

relationship,wi山benefitsassociatedwilhmOderatelevels

oftrainingoractivity.

魑

NumerousexercisetrainingstUdieshaveprovidedan

abundan¢ ¢ofevidencetosupporttherel¢ofexerciseon

obesiryandtheproblemsassociatedwithobesiryLMest

ofthese血aveinvestigatedaerebicex{=cise,withmany

critic童tcdfoTb号in呂relativelyshortdurationandfoT血aving

呂ma雇lsamp】esizes,butlh¢3cstUdiestypicallyusew母1レ

establishedm已thodsfor血e且ssessmentofbody

COmposition.Dtespitetheselimitado珊,aCOIIsistent

findi皿gisthatbodycornpositionalteration且oanbe

achieΨ ¢dwithaΨa』fietyofexeroisetrainin呂regime皿s、

Exercisetraininggenerallyprernotesfatlosswhil¢

pre且 巳エvingleantissue,andtherateofw己ightlossisrelated

indos巳 一responsemannertofp明 山encyandd皿ra面nof

exerci呈 ¢s¢呈sionsaswellasloth¢du凪tionofthetraini血g

P「ogram・

W血en血eimpa``⑪fphysicalactiviryonobesiIyis

examinodfromanepidemiologicalperspective,th¢

assessmentofbodycoMpositiotlpesesproblems,so

SUIregatemeasuresareoftenu鴫d,Forexainple,relative

weight(usingheight-weighttables)maybeusedasan

血dicatorofob巳sity{e、g.,120-125%ofdesi凪bnewe亘ght).

AnothersubstitutemeasureforbOdycompo呈i緬onin重hese

l肛ge-scale呂t皿di已 呂isbedymassindex{BMI),usuallya

w{:ighltheig血1ratiod¢finedasQuetelet's王 皿dex(kg∫ 皿2).

Cross-sectiona正st皿diesgeneralLyreportIowerweight,BMI,

andski㎡old8自mong血dividualswith血ighers巳 且f-reported

physicalactivityor打 血ess,alldsevera且1ar呂{∋cross-

sel二tio皿alstUdieshavereporbedaninverseassociatio皿

betwee皿physiealaotiΨitya皿dindi¢ators

ofce皿tralbodyfa吐distribution.

Canoera皿dImmuneFunotion

Whatisthe{}」ffectofe)【ercisetrai肛ingonir皿 皿n皿"e

function?Thεan呈wermayd叩endprimari吋onthe

intensityoftraining.MOdeTateexercisetraininghasbee皿

s量10wntohaΨopositiveh鴫 ヨ{11血 已==ffectSoncmtain

physiologicmarkers。fimmunefun。li。 皿(¢.呂,,natUral

一157一



スポ・一ツ整復療法学研究 第1巻 ・第2号2000年3月 教南講座

kill肛cells,ci皿ulatingT-andB-lymphocytes,cellsofth{き

rnonocyte-macrophage忌y呂tem,etc.),Severalrepe血iha鴨

a亘so凱iggestedthatth〔}incidenceofsometypesof

i皿fectio皿smaybereducedwi血mOderateexercisetraining.

ConΨersely,evidenoeisaccumulatingtosuggestth且th嬉h

intensitytrainingoroΨer-trainin菖ha3adverseeffectson

theimm咀nesystem.

Epid号mi。loglcalstudie曲ayebeendesign{}dt。studythe

rel且 電ion{ihipbetW{コ 巳nphysicalactivityandaΨ 乱rietyof

cancers、G¢nelrally,coloncancerdel皿on馴 『at{lsaninverse

associatienw虻hphysicalactivity.Noa且s㏄iationhas

bee血{量e血onstratedwithrectalcancer,a皿d廿1eda組aretoo

sparseandin¢onsistentwithregardteendome耐a1,0varian,

testicular,brea副 弓andprostatecancer3(Leet1995).

メLreasforFumberStudy

Manyq慨 貫ionsabouttheheaithbenefitsofe燗cise{皿d

physicalactivityremainun乱nswered,丑 皿dwillprevide

frui童血lareasfbrresearchin山e21stcentUry.Ttie呈e

includeissuesr岳latedtodose-respo皿se,measurement,life

l)a皿andgc… 皿der,andapproachestoheallhpro血otlon・

.Dose-ResponseIssues

Exer。isepresc巾 亘㎝ 肥 。。㎜ 舳 血㎝Erelatedt。

physicalfitnessa祀fai1」lywollund己rEtood.However,

i皿po血ntquestionsremainaboutIhピ'dose"ofphysical

activitynecessarytobring且boutaΨali己tyofh{聖alth

be皿efits.Forexample,muchresearchisneededtOc1肛ify

血{:闇'effectivevolume"ofphysi{}alactivity{i.e.,f【equency,

inte血sity,dur且tion)for乱varietyofp〔 〕pUlations,1呂th{lre

且皿 宇'optimal"doseoramillim且Idose?Similarly,the

il皿p{〕ltanceofthepatternofactivity(e.g.,士ntermi1=tenち

continuous,etc.)rem且instebeelucidated.Manyofth号$e

qロ ¢stionswi11,0fcourse,dependontheΨadableofinterest

(e.g.,VO2皿ax,皿orbidity,mortality,巳tの

M伽U祀mentConcerns

Thereisasignifi。antameunt。fwork曲tremains

oonc巳mhlgmeasurementissues.Forexarnple,theneed

fbri血prov{tmentsi血thev且lidityandreliabili巧rofself-

repor匡measllre島 岨nnotbeoverstated.Likewise,the

pTecisionof皿easurementinst囮mentsusedj皿popula髄on一

basedresearchwilllikelyimprovewithadvancementsin

technology.Th已r号aTesurelytoolsandinstn皿nentSyetto

boinventedthatwillsignifican"yenhano¢ 由eabilityto

conduct爬 呈earchinphysicalactiΨity.

Lifc}spanandGender

Que島tion且concerning世1己h己altheffectsof¢x¢rciseand

physicalaotivitywillincr己a5ing正yb¢aske(1withreference

toagea皿dgender,Forexample、 廿1ededi皿e血5¢hoo1-

basedphysicaleducalion曲latwillcon血uetohavean

impactthe血 巳althofchildrenandado且escents.Towhat

extentothertype且 。fexercise。rrecreati。 皿aiactivity(已 ・呂・,

叩oltS,videoga・neε,etc.)Playaro1己intheheai重hof

America'5you血nqedstobeolarified.Ith舘b舵n

estiiT)ated山atin40yearsth{crewillbe70million

Americansover65yearsofage{Hagber皐,1994).The

increaseinth¢numberofelderlyAmericanswi皿proΨide

manym〔ifeopportuniliesfbrTesearchi皿this暮ronp・

Simil{到rly,res{}arc血ontheh{きaltheffeo活ofphyS虹calactivity

andexer。Betra血ingonwomenisnecessaryto

deteヱm血 巳towhat己xtentgenderdiffere皿cesexist.

Heal喧hPromotionApproaoh壁

Th已reismuoh皿10祀researohneeded血1theareaof

healthpromoticmtectniquesanCt呂trategies.Forexample,

approach已sforhealthpromotionthata爬appropriatefor

stUdyingindividualbehaΨiora量aspects…ofexercisea皿d

healthmaynotbesuitablefors血dies血volvingcommunity

OTepviTe皿entaIperspectivesofp血ysica且activitya皿d

health.Additionally,山eΨ 肛iousar¢nasinwhich

interventiomsmaybebeneficialshoUldbestudied;the呂e

i皿c1皿deth已worksite,school,andhea且thcaresettingβ.

Thi5willrequi祀thatattentionbegiΨentointeTve皿tion

mOdelsandth巳ories,withspecificexp皿 。ratio皿oftherole

t血atvariousba皿ie1s血aΨ 已onpar血oipationinexercisea皿d

physicaiactivjty(e.g.,technology,crime,ufballpla㎜i㎎).

Silm血 乱ワ

Res{iarchinvestigating血erelationshipbetw¢en己n{trgy

e]【penditllre肛 】dh自 訓thha呂undergonl巳consid己rable〔=hange

inrec{)ntyears.Increasingly,attentionha55hiftedf市}m

Im叶ExerciseTrai皿ing-FitnessModel「'tt}a1「Physical
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Aclivity-HeailhModel'「.Manyrese{uzhquestionsare

beingf㎞ 皿edintenmsofpopulationsratherthan

血dividuals,makingitn巳cessarytoinvestigatemethodsfor

refiningmeasurementtools.Impl巳mentationstrate呂ies

a皿dtechn量que呈forthepromotionofhealthwillr已quh』e

mul重idis。iplin田yc。11ab。rationbetweenscientistSand

cliniciansif山o¢ha11巳n呂esinvolvedwi廿1improvin呂hea抽

aretob¢melsuccessfiIlly.
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第1回 日本スポーツ整復療法学会印象記

片 岡 繁 雄

北海道教育大学

記念すべ き、第1回 日本 スポーツ整復療法学 会は、

平成11年9月18・ ・-19日 、東 京商船大学 の越 中

島会館 におい て、全 国か ら230名 以上 の会員の参

加 を得 て開催 された。研究発 表 は35題(活 動報告

も含む)で あった。会員数396名 中35題(発 表率

S.8%}で 第1回 大会 と しては上出来である。

特 別企 画(特 別講演)と してポー トラ ン ド州立大

学教授GaTyR.BrodeWiczの 「ExerciseTrainingand

PhysicalActivity;ApPToachesforImprovingHealthJと

題 した講演 があ った。Brodowicz教 授 か らは、米国

におけ る健康 と体 力 に 関す る最新 の トピ ックス を

ユ ーモ アを交 えて、 しか も格調 高 く、熱心 に講演 さ

れ、すべ ての会員 に深 い感銘 を与 えた。 ここに全員

に代 わって、感謝 とお礼 を申 し上げたい。

また、特 別企画(シ ンポジウム)で は本学 会の根

幹 に関わ る 「スポーツ整復療 法学会 を考 える」の シ

ンポ ジウムが行 われ た。 司会 兼 シンポジス トとして

片岡繁雄 北海道教育大学教授 、 シンポジス トとして

千葉大学教授片 岡幸雄氏 、仙 台大学教授佐藤 健 氏

お よび大阪電気通信大学 岡本 武昌氏 の4氏 が講演 を

行 った。片岡幸雄教授 か らは 「スポーツ科学 か らみ

たスポー ツ整復療法学」 と題 して、佐藤 健 教授 か

らは 「リハ ビ リテー シ ョン医学 か らみ た整復療 法

学」 と題 して 、岡本武 昌氏 か らは 「柔道整復 学か ら

み たスポー ツ整復療法学」 と題 してそれぞれ意見が

述べ られ、いず れ も本学 会の学術 的、かつ学 際的研

究の重要性 と本学会の今後の方向性 を示 された。

片 岡繁雄 教授 は 「ス ポーツ整復療法学 の概 念(目

的)と 研 究領域」 と題 して試案 を示 したe4氏 か ら

の提案 につ いて、会員か ら多 くの意見が出され たが、

今後の 「スポ ーツ整復療法学」 の方 向性 を示 す もの

と して、すべての会員か ら支持 された。

本 印象記 は、特 に 「柔道整復 師」の4つ の研 究 に

限定(紙 数制限)し て、その印象 を述べ たい。

「じゃり道 に よる歩行運動 が血圧 に及ぼす影響」

はユ ニークなテーマで、 「じゃ り道歩行 」 と 「素足

平た ん歩行」の血圧 の違 いの研 究であ るが、 「じゃ

り道」 が少 ない現在 で、なぜ 「じゃり道歩行」 なの

かの根 拠が乏 しい。 また 「じゃ り道歩行」 よ り 「素

足平 たん歩行」が血圧 降下に貢献 した との実験結 果

であ るが、実験デ ータの処理 は ともか くと して、今

後、研 究の 目的 と有意性 、仮説 の設定、実験 条件 の

検討等 をして、血行に関す る研 究 を続 けて欲 しい。

「サ ッカー にお ける環境 と痺痛 との関連性jは 柔

道整復 師の今後 の アス レチ ック トレーナー と しての

機 能 を考 える と重 要なテーマではあ るが、サ ッカー

にお いて 「特異 な癖痛」 を捜 し出すため には多様 な

変数が存在す る。結論 として 「個 々のパ フォーマ ン

ス を最大 限に引 き出すため、指導者は環境(サ ッカー

環境 とは具体的 どんな環境 か を限定 してい ない)が

変化 した1年 生や慢性 の癖痛 に対 して認識 を深め る

必要 がある」 としているが、 「環 境 と痺痛 との関連

性」 を目的 に したテーマ と結論 がズ レてい るように

思 える。集 めたデータ を加工 し、解釈 し、研究の 目

的 に答 えるこ とであ る。柔道整復 師に とって 「痔痛」

に関す る研究 は重要で、今後 も続 けて欲 しい。

「アメ リカンフ ットボールチ・一ムの障害分析」は、

アメリカ ンフ ッ トボールは、柔道 と同様 身体接触 の

多い スポーツであ り、 「障害 の発 生機序 、治療 、予

防」 を柔道整復 師が研究対象 にする ことは意味 があ

る。特 に研究期 間が1年8ヵ 月(長 期間)の 分析で

あ るが、運動 特性 と発生機序、及 び障害部 位、 さら
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に具体的 な予防策、 と りわけ トレーニ ング(例 えば

筋力)と の関連性 を明 らか に して もらいたい。今 後

この面の研究 を期待 したい。

「手技 療 法 と灸 が ア トピー性皮 膚 炎に及 ぼす 影

響」 は、発 表者 自身が指摘 している ように難治 と増

加 で社 会的問題化 してい る。柔道整復 師が この疾病

とどの ように関われ るか、極めて興味 深い。患者 自

身に よる改 善の評 価 を中心 に した報告 であ ったが 、

結論 として 「手技療法 と灸 がア トピー性皮膚炎の 治

療 に有効性が認め られた」 と しているが 、ア トピー

性皮膚炎の原 因は何 か、 どの ような原因の時有効性

が認め られ るか、 どの ようなメ カニズムで症状が軽

減 したか等 を今後 の研究テーマに して もらいたい。

最後 に、第1日 終了後の学会主催の 「懇親会」で

は、学会参加者の殆 どの者が参加 し、本学会 の設立

へ の素晴 ら しさ、学 会の将来性 、学術的'学 際的研

究分 野、次 年度の研 究テーマの議論等 、制限 時間 を

過 ぎても退出する会員がな く、2次 会に{居 酒屋 「万

表」)に 繰 り出 し、さ らなる議論 と … 今 まで味

わったことが ない 「大 きな・大 きな感激」であ ウた,

もうすでに、来年度 の研究 テーマ に取 り組 んでいる

こ とと思 い ますが、 会員諸兄 には 「お礼 と感謝」 を

申 し上げたい.〔 本 会副会長)

1回 日本 ス
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日本 ス ポ ー ツ整 復 療 法 学 会

第2回 理 事 会 議 事 録

日 時1平 成11年7月25日(日)

13時O⑪ 分～15時3⑪ 分

場 所=大 阪ガーデ ンパレス

出席者:金 城(会 長).岡 本 ・片岡繁(副 会長)、

片岡幸(理 事長)、 池田'猪 股'入 澤 ・岩田 ・岩本圭 ・

岩本芳 ・草場 ・佐藤 ・佐野 ・畠中 ・原 ・林 ・堀井 ・増原

(理事)・ 梯{近 畿地区幹事)

欠席者:杉 山(理 事)

<会 長挨拶>

1.理 事長 よb各 委員会の委員長案が提示され、審議の

結果.以 下のように承認された。

総務委員会委員長 猪股俊二

財務委員会委員長 岩本圭史

編集委員会委員長 増原光彦

学会大会委員会委員長 岩田 勝

学術研修委員会委員長 畠中耕作

国際学術交流委員会委員長 池田克紀

2.佐 野事務局長より以下のとお り設立総会後の事業等

の経過説、明があった。

・本学会に関する記事掲載について

「か らだサ イエンス」および 「日本鍼灸マ ッサージ新聞」

の2社 。

・学術研修会について

第1回 学術研修会が以下のように行われた。

日時:平 成11年6月13日 ・14日

場所=北 海道教育大学旭川校

内容:「 血圧と病気」講師1医 師 大木康生

「加速度脈波による末梢循環の評価」

講師1千 葉大学 片岡幸雄

第2回 学術研修会として、下記の海外研修がJATACと

の協賛で行われる予定。

日時=平 成ll年8月29日 ～9月5日

場所=米 国オレゴン州ポー トランド州立大学

内容li}「 アスレチックトレーニングワークショvプ 」

講師:ポ ー トランド州立大学Jirnwallis

2)「ACSMワ ークショップ」

講師:ポ ートランド州立大学GaryR.Brodowicz

・支部について

第1回 学術研修i会の時に北海道支部設立総会が開催 され、

支部が結成された。

3.学 会大会委員会

・第1回 大会の演題発表申込状況は7月24日 現在で、

一般研究発表22題 、活動報告4題 であり、今月末まで

には、数演題が増える予定であるとの説明があった。

・第1回 大会の特別講演を以下のように決定 した。

演題:「 米国における健康 と体力に関する最新のスポー

ツ科学 トピックス」

講師:ポ ー トランド州立大学教授GaryR』]rodowicz氏

・特別講演者の経費を交通費全額負担、宿泊費5泊 分お

よび講演料1500ド ルとしたことの説明があった。また、

通訳として池田克紀氏(国 際学術交流委員会委員長 ・東

京学芸大学教授}が 提案され承認 された。

・第1回 大会のシンポジウムを以下のように決定 したと

の説明があった。

テーマ=「 スポーツ整復療法学を考える」

司会:片 岡繁雄、 シンポジス ト=片 岡幸雄、佐藤 健、

岡本武昌、片岡繁雄

・第1回 大会の大会役員配置案が提示され、審議の結果、

以下のように承認された。その他、大会実行委員の選出、

アルバイターの確保等、大会に関する準備等の一切を事

務局に一任することが承認 された。

大会名誉会長:東 京商船大学学長 杉崎昭生

大会会長=本 学会会長 金城孝治

大会副会長;本 学会副会長 岡本武昌、片岡繁雄

参 与:片 岡利正、上山八蔵、原 恭二

委員長:片 岡幸雄

副委員長:岩 田 勝、原 和正、佐藤 健、草場義昭

事務局長:佐 野裕司

特別企画担当 二佐藤 健、池田克紀、杉山重利、

増原光彦

会議担当=錯 股俊二、入澤 正、岩本芳照

受付担当=岩 田 勝、岩本圭史、佐野裕司

会場担当;原 和正、畠中耕作、堀井仙松

広報担当:草 場義昭、林 利彦
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財務担当:岩 本圭史、佐野裕司

・第2回 学会大会の開催 日と開催地を審議 した結果、以

下のように承認された。

開催日:平 成12年IO月28日{土)29日 〔日)

開催地1関 東地区で、経費の関係上できる限 り大学関係

4.縁 務委員会

・7月23日 現在の正会員391名 〔学生会員含む) 、

賛助会員lO社 であるとの説明があった。

・会員の増員対策の一つと して、学会のホームページを

出すことを検討 してはどうかとの意見が出された匂

'第1回 大会の会場および日程の変更説明があった。

・選挙細則および選挙 日程(案)に ついて以下のことが

提案された。

理事=2G名 以内、立候補制、1つ の職能団体の領域が

全理事の半数 を超えない。

監事=立 候補制、1つ の職能団体の領域で全監事の半数

を越えない。

評議員=50名 以内、全国8地 区か ら比例配分数を全会

員の投票により選出する。

平成11年9月 中旬 第1回 学会大会総会で選挙管理

委員会の設置

平成12年4月 下旬 役員立候補受付

平成12年5月 初旬 役員立候補名告示

平成12年5月31日 役員投票開票

平 成12年6月6日

平 成12年7月1日

平 成12年7月5日

平 成12年7月 下 旬

平 成12年8月 下 旬

平成 工2年10月 下旬

平成11年 度および平成12年 度の事業計画案が提示さ

れ、審議の結果、以下のように承認 された。

平成11年 度事業計画案

・第1回 学会大会を開催する(東 京商船大学1999年9月

18・19日)。

・学会誌 「スポーツ整復療法学研究」第1巻(第1号 ・

第2号}を 発行する。

・学術講演会を開催する。

役員決定通知 体 人及び会員)

評議員選挙投票締切

評議員選挙開票(本 人及び会員)

承諾書完了

学会誌の2号 〔大会号)に 印刷

第2回 学会大会総会で承認

・内外の関連学会との連携 をはかる。

・その他目的を達成するための事業を行う。

平成12年 度事業計画案

・第2回 学会大会を開催する。

・学会誌 「スポーツ整復療法学研究」第2巻 〔第1号 ・

第2号 ・第3号)を 発行する。

・学術講演会を開催する。

・内外の関連学会との連携 をはかる。

・その他目的を達成するための事業を行 う.

5.財 務委員会

・平成ll年 度および平成12年 度の予算案が提示されが、

学会誌編集委員会の審議の結果により平成H年 度の学会

誌が年に3号 から2号 の発刊となるので、平成1正 年度案

に修正を加えることになった。

・理事会に対する交通費および宿泊費は当分の間、交通

費、宿泊費を各1回 分のみ支給することが確認 された。

・学会への寄付金および学会誌への広告揚載を促進する

ことが確認され、学会当日に寄付金を集めることが承認

された。

・会費未納者に対 しの退会措置を検討 してお くべきであ

るとの意見が出された.

6.編 集委員会

・学会誌名が審議 され、 日本名を 「スポーツ整復療法学

研究」、英文名を'`JoumalefSportSciencesartdOsteqpathic

Th弓rapジ とすることが承認された。

・「スポーツ整復療法学研究」の発刊は今年度が1巻1

号(大 会号1抄 録集等)お よび2号(詮 文集)、 来年度

以降は年に3号(1号:論 文集 ・2号1大 会号 ・3号1

論文集}と する。発刊月は原則 として1号 が5月 、2号

が9月 、3号 が1月 とすることが承認されたe

・印刷業者選定は事務局に一任とすることが承認された。

・編集委員会の構成は委員長:増 原理事、副委員長:堀

井および岩本芳理事、片岡幸理事長および佐野事務局長

とする。必要に応 じて正会員から委員 を補充 してもよい

ことが承認された。

・論文等の査読者は1件 に対 し原則 として2名 を選定す

る。査読料は図書券 〔1査読者1:対Ls論 文5000円.活

動報告250e円 〕 を支給することが承認されたbな お、論
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文の審査期間を迅速に行 うために、査読者の査読期間を

里カ月以内でお願いし、著者への審査結果の返却をでき

る限り2カ 月以内とすることを確認した。

・学会誌 「スポーツ整復療法学研究」の創刊に合わせて、

国際標準刊行物番号を取得する申請を国会図書館へ行 っ

たとの説明があった。

・学会誌の寄贈先を検討することにした。

7.学 術研修委員会

・研修会を計画推進することが確認された。

・呂地区の支部結成を推進 し.そ れに関連 して研修会を

開催することが確i認された。

・研究の共通領域や部位別専門分科会に関する会員の関

心度合いを知る目的で、学会参加者ヘアンケー トを行 う

ことが承認された。

8、 国際学術交流委員会

・特別講演の計画としては、スポーツボダア トリー、ス

ポーツカイロプラクテック、オステオパシー、中国気功、

各種手技療法、スポーツ医科学、NATAな どがあること

が確認された。

・海外の学術学会との提携 については.ス ポーツボダイ

ア トリー学会、スポーツカイロプラクチック学会NNATA

などがあることが確i認された。

・海外研修会については、jATACな どと協賛 して推進す

ることカ{確認 された自

9.理 事長より 「部位別認定柔道整復師」認定制度 の構

想が紹介および文部省への学術団体申請手続 きの書類に

関 しての説明があった。

日本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会

第3回 理 事 会 議 事 録

日 時:平 成11年9月 ユ8日(土)

lO時OO分 一…12時OO分

場所:東 京商船大学

出席者:金 城{会 長)、 岡本 ・片岡繁{副 会長)、

片岡幸 〔理事長)、 池田 ・猪股 ・入澤 ・岩田 ・岩本圭 ・

岩本芳 ・草場'佐 藤 ・佐野 ・畠中 ・原 ・堀井 ・増原{理

事)

欠席者=杉 山 ・林(理 事)

〈会長挨拶〉

〈理事長より提案〉

・理事会開催に先だって前回の理事会議事録 を理事全員

で確認 し合 うことが提案され 「第2回 理事会議事録案」

の訂正 ・確認が行われ承認された。

・各委員会の報告については片岡幸理事長が一括 して説

明することを提案 し承認された。

〈報告事項>

1,総 務委員会

・会員数は、9月19日 現在で正会員{学 生会員含む1

が405名 、賛助会員が16社 との報告があった。

・本日の評議員の出席予定数 ・委任状数の説明があ り、

定款第5章 ・第24条 において評議員会が成立すること

の説明があった。

'本 日の総会参加予定者数 ・委任状数の説明があ り、定

款第5章 ・第25条 において総会が成立することの説明

がなされた、

2.財 務委員会

・寄付金等の申し入れ状況は、9月19日 現在で個人(41

名)が1,090,000円 、法人{6社)が350,000円 であるこ

との報告があった。

3.学 会誰編集委員会

・学会誌1巻1号(創 刊号:抄 録集)は 三京印刷に600

冊発注(見 積:595.900円 、表紙デザイン料サービス)し

たことの報告がなされた。

・学会誌の表紙のデザインは事務局長 ・理事長 ・印刷業

者の3者 で行い、大会号以外は表舐の白紙部分に論文タ

イトルが印刷されることになるとの報告がなされた。
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・第1巻 第1号 印刷の表紙右下部分の英文にofが 抜けて

印刷 しことの訂正とお詫びの報告がなされた。

・学会誌の国際標準刊行物番号(iSSNI345-093X)を 取

得 したとの報告がなされた。

・学会誌発送は.ク ロネコメール便運送業務委託契約を

結び(1冊160円}、 創巻号の発送が9月3日 に485

通分(一 部郵送を含む)を 送付 した旨の報告があった。

・学会誌は事務局へ2D部 保存 し、残 りは新入会員へ発送

する旨の報告があった丑

4.学 会大会委員会

・特別講演者への講演料 ・交通費の説明がなされ、$1を

110円 の計算で$a300(日 本円で26万 円)を 支払 うこと

の報告があった。

医道の 日本社より取材申 し入れがあ り.事 務局で対応

するとの報告があった。

・展示業者の追加があ り1階 廊下部分に計4件 の展示が

されるとの報告があった。

5.学 術研修委員会

・学会参加者ヘアンケー トを受付で配布をし、玄関出口

に箱を置いて回収する旨の報告があった。

<審 議事項>

1.第1国 学会大会評議委員会及び総会対策について

・総務委員長=猪股理事が議長団選出まで司会を勤めるこ

とが承認された。

開会の辞を岡本副会長が、閉会の辞 を片岡副会長が行

うことが承認された。

・議長団および議事録署名人選出については、会場より

指名がなかった場合、議長団;鈴 木一央評議員(北 海道

選出}と 佐藤賢司評議員{北 信越悦地 区選出)を 、議事

録署名入は=鴫原清勝評議員{東 北地区選出)と 滝瀬定文

評議員(近 畿地区選出〕を推薦することが承認された。

2.総 会議案について

1号 議案=平 成11年 度事業計画案が資料に基づ き説明

があり、審議の結果原案通り承認された。

2号 議案=平 成11年 度予算案を資料 に基づ き説明があ

り、審議の結果原案通り承認された。

3号 議案=資 料に基づ き説明があり、審議の結果、原案

通 り承認された。

4号 議案=資 料 に基づ き説明があ り、審議 の結果、原案

通 り承認 された。

5号 議案;第2回 学会大会の開催 日を平成12年10月2S

日29日 、場所 を関東地区の提案がなされ承認された。

ε号議案:そ の他:各 地区の支部結成について

・各支部会を評議員選出の区割 り{呂 地区)に 基づいて

結成 していくとの提案 と説明があ り、審議の結果承認 さ

れた。

・各支部承認の手続きについて支部結成の要望を事務局

経由で理事会 に諮D、 理事会で承認 し、次回の評議会 ・

総会 に報告する形式で支部結成 を促進 してい く旨の提案

があり、審議の結果、原案通 り承認 された凸

3,次 期役員 ・評議員選挙について

・新役員および新評議員の選挙 については細則の作成 な

らびに選挙管理委員会を設置す る必要があ り総会で承認

を得 たい旨の提案があ り審議の結果承認 された。総務委

員会 ・理事長および事務局長で原案作 吟をすることが了

承された。

4.近 畿支部を関西支部に名称変更 したい旨の提案があ

り検討された。

5.学 会大会の大会会長について

・当学会は会長 ・理事長制 をとウているため、年次 開催

地から大会会長を出すシステムはとらない旨承認された。

6.林 理事の理事辞 職願いが提 出されていることの説明

があb、 審議の結果、会長預か りとLて もう一一度検討す

ることとなった。
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日本スポーツ整復療法学会

第1回 評議員会議事録

日 時1平 成11年9月18目(土)

13時OO分 一・一ユ4時20分L

場 所=東 京商船大学越中島会館2階 講堂

出席者:35名 、委任状15名 計5⑪ 名

司 会=猪 股俊二1総 務担当理事〕

岡本武昌副会長の挨拶により、評議員会が開催された。

1.議 事関係事項

1)議 長団の選出が行われ、鈴木一央評議員(北 海道

地区}・ 佐藤賢司評議員(北 信越地区)が 選出された。

2)議 事録署名人の選出が行われ、鴫原清勝評議員(東

北地区)・ 滝瀬定文評議員(近 畿地区)が 選出された。

3)定 款の第5章.第24条 に基づ き定足数の確認が

行われた。現員50名 、出席者35名 、委任状15名

が報告 され、評議員会の成立が了承された。

2.報 告事項

1)片 岡幸雄理事長より、学会抄録77頁 の設立総会

議事録(平 成11年5月1日)に 基づ き、本学会の設

立の経緯 ・経過について以下の報告があった。

・本学会の目的及び事業について

・定款 ・役員 ・評議員の承認について

・機関誌 「スポーツ整復療法学研究」について

・本学会の目的 として、文部省 の学術 団体の規定 を視

野に入れた活動方針について

3.審 議事項

1号 議案:平 成11年 度事業計画案について、総務委

員会猪股俊二委員長 より資料に基づ き説明があ り、審

議の結果、原案通 り承認された。

2号 議案:平 成11年 度予算案について、財務委員会

岩本圭史委員長より資料 に基づ き説明があ り、審議の

結果、原案通 り承認された。

3号 議案=平 成12年 度事業計画案について、総務委

員会猪股俊二委員長 より資料 に基づき説明があ り、審

議の結果、原案通 り承認 された。

4号 議案:平 成12年 度予算案について、財務委員会

岩本圭史委員長 よO資 料に基づ き説明があり、議場の

大木評議員{北 海道地区選出)か ら新入会員の承認手

続 きについて、推薦人の人数 を3名 とするのは多す ぎ

は しなVか との質問があ りx片 岡理事長 より、1名 の

推薦があれば、事務局で処理する旨、答弁がなされ、

審議の結果、原案通 り承認された。

5号 議案:第2回 学会大会の開催予定 日と場所 につい

て、総務委員会猪股俊二委員長 より資料 に基づき説明

があ り、審議の結果、原案通 り承認された。

6号 議案=そ の他(片 岡理事長 より提案)

1〕 各地区の支部会結成に関 して、北海道地区及び近

畿地区の支部会の承認の提案 と説明があ り、審議の結

果、原案通 り承認 した。

2)各 支部会を評議員選出の区割 り(8地 区)に 基づ

いて.結 成 してい くとの提案 と説明があ り、審議の結

果、了承された。

3〕 各支部会承認の手続 きは支部結成の要望を事務局

経由で理事会に諮 り、理事会で承認 し、次回の評議会 ・

総会に報告を行 う形式で、支部結成を促進 してい く旨

の提案があ り、審議の結果、原案通 り承認された。

峯)次 期役員 ・評議員選挙 について、本日までの経過

と今後の方針についての説明 と選挙細則の制定 ・選挙

管理委員会の設置等に関する提案があ り、轡議の結果、

理事会に一任することで了承 された。

4.そ の他

・久米信好評議員(東 京地区〕より、各種委員会の運

営 について、名簿に記載のある各委員会担当理事 のみ

で行 うのか との質問があ り、理事長よ り、各委貝会担

当理事 を中心に学会員には協力 をしてほしい旨、答弁

があった。

・高橋教友評議員{北 海道地区)よ り、学会の今後 の

方向性について、地域密着型の学会運営 を望む意見が

出され.理 事長 より、学術団体 としての方向性 を確認

しつつ、評議員各位の協力を要請する答弁があった。

片岡繁雄副会長の挨拶があ り、評議員会が閉会された。

一 喝)嫌 畷馨

識 署名人痴 韓 芝 瑠 印
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スポーツ整復療法学研究 第1巻 ・第2号2000年3月

日本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会

第1回 総 会 議 事 録

日 時:平 成 王1年9月19日(日}

13時30分 一14時30分

場 所:東 京商船大学越中島会館2階 講堂

出席者:99名 、委任状161名 計260名

司 会:猪 股俊二(総 務担当理事)

金城孝治会長の挨拶により総会が開催された。

1.議 事関係事項

1}議 長団の選出が行われ、鈴木一央評議員 〔北海道

地区)・ 佐藤賢司評議員 〔北信越地区)が 選出された。

2)定 款の第5章 、第2S条 、第2項 に基づき定足数の

確認がなされた。現員405名 、出席者99名 、委任状161

名、合計260名 が報告され、総会の成立が了承された。

3)議 事録署名人の選出が行 われ、鴫原清勝評議員 て東

北地区)・ 滝瀬定文評議員(近 畿地区)が 選出された。

2.報 告事項

1)片 岡幸雄理事長より、学会抄録77頁 の設立総会

議事録{平 成 工1年5月1日)に 基づ き、本学会の設

立の経緯 ・経過について以下の報告があった。

・設立総会準備委員会から設立総会への経緯について

・設立の主旨及び経過について

・会員動向と会費納入状況について

・本会の定款と役員構成及び任期について

さらに第1回 理事会における議事内容 ・承認事項等に

ついて以下の報告 と説明があった。

・会長、副会長、理事長選出について

・担当理事の承認について

・学会誌 「スポーツ整復療法学研究」について

・事務局を東京商船大学に設置することについて

3.審 議事項

1号 議案1平 成 ユ1年 度事業計画案 について、総務委

員会猪股俊二委員長 より資料{抄 録69頁)に 基づ き

説明があった。

2号 議案=平 成11年 度予算案 について、財務委員会

岩本圭史委員長よ り資料{抄 録69頁}に 基づ き説明

があった。議場の丸山氏(長 野県}よ り.事 業計画案

のその他の項目について、現時点での具体的な成案が

あれば、示す ようにとの質問があ り、理事長より、今

後理事会等で具体的な計画を検討 してい く予定である

旨、答弁がな された。1号 議案 ・2号 議案について一

括審議がなされ、原案通 り承認された。

3号 議案:平 成12年 度事業計画案について、

5号 議案:平 成12年 度、開催予定の第2回 学会大会

の開催予定 日と場所について、船務委員会猪股俊二委

員長より資料1抄 録70頁}に 基づき説明があった。

4号 議案1平 成12年 度予算案について、財務委員会

岩本圭史委員長 より資料{抄 録70頁}に 基づ き説明

があ ったe3号 議案、4号 議案、5号 議案について一

括暑議がなされ、原案通 り承認された。

6号 議案=そ の他の議案として、理事長より以下の提

案がなされた。

1)支 部結成について、文部省の学術団体 としての登

録規定に関する説明があ り、本学会の定款第3条(抄

録78頁 〕に基づ き、北海道、及 び近畿地区の支部結

成を承認する旨、提案がなされた。

2)支 部の結成の地区割 りについて、定款1呂 条(抄

録79頁)に 基づ き、評議員選出の区割 りによる8支

部結成の方針が提案された。

3}支 部結成の手続 きについて、地 区の希望 を事務局

経由で理事会に諮 り、次回の評議員会及び総会 に報告

し、一括承認する手続 きとしたい旨、提案がなされた。

4)次 期、役員の選出に関して、選挙細則の制定 ・選

挙管理委員会の設置等 の庶務 を理事会に一任す ること

の提案がなされた。

以上を一括審議の結果、原案通 り承認 された阜

・議場の高橋氏より、学会の今後 の方向性 に対する意

見が出され、理事長より、答弁がなされた。

・議場の柴田氏より、今後の学会運営の経済状況に対

し、意見と寄付 を募る発言があった。

片岡繁雄副会長の挨拶があ り、総会が閉会された。

議事録署名人賜 鷹 漕 購 駿
,

議… 人痴 韓 彪 趨 印
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スポーツ整復療法学研究 第1巻 ・第2号2000年3月

日本スポーツ整復療法学会役員
〔2001年3月31日 までの 暫 定措 置)

会 長:金 城 孝治(大 阪府柔道整復師会)

副 会 長 岡本 武昌(大 阪府柔道整復師会 ・大阪電気通信大学)

片岡 繁雄(北 海道教育大学)

理 事 長:片 岡 幸雄(千 葉大学)

理 事:(O委 員長〉

総務委員会担当

Q猪 股 俊二(国 際武道大学 ・元文部省)

入澤 正{千 葉県柔道接骨師会)

財務委員会担当

O岩 本 圭史{日 本大学)

佐野 裕司{東 京商船大学)

編集委員会担当

O増 原 光彦(大 阪体育大学)

岩本 芳照(兵 庫県柔道接骨師会)

堀井 仙松(大 阪電気通信大学)

学会大会委員会担当

○岩田 勝(大 阪府柔道整復師会 ・大阪体育大学)

草場 義昭{福 岡県柔道整復師会)

佐藤 健{仙 台大学)

原 和正(長 野県柔道整復師会〉

学術研修委 貝会担当

O畠 中 耕作(和 歌山県柔道整復師会〉

林 利彦(大 阪府柔道整復師会)

国際学術交流委員会担当

O池 田 克紀(東 京学芸大学)

杉山 重利{島 根大学 ・元文部省)

監 事:中 島今朝光(長 野県柔道整復師会)

堀安 高綾(東 京商船大学)

相 談 役 片岡 利正(北 海道整骨師会)

上山 八蔵(青 森県柔道整骨師会)

原 恭二(JB日 本接骨師会)

事務局長:佐 野 裕司(東 京商船大学)

事 務 局 〒135-8533東 京 都 江 東 区 越 中 島2一 ユー6東 京 商 船 大 学

TELIFAX=03-5620-6487E-mail:sano@ipc.toshe-ll.ac.jp

佐野研究室内
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スポ ーツ整 復療 法 学研究 第1巻 ・第2号2000年3月

日本スポーツ整復療法学会評議員
定 員50名

〔200:年3月31日 まで の 暫 定措 置)

北海道地区:5名

五十嵐敏幸 大木康生

東北地区:8名

菊地 晃 酒井賢一

柳瀬武雄

関東地区:16名

安達正夫 五十嵐仁

嶋木敏輝 高橋精一

渡辺英一 渡辺 剛

北信越地区=7名

伊東功一 荻上良尚

東海地区;1名

山本好弘

近畿地区=lO名

牛鴫宏幸 梯 博之

根来保彦 畠中宰治

中国 ・四国地区:1名

尾崎 優

九州地区=2名

草場義彦 西島稔了

佐藤勇司

坂本一雄

伊澤恒明

田村祐司

小嶋国彦

小寺 有

蛭間栄介

鈴 木 一一央

鴫原清勝

高橋教友

豊嶋良一

市ヶ谷武生 今野廣隆

中山珠夫 藤井英之

西條春雄

嵯峨山潔

酒井正彦

滝瀬定文

長江美紀子 目時 誠

大澤正美

藤村淳一・

久米信好

村松成司

佐々木泰介 佐藤賢司

田邊美彦 中野 寛
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スポーツ整復療法学研究 第1巻 ・第2号 呈OOO年3月

日本スポーツ整復療法学会会
{200⑪ 年3月27日 現 在 〕

員名一覧

登 録 会 員 数=472

無印 柔整 ・鍼灸 ・カイロ師 ・理学療法士関連377名 ☆=医 師6名 ◎:大 学教官42名

O=専 門学校教官6名 ・:他 呂名 △:学 生会員15名 賛助会員:18社

北海道

⑪秋野禎見

上原善之介

◎亀井伸照

◎佐藤伸一一郎

田中稔晃

星野敏彦

渡辺 歩

北 海 道 地 区=正 会 員43名(学 生 会 員1名)

支 部 長 片 岡繁 雄 〔北 海 道教 育大 学)副 支 部 長:五 十 嵐 敏 幸 、佐 藤 勇 司

事 務 局 〒⑪70-8621北 海道 旭 川 市 北 門 町9丁 目 北 海道 教 育大 学 旭 川 校 三 浦研 究 室

TEL:0166-59-1329FAX=Ol66-59-1329E-mail:yutaka@atson.asa.hokkyodai.ac.jp

43名{学 生1名 〕

浅川永太

☆大木康生

工藤四海

佐藤勇司

◎田中美栄子

◎三浦 裕

△鈴木貴博

栗井俊安

小野寺恒巳

☆小池能宣

佐藤義裕

谷 光則

山 英幸

五十嵐敏幸

◎片岡繁雄

越谷光男

城 昌伸

土谷二朗

山中喜照

⑪伊熊克己 ◎石本詔男

片岡利正 片平信彦

⑪小林禎三 小山泰秀

◎鈴木一央 高成宏士

中西睦男 中矢智久

◎山本憲志 吉田 眞

◎伊藤大志

金崎輝明

作家幸二

高橋教友

保市清徳

力石文雄

東北地区 正会員60名(学 生会員9名 〕

秋田県

宮城県

伊薩孝之

小野木馨

紺野洋一郎

庄子和良

☆長江美紀子

松川いずみ

△佐々木良成

山形県:2名

相沢久敏

福島県:6名

遠藤徳雄

青森県=10名

石丸俊浩 岩間好美

村山弘典 柳瀬武雄

岩手県=3名

岩聞隆典 大畑鉄男

=o名

:39名{学 生9名)

浦田芳郎

川上柔太郎

酒井賢一

庄子元喜

中川利光

目時 誠

近江俊正

四橋正敏

山内春雄

及川佳文

川村栄徳

桜本和夫

高橋昭則

中島正彦

柳瀬成利

△柴田匡一郎 △鈴木健史

鈴木基文

草野謙一郎 鴫原清勝

上山八蔵

大坂武史

菊地 晃

佐々木弘毅

高橋武彦

日出山進

渡部伸二

△高野 修

坂本一雄 藤 田 正 一・

太田作郎 奥山浩司

菊地達矢 木村清徳

佐寿木聡 ◎佐藤 健

武田 孝 田母神茂

細田和成 細谷賢一

△石岡義洋 △大地敬進

△藤本孝也 △朴 栄司

高橋喜三郎 田中俊雄 中田 務

堀子 武

小野まり子

近藤昭一

柴田仁市郎

豊島良一・

洞口 直

△工藤高広

茨城県 2名

坂巻康隆

関 東 地 区:正 会 員142名(学 生 会 員2名)

支 部 長 岩本 圭 史(日 本大 学)副 支 部長:入 澤 正 、 中村 正 道

事 務 局 〒152-0033東 京 都 目黒 区 大 岡 山2-12-1東 京 工 業 大 学 工学 部 中村 研 究 室

TEL=03-S734-2679FAX:03-3726-0583E-mail:nakamura@taiiku.titech.a。.jp

空岡康雄
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東京都

☆安達正夫

遠藤元宏

o亀 谷正義

小海 哲

◎佐野裕司

O谷 口裕美子

0橋 本辰幸

町村秀夫

吉井章浩

千葉県:

青木 正

◎猪股俊二

小野恒靖

斎藤基博

菅原世至

塚越重男

西川佳克

神奈川県=14名

秋葉康男

菅俣弘道

山梨県:O名

栃木県:5名

阿部洋志 小林栄稔 阪野 壽

群馬県12名

須永俊男 原澤 明

埼玉県ll5名

市ヶ谷拭生 今井裕之 大橋 淳

桜田慎司 清水美佐雄 竹内 繁

山本清次

=58名(学 生 ユ名)

五十嵐仁

大村幸史

川合 彰

小島義一

渋谷権司

⑪田村祐司

原 恭二

松岡慶樹

◎渡辺 剛

46名{学 生1名)

赤羽和治

入澤 正

◎片岡幸雄

佐々木和人

杉山英雄

土橋 暢

張替 徹

伊藤 洋

諏訪間茂

◎池田克紀

岡部博見

O川 口央修

輿水正子

白石 聖

o張 軍

平山力彦

松原伸行

△浮須裕美

秋元茂良

岩田素道

金子幸太郎

嶋木敏輝

瀬尾計子

富吉 司

藤井英之

岩下博行

永田哲也

佐藤憲一

金井英樹

谷岡弘光

藤田 功

小泉竜一

塚本千秋

伊澤恒明 伊澤政男

刑部 治 小澤 満

○工藤康宏 國友康晴

坂口昌也 笹井明俊

菅井一晴 高橋伸二

中村雄大 ⑰中村正道

藤村淳一 藤森信広

宮本秀樹 村田拓郎

秋山和孝

⑪岩本圭史

河村陽光

嶋崎泰男

高橋精一

中島 一

◎村松成司

小川 明

丸山俊郎

跡部正夫

宇佐見秀雄

@菊 地俊紀

清水輝美

高椅 勉

永光武美

△石本将人

柏 木 亨友

山 口隆 一一

小林直行

都野和之

近藤源太

中山高雄

今井秀行 ⑪今野廣隆

金井直樹 鎌田哲也

久米信好 小池龍太郎

笹原茂儀 佐野 元

武田悠詳 立原裕之

仲祐一郎 野口英顕
・堀松英紀 ◎堀安高綾

諸星信一 ◎山田美絵子

井上孝弘 今関善文

◎大澤正美 小澤匡広

小谷 清 小西い く代

◎下永田修二 白土善英

高橋幹也 ・田上 トキ子

中村好浩 中山珠夫

兼子嘉之

渡辺英一

唐木田英明

和田現弘

北信越地区 正会員54名

新潟県=11名

大橋 保

中村博昭

長野県:39名

朝野豊和

荻上良尚

小林克徳

佐藤賢司

鶴田 隆

増山和男

富山県=1名

氷見哲夫

福井県=o名

石川県:3名

隅田直喜

川上祥吾 子安 城

長谷川圭介 樋口博則

飯塚康弘

小笠原圭司

西條賢治

篠崎裕一

中島今朝光

丸山 剛

市川 央

小澤成幸

西條春雄

渋谷善宏

中山清隆

山口昌弘

中村茂之 ◎渡辺直勇

佐々木泰介 田上長人

丸山 智

伊東功一・

柄沢康雄

西條義明

白井信行

野竹富士雄

和田正宏

今村和久

窪田 勝

酒井 肇

高田 保

原 和正

高山慶市

牛山正実

熊谷謙一

酒井正彦

高野広道

原山 修

田中公彦

大塚祥司

小嶋国彦

佐藤仁美

竹内 正

桧山 治
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東海地区 正会員14名(学 生会貝1名)

静岡県=5名

坂井祐二 中村昭治

愛知県:7名(学 生1名)

井原正晴 井本良徳

△倉 幹男

三重県;o名

岐阜県=2名

高間敏宏 早川 真

申山英樹

川澄利道

守岡弘貴 山本好弘

小磯直樹 ◎小林 通 堺澤正和 ◎村松常司

滋賀県 4名

奈良県

大阪府

相江邦彦

内海健雄

角元正明

真田忠彦

高村英雄
・端岡裕一一

増田 洋

吉見 香

和歌山県1

金田守央

野口健至

兵庫県=25名

安崎領一

正垣芳枝

根来信也

森澤 大

近 畿 地 区=正 会 貝95名{学 生 会 員3名)

支 部 長1増 原 光彦(大 阪 体 育 大学 〕 副 支 部 長:岩 田 勝 、 田邊美 彦

事 務 局=〒590-0496大 阪府 泉 南 郡 熊 取 町 野 田ISS8-1大 阪体 育 大 学 滝 瀬研 究室

TEL=0724-S3-8841FAX:0724-534906E-mail:talCise@ouhs.ao,jp

伊藤房子 高須英世

京都府:4名

薄田幸寛 木挽幸夫

:o名

:50名(学 生1名)

荒藤晴康

大谷元幸

梯 博之

澤見善広

◎滝瀬定文

橋本 等

◎増原光彦

△任海一彦

12名(学 生2名)

金谷洋志

畠中耕作

岩本芳照

鈴木信之

根来保彦

森下佳洋

中江利信

鳥井俊和

池本明弘

大森一史

金城孝冶

残間敏成

田遊美彦

橋本道子

松浦明弘

岸田昌章

畠中宰治

☆牛嶋宏幸

外林雅夫

野原俊一

柳田裕司

中川 修

松田 誠

井筒康一郎 井上浩一

◎岡本孝信 ◎岡本武昌

小寺 有 小林利昭

柴田武勲 柴田信雄

中谷隆夫 仲谷雅雄

林 利彦 ◎蛭間栄介

峰脇静雄 室田幸三

九鬼 修

畠中利恭

大島孝雄

竹国康久

野原隆志

横山元英

・井上 勉 ◎岩田 勝

岡田康秀 荻澤悌二

近藤 治 桜井 寛

清水 修 ・妹尾隆正

中森 喬 西原一鋪

◎堀井仙松 ・前田志朗

森田良知 山本幸博

真田智矢 出崎康夫 中谷敏之

南 勝昭 △北岡孝英 △畠中 健

大西一昭

永田勝章

藤井弘道

五反田重夫 嵯峨山潔

中野 寛 中安史夫

丸山 健 村本博孝

中国 ・四国地区 正会員2名

岡山県:O名

鳥取県:O名

島租県:1名

⑪杉山重利

広島県:O名

山口県 二〇名

香川県:0名

愛媛県=0名

徳島県:0名
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高知県:1名

尾崎 優

福岡県:19名

池田昌隆 浦 誠二

田口秀隆 竹下栄作

鶴田禎久 西島稔了

佐賀県=o名

長崎県=0名

大分県;1名

塩井卓広

熊本県=o名

宮崎県:1名

橋口浩治

鹿児島県=O名

沖縄県=1名

桃原 理

九州地区:正 会員22名

北 篤仁 草場義昭 草場義則

武富清文 田中順二 田中光夫

廣尾勝志 曲淵靖洋 松下慶太

草場義彦

辻 末弘

高島龍雄

鶴田=裕二

海 外:6名

ア メ リ カ 合 衆 国:2名

⑪GaryR.BIodovvicz

オ ー ス ト ラ リ ア=4名

◎A血drewV.Essen

◎Jimwallis

'DaΨidGordg¢ 　 ☆Harryh.Hustig ・WyneBartiett

賛助 会員=1呂 社(3G口)

株式会社 医道の日本社 株式会社 エス ・エス ・ピー

大阪体育大学図書館 株式会杜 カナケン

河田商事株式会杜 小林製薬株式会社

ジャパン ・アス・レチック ・トレーナーズ協会(JATAC)

株式会社 東京レジャースポーツ 日本鍼灸マ ッサージ新聞社

株式会社 白寿生科学研究所 株式会社PPM研 究所

株式会社 メド城取

株式会社OA・ システムシヤープ

からだサイエンス社

古守工業株式会社

全国柔整鍼灸共同組合

日本医療サポーター株式会社

株式会社 メイプ
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平 成11年 度 寄 付 金 者 名 一一一fi.

北海道地区

五十嵐敏幸 伊藤大志

東北地区

上山八蔵 佐藤 健

関東地区

安達正夫 五十嵐仁

片岡幸雄 佐野裕司

渡辺 剛

北信越地区

小嶋国彦 酒井正彦

東海地区

坂井祐二 中村昭治

近畿地区

岩田 勝 岩本芳照

柴田武勲 田邊美彦

中国 ・四国地区

杉山重利

九州地区

草場義昭 草場義則

〔2000年3月27日 現在)

個 人:51名(¥1,3e⑪,000)

大木康生 片岡繁雄 片岡利正

伊澤恒明

瀬尾計子

西條春雄

岡本武昌

根来保彦

高島龍雄

猪股俊二

野口英顕

佐藤賢司

梯 博之

畠中耕作

田中順二

入澤 正

原 恭二

鈴木一央

岩本圭史

堀安高綾

中島今朝光 原 和正

木挽幸夫

堀井仙松

鶴田禎久

金城孝治

増原光彦

高橋教友

大澤正美

松原伸行

澤見善広

株式会社 医道の日本社

日本医療サポーター株式会社

法 人

株式会社

株式会社

6社(¥350,000)

エス、・エス ・ピー

白寿生科学研究所

株式会社 カナケン

株式会社PPM研 究所
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次期役員 ・評議 員選挙 につ いて

選 挙 管 理 委 員 会

委員長 松岡慶樹

委 員 工藤康宏

今井裕之

.次期(平 成13年4月1日 か ら平 成17年3月31日 までの3年 間)役 員お よび評議員 の選挙 につ いて公

示 します。平成12年3月5日(日)第4回 理事会 において、選挙管 理委貝会、選挙細則お よび選挙 日程 が

下記の ように承認 され ました。

1,選 挙管理委員会の設置

次の3名 の会員が選挙管理委員として承認された。

松岡慶樹{東 京都)、工藤康宏(東 京都)、 今井裕之(埼 玉県)

2.選 挙細則

役 員 ・(定款11条)理 事は20名 以内、監事は2名 とする
・(定款12条)役 員は立候補により正会員の中から選出する

・1つ の職能団体の領域が全理事および全監事の半数を超えないもの とする。

・選挙権 ならびに被選挙権は選挙が実施される前年度の3月31日 までに当該年度の会費を納入

した正会員 とする。

評議員 ・(定款17条)評 議員数は50名 以内とする
・(定款1魯 条)全 国8地 区の会員比例配分数を投票により選出する

・地区別の正会貝名簿を送付 し各地区割 り定数を投票させる。投票方法はその名簿に候補者数だ

け0を つけさせるaた だ し定数を超えて○をつけた場合は無効とする。同数の場合は選挙管理

委員会で抽選決定する。
・選挙権ならびに被選挙権は選挙が実施される前年度の3月31日 までに当該年度の会費を納入

した正会貝 とする。

3,選 挙 日程(概 略)

平成12年5月 初旬

平成12年5月 初旬

平成12年5月 末 日

平成12年6月 初旬

平成12年7月 末 日

平成12年 呂月上旬

平成12年9月 中旬

平成12年10月 下旬

役員立候補受付締切

役員立候補名告示

役員投票締切開票

役員決定通知(学 会誌第2巻 ・第1号)

評議員選挙投票締切開票

承諾書受領完了

抄録印刷(学 会誌第2巻 ・第2号)

第2回 学会大会総会で承認

4,手 順

役員{理 事お よび監事)の 立候補 を下記 の要領で受 け付 けます。

応募用紙1選 挙管理委貝会にFax=03-5620-6487叉 はE-rnail:san〔〕@ipc.tosho-u.ac,jpで請求 して下 さい。

受付締切:5月1日(月)正 午迄 学会事務局 「選挙 管理委員会」宛 に郵送 して下 さい。
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第2回 日本スポーツ整復療法学会 ご案内

1.会 期=平 成12年10月27日 〔金)・28日(土)・29日(日)

2.会 場:東 京商船大学 越 中島会館 〒135-8S33東 京都江東区越 中島2-1-6

3.交 通:JR京 葉線 「越 中島」駅下車2番 口か ら徒歩2分(東 京駅 よ り各駅停車で2駅}

地下鉄東西線 「門前仲町」 駅下車4番 口か ら徒歩10分

地下鉄有楽町線 「月 島」 駅下車2番 口か ら徒歩10分

4.日 程表

第1日 目=10月27日(金)

13iOO役 員会(会 長 ・副会長 ・理事長 ・事務局長)

16=OO理 事会(会 長 ・副会長 ・理事長 ・理事 ・監事 ・事務局長)

第2日 目;10月28日(土)

9:00大 会実行委員会

10=00「 研究発表」 お よび 「活動報告」…12題

12:00評 議員会 ・昼 食

13=30「 研 究発表」 および 「活動報告」…15題

16=OO特 別企画 ニシンポジウム 「スポーツ整復療法学の研究テ ーマ」

18=30懇 親会

第3日 目110月29日(日)

9=00「 研究発表」 お よび 「活動 報告」・…6題

1e:OO特 別企画=特 別講演

12:00総 会

13;e⑪ 昼 食

14=00「 研究発表」 お よび 「活動 報告」…18題

5.プ ログラム

a)学 会本部企画

シンポジウム=「 スポー ツ整復療法学 の研究 テーマ」

10月28日 〔土)16=oo-18:00

特別講演=「 交渉 中」

lG月29日(日)13:00-15=OO

b)「 研 究発表」お よび 「活動報告」

10月28日(土)10=⑪OL1200

13:30-16:00

ユ0月29日(日)9=00-10=00

14:00-17:00

c)会 議ほか

1}役 員会lO月27日(金)13=00-15=OO

2}理 事会10月27日'(金)16=00-18;OO

3)大 会実行委員会10月28日(土)9:00-10=00

4)評 議 貝会10月28日(土)12:00-13:30

5)懇 親会10月28日(土)18=30-20=00

6)総 会10月29日(日)12=CO-13=00

☆ 日程表お よび プログラムは変更す る場合 があ りますので ご丁承 くだ さい。
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大会参加の申込要領

1.大 会参加の申込登録の方法

本大会の参加 申込登録は事前登録と当 日登録を併用 してお りますが、準備の都合上で きるだけ事前登

録にご協力下さい。

参加申込方法は郵便局振込用紙 に内訳を記入の上、下記の大会参加費 を事務局口座へ振 り込んで下 さ

い。領収書は振込票によって代えさせて頂 きますので、大会当日まで大切に保管下 さい。

なお、大会号(プ ログラム ・抄録集 ・総会資料等)は 学会誌第2巻 ・第2号 として大会前の10月 上

旬頃に送付する予定です。学会当 日には大会号を必ずご持参下さい。ただ し、臨時会員は大会号があ り

ません。

2.大 会参加費

正 会 員

賛助会員

学生会員

臨時会員

前 納 料 金

3,000円

3,000円

1,000円

5,000円

大会当 日料金

5,000円

5,000円(展 示業者 を除 く)

3,00Q円(学 生証提示)

5,000円

3.懇 親 会の ご案内

10月28日(土)18時3G分 頃 よ り、会費 制 に よる懇親 会 を行 い ます。参 加希 望 され る方 は、事

前予約 と致 します、参加 され る方 は、郵便 振込用 紙 に内訳 を記 入の上 、事 務局 口座へ 会費 を振 り込 んで

下 さい。

懇親 会費5,000円

4.昼 食 弁当の ご案 内

会場の近 くに食堂が あ りませ んので、lO月28日(土)・29日(日)の 昼食 に弁 当 をご用意致 しま

す。弁 当は事前 予約のみ とさせ ていただ きます(当 日販売 はいた しません)。 希望 され る方 は、郵便振 込

用紙 に内訳 を記 入の上、事務 局口座へ代 金 を振 り込 んで下 さい。弁 当の引換券 は学会 当 日に受付 でお渡

し致 します。

28日 お よび29日 の昼食弁当代(お 茶付 き)各1,000円

5.事 前参加登録、懇親会費および昼食弁当代 〔郵便振替)の 締切 日

8月31日(当 日消印有効〉。

取 り消し返金は一切行いませんのでご了承下さい。

6,ホ テルのご案内

宿泊予約は近隣のホテルを下記に紹介 しますので、直接個人でお申し込み下さい。

ホテル名

1)ホ テル リンクス

2)東 急 ステイ門前仲 町

3)ホ テルB&G

4}ホ テルBMC

5)デ イナイスホテル東京

アクセス

門前仲町駅3分

門前仲町駅5分

門前仲町駅7分

門前仲町駅8分

木場駅3分

値 段(シ ン グ ル)

6呂OO-7500円

7600円

66SO-7200円

7000円

7㎜ 円

電 話

03-36304111

03-5620-elO9

03-36ヨ0-2711

03-3643-2131

03-3642-OO11
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スポーツ整復療法学研究 第1巻 ・第2号2000年3月

演題募集要項

1.演 題申込資格

演者および共同研究者(大 会に参加 しない者 も含む)と もに本学会の会貝で、年度会費お よび大会参

加費を納めた者に限 ります。会員でない方は入会手続 きが必要です。

入会手続きは会員登録用紙に必要事項を記入の上、学会事務局へFAXで 登録 し、申込締切 日までに入

会金2000円 、年会費8000円 および参加費3000円 を郵便振込用紙に内訳を記入の上、事務局口座へ振 り

込んで下さい。領収書は振込票に代えさせて頂 きますので、大会当日まで大切に保管下さい。なお、共

同研究者の発表は何回でも可能ですが、演者 としての発表は1人1回 に限ります。

2.発 表領域

下記の研究領域を含むスポーツ整復療法学に関する譲灘蒸i _羅 繋轟および1璽 で・内容が
未発表で完結 したの ものに限 ります。

1)整 復療法学 に関す る分野

領域=柔 道整復療法 、カイロプ ラクティック療法、ボデ ィア トリー療法、マ ッサージ療法 、

理学療法 、アス レチ ック トレーニ ング療法、身体整復病態 など

2)ス*"・ 一ツ整復工学 に関す る分野

領域=ス ポー ツバ イオメカニクス、身体整復工学、身体情報分析 など

3)ス ポー ツ療法学に関する分野

領域=ス ポーツ科学 性 理(環 境 を含む)、 栄養 、体力評価、健康 ・体力づ くり、運動処方 など1、

運動療法 、スポーツ障害の治療 など

4)ス ポー ッ整復療 法の原理 ・倫理に関する分野

領域:社 会倫理、医療原理 など

5)ス ポー ツ整復療法の評価 に関する分野

領域1イ ンフ ォーム ドコンセ ント、療法技術の評価、経営 の評価 な ど

6)そ の他ス、ポーツ整復療法 に関す る研 究

3.発 表時間

発表時問8分 、質問時間2分 の計10分 の予定 です。

4.発 表形式

OHPに よる一面映写ですeOHPの 枚数制限はないが、発表時間を必ず厳守 して下さい。OHPの 操作は

発表者の責任において行って下さい。

OHP以 外の発表形式については発表申込締切 日までに事務局に相談 して下 さい。

5.申 込方法と書類

「演題申込書」および 「抄録原稿」を締切日までに事務局宛に送付 して下さい。抄録原稿の作成は 「抄

録原稿作成要領」に従って下さい。

6.申 込締切

8月31日 (当日消印有効)
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抄録原稿作成要領

抄録原稿の作成要領が変更になりました。

提 出原稿はA4版 です。

下記の要領で原稿 を提出 して くだ さい。

1.抄 録原稿 はA4版 白色髄 紙 敢 を使肌 、me20Pmrn、 横17。 ㎜ 以 内の枠内(上30mm、 下25mm、

左右2{㎞mを 空 白}で 作成す る。提 出 された原稿 は原寸 のままオ フセ ッ ト印刷す るので、図表 ・写真等

を原稿 に貼 り付 けて完全原稿 で提 出す る。

2,原 稿 はワー ドプロセ ッサー(24ド ット以上)を 用いて作成す る。手書原稿 は不採用 とす る。

3.「 演 題名」 は最上段の1--2行 目の 中央 部 に14ポ イン ト程度 の文 字で、副題が ある場合 は行 を改めて

10ポ イ ン ト程度でそれぞれ印字する。

4.「 氏名 、所属」 は3～4行 目の中央部 にIOポ イン ト程度の文字 で印字す る。共同研究者がい る場合 は、

発表者 を筆頭 に し、所属 は氏名の後 ろに()で 括 って印字す る。

例1:整 復太郎(千 葉県OO接 骨院)、 例2=ス ポーツ太郎(OO大 学)

5.「 キ ーワー ド」 は5行 目の左 か ら10ポ イン ト程度 で印字 し、5ワ ー ド以内 とす る。

6.「 本文」は6行 目か ら 「9ポイ ン ト、25文 字 ×43行 の2段 組み(中 央部 工。m程 度 を空 白)、総文字数2150

字」程度 の書 式で、「目的」「方法」 「結果」 「考 察」f結 論」 お よび 「文献」 な どの見 出 しを付 け て 「で

ある調」 で作成す る。原稿用紙の空 きスベ ースをで きる限 り少な くす る。

7.図 表 ・写真 は全 て 「本文」 の枠 内 に納め て、原稿 に張 り付 けて提出 する。 それぞれの タイ トルは図 と写

真では下に、表 では上に印字す る。

8,「X線 写真」 を用 いる場合 は協力 医師名 を末尾 に記載す る。 ただ し協力 医師が共 同研 究者 に入 ってい る

場合 には必要 ない。

9.「 実践 活動報告」 の本文 も上記 にほぼ準 じて作成する。

10.抄 録原稿 はオリジナル1部 とコ ピ・-2部 を同封 し、折 り目がつかない よ うに厚紙 な どを使用 して送付 す

る。(締 切 日厳 守)

11.発 表の取 り消 しは締切 日よ リユ5日 以内 まで に事務局に文書で連絡 す るe

I2.審 査の結果、書 き直Lや 不採択 となる場合 がある。 なお、送付 された原稿等 は返却 しないa

13.演 題 申込書 には 日本語の タイ トルの他 に、英文の タイ トル を記載する ことが望 ましい。

学会事務局
〒135-8S33東 京 都 江 東 区 越 中 島2-1-6

東 京 商 船 大 学 内 「日本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会 」

TELIFAX=03-5620-64S7(佐 野 研 究 室)

E-mail=Sano@}ipc.to且ho-u.ac,jp

問 い 合 わ せ はFAXま た はE.mailで お 願 いLま す

灘
口座名義=日 本スポー ツ整復療法学会

口座番号=OO110-4-g847S

振込用紙 には必ず内訳 をご記入下 さい
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スポーッ整復療法学研究 第1巻 ・第2号2000年3月

「スポーッ整復療法学研究」寄稿規約

1.ス ポーツ整復療法学研究は、日本スポーツ整復療法学会の機関誌で、「総説」「原署論文」「症例研究」「活動報告」「教

育講座」「資料」「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて 日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はスポーツ整復毎法学

の研究領域における 「総説」「原著論文」「症例研究」「活動報告」および 「資料」で、未発表で完結 したものに限る。

3,論 文等を寄稿する際は 「執筆要領」に従 って作成する。

4.「 総説」「原著論文」「症例研究1「活動報告」および 「資料」の掲載に際し、その採否、修正の要求x掲 載順位の指

定および校正(初 校 は著者)な どは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に 「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書 し、オリジナル1部 とコピー3部 て図

表を含む}を 学会事務局宛に送る。掲載が決定 した後に、最終原稿を入力 したプロッピーディスク(3.5イ ンチ、TXT

形式で保存)を 提出する。提出原稿等は原則 として返却しない。

6.寄 稿に際 しi「総説」 「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、「活動報告」および 「資料」は5千 円を審査料 とし

て学会事務局の郵便振込口座に振 り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず内訳を記入する。

7.別 刷は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担とする。

「執 筆 要 領 」

A「 聡 説 」 「原 著論 文」 「症 例研 究」 お よび 「資 料」

1.「 総 説」 「原 著 論 文 」r症 例 研 究 」 お よび 「資料 」 は図表 を含 め て刷 り上 が り8ペ ー ジ以 内 を原 則 とす る 。超 過 したペ

ー ジ につ い て は著 者 負 担 とす る 〔料 金 は別 に定 め る) 。

2.原 稿 は 必 ず ワー ドプ ロセ ッサ ー を用 い て 、新 か な使 い 、常 用 漢 字 を用 い て 、A4版 用紙 に横 書 き印 刷 す る 。

3.外 国 語 言 語 は欧 文 フSン トを使 用 す る 。 た だ し、 目本 語 化 した語 は カ タカ ナ 標 記(全 角)を 使 用 して もよ い。 数 字

は算 用 数 字 、単 位 符 号 は原則 と してCGS単 位 を用 い 、mm,sec,cm,ml,Pt9な ど とす る。 圧 の 単 位 はrnrnHgを 用 い て

も よい。

4.図(写 真)表 は 必 要 最 低 限 に と どめ 、A4版 用 紙 に各1枚 に収 載 し、 番 号(例:Table.1,Fig.1、 ま た は 表1、 図

1)と タイ トル を付 け、且 つ 英 文 併 記 が 望 ま しい 。 図(写 真)表 の 挿 入 場 所 を本 文 原 稿 の余 白 に 朱 書 きす る 。 なお 、

製 版 が 不 適 当 と認 め られ る図 表 は書 き変 え る こ とが あ る 。 そ の際 の実 費 は著 者負 担 とす る。

5.和 文 論 文 原 稿 の 形 式 は以 下 の順 に従 う。

a)原 稿 の 第1ペ ー ジ に 「表題 」 「著 者 名 」「所 属 名 」 「キ ー ワー ド5個 以 内」 「原 稿 の 種 類 」 「別刷 請 求部 数J「 連 絡 先:

住 所 、 氏 名 、 電 話FAX番 号 、E-mail」 等 を記 載 す る 。

b〕 本文 は 目的{緒 言}、 方法 、結 果 、考 察 、績 論 、 引用 文 蔽 お よ び図表(写 真 〕 の 順 と し、印 刷 は 「IOポ イ ン 臥23

文 字X38行 の2段 組 み 、 総 文 字tt174S字 」 程 度 で行 う。 改 行 は 冒頭1字 を下 げる 。

6.和 文 原 稿 に は 英 文 の タ イ トル、 著 者 名 、 所 属 名 、 キ ・一ワ ー ドを必 ず つ け る 。 また 、 英 文 抄 録(400語 以 内)を つ け

る こ とが望 ま しい 。 英 文 は専 門家 のチ ェ ックを必 ず受 ける こ と。

7.英 文原 稿 に は原 則 と して 、 上記 に準 じ、 和 文抄 録 を つ け る。

8.引 用 文 献 は主 要 な もの に 限 り30編 以 内 とす る(総 説 の場 合 は制 限 な し)。文献 は本 文 の 引 用 順 に引 用番 号 を付 し(半

角 片 カ ッ コ内 に半 角 数 字 で記 入 す る。 例:片 岡 ら1)に よれ ば ・ → 、 引用 番 号 順 に記 載 す る。

a)雑 誌 の 場 合la、 全 著 者 名 、 年 号 、 表題 、 雑 誌 名 、 巻 数 、頁 一頁 の順 に記 す 。

1}佐 野 裕 司 、 白石 聖 、 片 岡 幸 雄 〔199S)背 側 筋 群 の 強 化 を 目的 と した体 幹 筋 運 動 が腰 筋 の 圧 痛 に及 ぼす 効 果 、

柔 道整 復 接 骨 医 学 、7、3-12

2)Kataoka、K.,Sano,Y,,Imano,H.,Tokiok叫J.a皿dAkutsu7K.(1993〕Changesinbloodpressureduringwalki皿9inthe

elderlypersonswi1士lhypertensien,ChibaJournalefPhysicalEducation・17・33-38

b}単 行 本 は全著 者 名 、発 行 年 、 標 題 、書 名 、編 集 者 名 、版 数 、発 行所 、 発行 地 、引 用 頁 の 順 に記 す 。

1)熊 谷 秋 三=誤 ウ た運 動 法(1993)健 康 と運 動 の 科学 、九 州 大 学 編、 初 版 、 大 修 館 書 店 、 東京 、2CO一ユr1

2}ExpertCornmittee。fHealthStatistics〔1995)Report。ftheSec。ndSession,WHOTechnicalRepcntSeries.25

B「 活 動 報 告 」

図表 写 真 を含 め2ペ ー プ{400字 原 稿用 紙8枚)以 内 を原 則 と し、 上記 の執 筆 要 領 に準 じて作 成 す る 。
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編 集 後 記

昨年9月 、東京商船大学にお いて第1回 日本スポーツ整復療法学会設立記念大会が開催 されて以来、早

や6カ 月余の月日が経過いたしました。編集委員会 としてはこれまで第1回 スポーツ整復療法学会記念大会

の抄録集を編集 した学会誌 「スポーツ整復療法学研究」第1巻1号 を創刊いたしました。この度、はじめて

原著論文を中心とした学術学会の機関誌 として相応 しい体裁にi整えた1巻2号 が発刊 される運びとな吟まし

た。 これ も会員諸氏のご協力の賜であ り心か ら御礼 申し上げます。学術 学会 としては学術研究論文の質と量

が重要な評価となりますので会員諸氏 にはご発表済みの研究を是非 とも論文 としてまとめて頂 き、積極的に

ご投稿下さいますようご期待申し上げます。次号の2巻1号(論 文集}は6～7月 頃を目途 に発刊する予定

であります。(編集委員長 増原光彦)

編集委 員会

増原光彦(委 員長)

岩本芳照(副 委員長)堀 井仙松(副 委員長)

片岡幸雄(理 事長)佐 野裕司(理 事 ・事務局長)

Joumalof SportSciencesandO$t¢opathic

Vol.1No.2March2000

Therapy

禁無断転載

スポ ーツ整復 療法学研 究(第1巻 ・第2号)

1非 売 副
2000年3月31日 発行

発行者 日本スポー ツ整復 療法学会

会長 金 城 孝 治

発 行 所 日 本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会

〒135-8533東 京 都 江 東 区 越 中 島2-1-6

東 京 商 船 大 学 佐 野 研 究 室 内

TELIFAX=03-S620-6487E-m且il:sano@ipc.tesho-u.ac.jp

郵 使 振 込 口 座 名 義=日 本 ス ポ ー ツ 整 復 療 法 学 会

口 座 ・番 号=OOI10-4-g呂475

印 刷 所 三 京 印 刷 株 式 会 社

〒113-0033東 京 都 文 京 区 本 郷2-16-11

TEL:03-3呂13-5441FAX=03-3818-5623
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